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序     文 
 

日本国政府は、スリランカ民主社会主義共和国からの要請に基づき、「認証野菜種子生産シス

テム強化プロジェクト」を実施することを決定し、2012 年 2 月 29 日に討議議事録（R/D）の署名

を行い、5 年間のプロジェクトとして実施しています。 
今般、中間レビュー調査団を派遣し、スリランカ民主社会主義共和国政府及び関係機関との間

で、プロジェクトの進捗の確認と今後の方向性に係る協議を行いました。本報告書は、同調査団

による協議結果、評価結果を取りまとめたもので、当プロジェクト及び類似プロジェクトの実施

にあたり広く活用されることを願います。 
終わりに、本調査に対しご協力とご支援をいただいた内外関係者の皆様に、心からの感謝の意

を表します。 
 
平成 26 年 11 月 

 

独立行政法人国際協力機構 
農村開発部長 北中 真人 
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評価調査結果要約表 
 

１．案件の概要 

国 名：スリランカ民主社会主義共和国 

案件名：認証野菜種子生産システム強化プロジェクト 
（Project for Enhancement of Production System of Certified Vegetable Seed in Sri Lanka） 

分野：農業・農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所管部署：農村開発部 協力金額（中間レビュー時）：1 億 400 万円 （2014 年

3 月までの実績） 

協力期間：2012 年 5 月 14 日～2017 年

5 月 13 日（5 年間） 
先方実施機関：農業省農業局（DoA） 

日本側実施機関：― 

１－１ 協力の背景と概要 
スリランカ民主社会主義共和国（以下、「スリランカ」と記す）の中長期国家開発計画

1
では、

野菜、コメ以外の穀類や豆類の自給率の改善の重要性が示されており、質の高い種苗が使われ

ていないことが農業分野の重要な課題であると指摘されている。プロジェクト計画時、農業局

（DoA）に品質を認証された認証種子の割合は野菜種子の全供給量のうち 4～35％であり、こ

れは種子生産、種子加工、種子認証、販売に関する能力が十分でないためと考えられていた。

なお当時、スリランカは毎年約 250 t の野菜種子を輸入しており、国内の種子生産量は 90 t で
あった。 

このような背景の下、スリランカ政府は質の高い野菜種子の生産技術を開発・普及し、農業

生産性と質を向上させることを目的とした技術協力プロジェクトの実施を日本政府に要請し

た。その後両者は、①種苗開発センター（SPMDC
2
）による生産計画、②原種種子と標準種子

の生産、③種子認証サービス（SCS
3
）による認証、④種子販売の分野において、農家と私企業

も視野に入れたプロジェクトを実施するべく合意した。 
 
１－２ 協力内容 

本プロジェクトは、スリランカにおける認証種子の生産体制の改善を目的としたものである。 
 

（１）上位目標 
全国の野菜の認証種子の利用が増える。 

 
（２）プロジェクト目標 

対象地域における野菜の認証種子の生産体制が改善される。 
 

（３）成 果 
１） SPMDC の種子生産・配布計画策定能力が向上する。 
２） 官民の野菜種子生産技術が向上する。 
３） 官民の野菜種子の品質管理技術が改善する。 

                                                     
1
 “Mahinda Chintana, The Vision for the Future” (2010-2016)”, 2010. 

2
 SPMDC：Seed and Planting Materials Development Centre. 農業局傘下の組織。 

3
 SCS：Seed Certification Services. 農業局傘下の種子認証植物防疫センター（SCPPC）の下部組織。 



ii 

 
（４）投 入 
＜日本側

4
＞ 

項 目 計 画 実 績 
専門家 合計 222 人月 

・ 長期 3 名  
総括／認証種子生産体制、種子検査

／訓練、業務調整／種子生産 
・ 短期   

種子検査、種子病理、植物病理、農

家経済経営、市場調査、収穫後処理 

合計 104.2 人月 
・ 長期 4 名（95.8 人月）  

総括／認証野菜種子生産システム、種子検

査、種子生産、業務調整／研修 
・ 短期 延べ 7 名（8.4 人月）  

種子生産計画、種子病理、植物病理、種子流

通販売、優良種子評価 
本邦／ 
第三国 
研修 

種子生産と認証 
（参加者数の計画なし） 

・ 本邦研修 18 名 
種子行政、種子検査、野菜種子生産、植物病

理 
・ 第三国研修 2 名 

国際野菜訓練コース（タイ） 
機材供与 車両、スプリンクラー灌漑施設、点滴

灌漑施設、種子加工・検査機材 
約 1,700 万ルピー〔点滴灌漑システム、苗床雨

よけ（ポリハウス）、種子検査機材など〕 
事業費 3 億 6,000 万円 1 億 400 万円 （2014 年 3 月までの実績） 

 
＜スリランカ側

5
＞ 

 以下の実績はほぼ計画どおり。 
１） カウンターパート職員の配置：延べ 32 名 
２） プロジェクト事務所 
３） 研修実施に必要な教室、資材、用具など 
４） プロジェクトのローカルコスト：280 万ルピー（カウンターパート職員研修参加時の

手当、プロジェクト事務所の電気・水道代、プロジェクトで供与した機材購入にかかる

税金など） 
 

２．評価調査団の概要 

調査者 総  括：JICA 農村開発部次長（第二グループ） 田和 正裕 
種子行政：農林水産省食料産業局新事業創出課種苗産業室課長補佐 齋藤 千栄美  
協力企画：JICA 農村開発部第二グループ第三チーム 横田 千映子 
評価分析：かいはつマネジメント・コンサルティング 田村 智子 

G. M. W. Chithral, Additional Director, SCPPC
6
, DoA

7
 

G. W. R. Weerakoon, Assistant Director, SPMDC, DoA 
V. D. N. Ayoni, Agrculture Economist, Social Economic Planning Center, DoA 

調査 
期間 

2014 年 9 月 1 日（月）～20 日（土） 評価種類：中間レビュー調査 

  

                                                   
4
 専門家派遣実績とプロジェクト費用は 2014 年 8 月末現在、研修と機材供与の実績は 2014 年 6 月末現在。 

5
 2014 年 6 月末現在の実績 

6
 SCPPC：Seed Certification and Plant Protection Center（種子認証植物防疫センター） 

7
 DoA：Department of Agriculture（農業局） 
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３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認 
３－１－１ 成果１ 

本プロジェクトによる官民連携の促進の結果、情報交換や討議の機会がより多くもてるよ

うになった。民間企業からも、原種種子在庫量などの SPMDC からの情報提供や、官民の意

見交換の促進を評価する声が聞かれた。また、以前は民間企業から SPMDC に随時提出され

ていた原種種子の必要量に関するリストが、官民合同会議において一度に提出されるように

なり、SPMDC の原種種子生産計画が作成しやすくなったことも評価できる。なお成果１を

達成するためには、官民の連携がさらに強まること、データベースシステムが遅延なく導入

されること、販売改善に関する活動が速やかに実施されることなどが重要である。 
  

３－１－２ 成果２ 
育苗から収穫後処理までを対象とした種子生産研修が実施されており、研修終了時のアン

ケートによると参加者の満足度は高い。研修参加者の契約農家（政府／民間）をいくつか訪

問したところ、研修で導入した、育苗（トレイとポットの使用）、畝づくり、一本植えなどの

技術を積極的に実践している例がみられた。しかし、政府種子農場における、研修で導入し

た技術の適用例は限定的である。カウンターパート職員からは、これら技術を農場に導入す

るには難しい点がいくつかあるとの指摘もあり、技術の効用について疑問の声もあった。長

年実施してきた耕作方法を変えることへの躊躇もあるようである。 
 

３－１－３ 成果３ 
プロジェクト開始時の JICA 専門家の観察によると、SCPPC の下部組織である種子検査室

（STL）では、国際的な種子検査ルール
8
に沿って種子検査が実施されていた。これを更に改

善すべくプロジェクトで研修等を実施した結果、検査手順の合理化や発芽評価の標準化が更

に進んだ。今後は、種子病理分野の技術向上、及び民間企業を対象とした種子検査訓練実施

による、更なる効果発現が期待されている。なお、中間レビュー時の協議を通して、市場の

種子の品質の現状が把握されていないことが判明したため、市場の種子の品質管理のために

は今後、現状把握を目的とした調査を行い、その結果に基づいた対策を立案することが重要

と思われる。 
 
３－２ プロジェクト目標達成の見込み 

官民の情報共有が促進され、種子検査に携わる職員の技術力が期待されたレベルに向上しつ

つあることは評価に値するが、種子生産研修で導入された技術が政府種子農場で積極的に取り

入れられていないことは懸念事項である。プロジェクト目標達成のために、JICA 専門家チーム

と SPMDC は、政府種子農場で導入する技術の選定を行い、通達などで農場に導入の指示を出

すこと、種子生産研修の内容や方法について精査し、対象者のニーズに応じた内容となるよう

改善案を策定することが必要である。また、研修内容に知見のある SPMDC 職員を研修講師と

して選定・任命するとともに、研修の計画策定やフォローアップなどの実施主体を徐々に

SPMDC に移行していくことも重要である。以上のとおり、プロジェクト目標達成のためには、

今後いくつかの課題を解決していく必要がある。 

  
                                                   
8
 International Seed Testing Association（ISTA）ルール 
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３－３ 貢献・阻害要因 

３－３－１ 効果発現に貢献した要因 
（１）JICA 研修員の活躍 

2003～2007 年に実施された JICA 国別研修に参加した SPMDC の職員が、研修で学ん

だ知見を生かし、本プロジェクトで種子生産研修の実技指導を担当し、同研修の効果的

な実施に貢献している。また、JICA 研修員の同窓会組織（JICA Ex-participants’ Association）
は近年、契約種子農家や民間企業を対象に、種子生産研修を定期的に企画・実施してい

る。これはプロジェクト目標や上位目標の達成に貢献するものとして評価できる。 
 

（２）種子検査分野における技術移転の進捗 
種子検査室の職員が、国際的な種子検査ルールにのっとって種子検査を実施するに必

要な基本的な能力を有していたことが、種子検査分野の JICA 長期専門家による技術移

転の早期完了に貢献した。  
 

３－３－２ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１）農業局（DoA）による作業の遅延 

プロジェクトに関連する DoA の作業や調整が大幅に遅れることがある。例えば、2013
年 11 月のプロジェクト月例会議で、プロジェクトで実施した種子生産研修で導入された

技術を政府種子農場で適用するよう、DoA が通達を出すことが決まったが、現在におい

ても通達は発行されていない。2013 年 12 月、JICA 運営指導調査団と SPMDC は DoA の

種子販売所の改善に取り組むことに同意し、SPMDC はこれに関する提案書を提出する

ことになっていたが、これに関連する書類が提出されたのは、2014 年の 9 月のことであ

った。 
 

（２）プロジェクト活動開始や機材調達の遅延 
プロジェクトのキックオフ会議が開催され、プロジェクト事務所が設置されたのは、

JICA 専門家がスリランカに到着してから約 3 カ月後のことであり、プロジェクト活動の

本格的な開始が遅延した
9
。また、プロジェクトに供与される機材のスペックの選定、 

税金の準備、見積もりの取り付けなどに予想以上の時間がかかっており、機材調達にも

遅れがみられる。このため、供与機材を使った活動やそれによる効果発現が遅延してい

る
10
。 

 
３－４ 評価結果の要約 
（１）妥当性＜高いと思われるが要検討＞ 

「１－１ 協力の背景と概要」でも述べたとおり、スリランカの中長期国家開発計画
11
で

は、野菜、コメ以外の穀類や豆類の自給率の改善の重要性が示されており、質の高い種苗

が使われていないことが農業分野の重要な課題である、と分析がなされている。このこと   
                                                   
9
 キックオフ会議の開催が遅延した主な理由は、DoA 設立 100 周年記念行事の準備でカウンターパート職員が多忙であったこ

とである。 
10

 例えば、政府種子農場における生産環境を整備するため、育苗用雨よけや灌漑施設の調達と設置が計画されていたが遅延し

た。そのため、環境の整っていないなかで生産技術の実技研修やデモンストレーションを実施せざるを得ず、技術の効果を

効果的に提示できないことがあった。また種子処理の機材の調達が遅れており、期待されていた、処理工程の効率化の実現

が遅延している。 
11

 “Mahinda Chintana, The Vision for the Future” （2010-2016）”, 2010. 
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から本プロジェクトの目的はスリランカの開発政策と整合性がある。また、同開発計画で

は、政府種子農場における生産性の向上のための施設・技術の改善や、認証種子の在庫の

確保の必要性が述べられており、種子生産や計画の改善を図る本プロジェクトは、同開発

計画に示されているこれらのニーズに応えるものである。また、日本の外務省の「対スリ

ランカ国別援助計画 （2012 年 6 月）」では後発開発地域の開発支援が重点分野のひとつと

なっており、農業分野を中心とした産業育成、農業関連インフラの整備を支援する方針で

ある。 
以上のとおり本プロジェクトは、現在のスリランカの開発計画に記載の政策や開発ニー

ズ、日本の援助方針と合致しており、妥当性は高いといえる。しかし中間レビューでは、

計画時の認証種子の市場における位置づけに関する認識に一部齟齬があったこと、SPMDC
は、認証種子の生産量を年々増加させる計画・方針にはないことなどがわかった。しかし

中間レビューでは、これらがプロジェクトの妥当性に及ぼす影響について結論を導き出す

ことはできなかった
12
。 

 
（２）有効性 ＜中程度＞ 

プロジェクト目標の達成に関し、種子生産計画における官民の情報交換の促進や、種子

検査技術の向上などの進捗がみられることは評価に値する。一方、プロジェクトで実施し

た種子生産研修により導入された生産技術が、政府種子農場においてまだ積極的に取り入

れられておらず、種子生産技術の向上における進捗は遅れている。このようなことから、

現時点では本プロジェクトの有効性は中程度と判断する。 
 

（３）効率性＜中程度＞ 
プロジェクト活動の開始は遅延したが、その後、ほとんどの活動が計画どおりに実施さ

れている。また種子検査分野における技術移転は 5 年間の予定であったが、現時点でほぼ

完了している。 
一方、機材調達の遅れがプロジェクトの効果発現に影響を与えていると考えられる。ま

た、SPMDC の本部は、その下部機関である SPMDC 地域事務所、政府種子農場、種子加工

場、及び州政府農業局などと連絡をとり、プロジェクト活動が円滑に実施されることが期

待されていたが、現在、種子生産研修の計画や実施にあたっては、JICA 専門家がこれらの

機関とそれぞれ連絡を取っている状況にあり、効率的とはいえない。なお、プロジェクト

は計画どおり 5 年間で完了する予定であり、事業費も計画内に収まる見込みである。これ

らより、効率性は中程度と判断する。 
 

（４）インパクト＜情報不足のため判断できず＞ 
プロジェクトの上位目標は「全国の野菜の認証種子の利用が増える」であり、プロジェ                                                      

12
 本プロジェクト計画時、（a）スリランカでは認証種子の生産量が少なく、（b）そのため良質の種子が不足しており、（c）よ

って同国は種子を輸入に頼らざるを得ない状況にある、と分析されていた。しかし現在、（a）SPMDC は標準種子の在庫を

抱え、2014 年ヤラ期は生産を控えている状況にあり、標準種子の生産量や生産能力に不足はみられない。（b）認証種子の

生産量は、国内の種子生産量の約 10％と推測され、わずかであることに変わりはないが、「認証種子の量が少ない＝良質の

種子がわずかである」という認識は正しくない。民営化に伴い DoA は、種子を生産している民間企業が企業内で品質検査・

管理を行うことを奨励しており、このように企業が品質管理をした良質の種子も市場には相当量、流通しているからである。

また、（c）認証種子の生産量と種子の輸入に直接の関係はないと考えられる。その理由は、上述のとおり国産種子のうち認

証種子の量はわずかであることに加え、種子の輸入の背景には、高原野菜など、気温や日照時間の関係で種子を国内生産で

きない野菜があり、このような品種の種子は輸入せざるを得ないこと、農民が高い収穫量の見込めるハイブリッドの輸入種

子を指向する傾向があることなどがあるためである。 
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クトで取り扱う野菜の認証種子の利用が増えることが指標となっている。認証種子には、

SPMDC 及びその契約農家が生産し SCS が認証したものと、民間企業が生産し SCS が認証

したものの 2 種類がある。前者の利用率は平均約 7％であることが、プロジェクトで実施

したベースライン調査で分かった（2014 年）。しかし、後者の利用率については情報がな

く不明であり、現状を把握することはできなかった。 
なお SPMDC は、認証種子の生産を在庫や需要予測を基に計画しており、毎年の生産量

の増加をめざしているわけではない。そのため中間レビュー時、プロジェクトに期待する

インパクトは何か、関係者間で協議を行った。その結果、DoA の認証種子（政府生産と民

間生産）に限定せず、市場に出回る種子の品質改善をインパクトとしてめざすことで関係

者は合意し、プロジェクトの上位目標についても同様の内容となるよう修正を行った。
13

 
その他の正負のインパクトはみられない。 
 

（５）持続性＜中程度＞  
１）政策・制度 

農業生産性の向上や、種子生産の改善を支持する政策は、今後も引き続き変化がない

ものと思われる。また、DoA は、2003 年の種子法の細則を整備すべく準備中であり、こ

の施行が実現すれば本プロジェクトの効果の持続性を助長すると思われる。 
２）組織・体制 

SPMDC と SCPPC は、役割分担や指示命令系統が明確であり組織上の問題はない。以

前は欠員が多かったが、最近では充足される傾向にあることも好ましい傾向である。し

かし現在、種子生産研修の計画や実施において JICA 専門家が中心的な役割を果たして

おり、SPMDC の組織的関与が十分でないことは持続性の面における課題である。 
３）技 術 

プロジェクトで導入した種子生産技術は基本的なものである。SPMDC の現場職員は

農業の専門教育を受けており、これらの技術を適用したり、指導したりすることに技術

的な問題はないと思われる。しかし現時点で SPMDC が、これらの技術を農場や種子農

家に導入することを決めておらず、現場職員へ明確な指示がでていないことが問題であ

る。SCPPC 職員は、種子検査や認証に関する基本的な技能を有している。SCPPC には、

在職者研修や新人研修を実施する仕組みがあり、近年、職員や民間企業を対象とした研

修の数や内容が拡張されつつあることが確認できた。そのため、本プロジェクトで導入

した種子検査に関する研修内容を、今後これらの研修に組み込んでいくことが可能と思

われる。SPMDC が立案・実施した在職者研修や新人研修の実績は確認できなかった。

そのため、本プロジェクトで導入した種子生産研修をプロジェクト完了後、何らかのか

たちで継続的に実施するための技術的・制度的素地があるかについては不明である。 
４）財 務 

SPMDC への予算配分は、年によって変動はあるものの、内戦の頃に比べると金額が

大幅に増加している。研修費用の予算確保については不明である。SCPPC にも、計画し

た業務を実施するに適当な予算が配分されており、在職者や新人のための研修費用もさ

まざまな形で確保しているとのことであった。 
   

                                                   
13

 プロジェクト期間内では認証種子の生産体制改善をめざすが、市場に出回る種子の品質改善につながる活動として、①種子

の品質実態調査や②民間を対象とした生産・検査の研修実施等にプロジェクト後半で取り組むことで合意し、提言に盛り込

んだ。 
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以上からプロジェクト効果の持続性は中程度と見込まれる。 

 
３－５ 結 論 

計画面での効果発現のためには、官民の連携を更に促進するとともに、導入予定のデータベ

ースシステムを計画立案や官民の情報共有のために活用することが期待される。種子生産技術

の分野では、SPMDC と JICA 専門家が、研修の内容や方法について精査し改善するとともに、

技術の導入に関する今後の方向性について同意する必要がある。種子検査の分野では、プロジ

ェクトがこれまで取り組んだ検査手順の徹底や発芽評価の標準化を、今後実施予定の在職者研

修や新人研修に生かしていくことが重要である。プロジェクトはおおむね、プロジェクト目標

達成のために進捗してはいるが、有効性と持続性の確保のためには、下記の提言を確実に実行

に移す必要がある。 
 
３－６ 提言（DoA に対する提言）  
（１） これまで JICA 専門家が主に企画・運営を担っていた原種種子生産セミナー

14
を、次回か

らは DoA 主導で開催すること。中小規模の種子生産業者のセミナーへの参加を促すこと。 
 
（２） プロジェクトで導入した種子生産技術に関し、JICA 専門家チームと SPMDC が重要度、

適用可能性などについて協議を行う。その結果、速やかに適用が可能と判断された技術に

ついては、政府農場での適用指示の通達を 2014 年 10 月中旬までに出す。また、これまで

の研修内容・方法を精査し、マニュアルの内容や活用方法を含めた研修実施改善策の立案

を進める。 
 
（３） 種子生産研修で導入され、その後、DoA の園芸作物研究開発所による検証が進んでいる

摘果・剪定に関し、技術リリース委員会の承認を 2015 年末までに取得し、実用に移す。  
 
（４） 種子生産研修の計画・立案・実施を SPMDC に徐々に移行する。過去の JICA 研修員等の

活用も念頭に、JICA 専門家に代わって講義を担当する職員を任命する。 
 
（５） 研修で導入された生産技術の契約種子農家による採用を促すため、SPMDC 地域事務所

によるフォローアップを行う。また、DoA の社会経済計画部（SEPC）は、本プロジェク

トの評価活動を実施する予定であり、その際には、上述の契約種子農家の技術導入状況を

含む、各成果の達成状況の調査・分析を行う。 
 
（６） 市場にある種子の現状調査について、SEPC が中心となって調査手法を立案し、SCS と

協力して調査を実施する。 
 
（７） プロジェクトは官民へのインパクトをめざしているが、プロジェクト前半は政府職員へ

の投入が主であった。後半は、民間を対象とした種子生産研修や種子検査研修を拡大する

必要がある。 
 

 
                                                   
14

 プロジェクトの働きかけにより、これまで 4 回実施された。年 2 回の耕作期の前に実施され、官民からの参加がある。民間

からの原種種子の生産量の要望を SPMDC が受領したり、各種の情報交換・討議が行われる場となっている。 
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第１章 中間レビューの概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

スリランカ民主社会主義共和国（以下、「スリランカ」と記す）において、国内総生産（GDP）
に占める農業セクターのシェアは 12％にとどまるが、依然として国内労働人口の 32％を抱えてい

る。また、貧困層の 8 割は農村地域に居住しており、貧困層の所得向上のためには農業セクター

振興が重要である。 
 スリランカ政府は、独立以来、主食であるコメの国内自給達成を目標に掲げ、優先的に取り組

んだ結果、2008 年以後は国内自給を達成するようになっている。その一方で、コメ以外の作物で

は輸入依存度が高く、食料安全保障の確保及び外貨流出の低減、さらに輸出促進のための生産性

の向上が必要とされている。 

スリランカの中長期国家開発計画
1
では、野菜、コメ以外の穀類や豆類の自給率の改善の重要性

が示されており、質の高い種苗が使われていないことが農業分野の重要な課題であると指摘され

ている。プロジェクト計画時、農業局（Department of Agriculture：DoA）に品質を認証された認

証種子の割合は野菜種子の全供給量のうち 4～35％であり、これは種子生産、種子加工、種子認

証、販売に関する能力が十分でないためと考えられていた。なお当時、スリランカは毎年約 250 t
の野菜種子を輸入しており、国内の種子生産量は 90 t であった。 

このような背景の下、スリランカ政府は質の高い野菜種子の生産技術を開発・普及し、農業生

産性と質を向上させることを目的とした技術協力プロジェクトの実施を日本政府に要請した。そ

の後両者は、①種苗開発センター（SPMDC
2
）による生産計画、②原種種子と標準種子の生産、

③種子認証サービス（SCS
3
）による認証、④種子販売の分野において、農家と私企業も視野に入

れたプロジェクトを実施するべく合意した。 
本中間レビュー調査は、プロジェクト開始から 2 年 4 カ月を経て、スリランカ国政府と合同で

プロジェクト活動の実績や成果の発現見込み、プロジェクト目標の達成見込みを確認するととも

に、プロジェクトの残り期間の課題及び今後の方向性について確認し、合同中間レビュー報告書

に取りまとめ、合意することを目的とした。 
 
１－２ 調査団構成と日程 

【日本側メンバー】 
総  括：JICA 農村開発部次長（第二グループ） 田和 正裕 
種子行政：農林水産省食料産業局新事業創出課種苗産業室課長補佐  齋藤 千栄美  
評価分析：かいはつマネジメント・コンサルティング 田村 智子 
協力企画：JICA 農村開発部第二グループ第三チーム 横田 千映子 
 

【スリランカ側メンバー】 
Dr. G.M.W. Chithral  （種子認証・植物防疫センター副所長） 

Additional Director, SCPPC（Seed Certification and Plant Protection Centre） 
                                                        
1
 “Mahinda Chintana, The Vision for the Future” (2010-2016)”, 2010. 

2
 SPMDC: Seed and Planting Materials Development Centre. 農業局傘下の組織。 

3
 SCS: Seed Certification Service. 農業局傘下の種子認証植物防疫センター（SCPPC）の下部組織。 
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Mr. G.W.R. Weerakoon  （種苗開発センター副所長） 
Assistant Director, SPMDC（Seed and Planting Material Development Centre） 

Ms. V.D.N. Ayoni,  （社会経済計画部農業エコノミスト） 
Agri.Economist, SEPC（Socio Economic and Planning Centre） 

 
【調査日程】 

2014 年 9 月 1 日（月）～20 日（土） 
＊評価分析団員は１週間先行して調査を開始、総括・評価企画団員は 9 月 8 日（月）から合流、

種子行政団員は 9 月 14 日（日）から合流。 
 
１－３ 対象プロジェクトの概要（PDM 第４版） 

（１）上位目標：全国の野菜の認証種子の利用が増える。 
 

（２）プロジェクト目標：対象地域
4
における野菜の認証種子の生産体制が改善される。 

 
（３）成果及び活動 

成果１：SPMDC の種子生産・配布計画策定能力が向上する。 

1-1 官民の定例会議や合同ワークショップを開催する。 

1-2 対象地域における市場調査と生産・配布の実態調査を行う。 

1-3 
 

官民双方を対象とした、野菜種子の生産、輸入、配布、在庫に関するデータベースを構築

する。 

1-4 
 

データベース及び昨期の生産計画のレビューに基づいて、種子の生産計画（マハ期、ヤラ

期）を策定する。 

1-5 種子販売サービスの現況評価を行い、改善計画を作成する。 

1-6 DoA モデル販売所において、改善計画（1-5）に基づいたパイロット活動を実施する。 

 
成果２：官民の野菜種子生産技術が向上する。 

2-1 
 

ハイブリッド種子、原種種子及び標準種子の生産に関する現状レビューを行う（ベースラ

イン調査を含む）。 

2-2 
 

2-1 に基づいて、適切な種子生産機材及び施設の導入、並びに政府種子農場の種子調整場の

機材更新を行う。 

2-3 種子の生産に関して、政府及び民間の技術職員、普及員、契約農家向けに実技研修を行う。 

2-4 種子の生産に関して、生産者向けの技術マニュアルを作成する。 

2-5 
 

研修を受けた政府の技術職員及び農家が、契約農家と潜在的契約農家に対して、標準種子

の生産指導を圃場で行う。 

 
 

                                                        
4
 クンダサーレ、アルッタラマ、マハイルパラマ及びニカウェラティヤを指す。 
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成果３：官民の野菜種子の品質管理技術が改善する。 

3-1 種子認証システムの現行手順及び施設の評価調査を実施し、改善計画を作成する。 

3-2 種子検査に関する技術マニュアル及び研修教材を作成する。 

3-3 
 

政府及び民間の技術職員、普及員に対して、種子の品質管理（圃場検査と種子検査）に関

する研修を行う。 

3-4 種子生産者に対して、優良種子を準備するための研修を行う。 

3-5 種子の品質管理についてモニタリングを促進する。 
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第２章 中間レビューの方法 
 
２－１ 評価の枠組みとデータ収集方法 

 活動実施状況、プロジェクト実施プロセスについて必要なデータを収集し、成果達成状況と５

項目評価について中間レビュー時のプロジェクト・デザイン・マトリックス（Project Design 
Matrix：PDM）第４版の成果の指標を用いて検証した。 

データ収集は以下の方法により実施した。 
・ プロジェクト報告書・関連資料のレビュー 
・ プロジェクト・チーム（JICA 専門家チーム及びスリランカ側カウンターパート）、農業省、農

業局（DoA）、カウンターパート組織職員、民間種子生産業者、正負契約種子農家、民間契約種

子農家とのインタビューやディスカッション 
・ サイト実査（対象地域政府種子農場、契約種子農家、民間種子生産業者など） 
  
 プロジェクトの実施プロセスについては下記のような項目に関する情報を収集した。 
・ これまでに行われた PDM 改訂の内容 
・ 合同調整委員会（Joint Coordination Committee：JCC）の開催状況 
・ プロジェクト月例会議の開催状況 
・ 効果発現に貢献した要因 
・ 問題点及び問題を惹起した要因 
 
２－２ データ分析方法 

 ５項目評価に関しては主な設問項目を下表のとおり設定した。 
 

表２－１ 評価５項目の設問項目 

評価５項目 設問項目 

妥当性 スリランカの開発政策との整合性 
スリランカの開発ニーズとの整合性 
日本の援助方針との整合性 

有効性 プロジェクト目標の達成見込み 
プロジェクト目標達成の貢献・阻害要因 

効率性 投 入 
活動実績 
成果達成状況 

インパクト 上位目標の達成見込み 
その他の正負のインパクト 

持続性 政策・制度面 
カウンターパートの組織 
カウンターパートの技術 
カウンターパートの財務 
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上述の方法により収集したデータを活動実績表（付属資料６）及び成果達成表（付属資料７）

に記入し、記載事項についてレビュー団内で検証を行い、達成・進捗状況や計画と実績の差異や

その原因や背景を分析した。分析結果を日本側中間レビュー調査団員が中間レビュー報告書案 

（英文）にまとめ、スリランカ側中間レビュー調査団員及びプロジェクトのカウンターパート組

織の代表者と協議を行った。協議において指摘・合意された事項を同報告書案に反映させて 終

報告書（英文）を作成し、2014 年 9 月 18 日に開催された JCC で承認を得た。 
当和文報告書は、上述の英文報告書を基に、日本側中間レビュー調査団員内での協議、JICA 農

村開発部、JICA スリランカ事務所との協議内容も反映させたものである。 
 
２－３ 調査の限界 

 PDM 第４版の成果の指標のなかには、意味があいまいなものがあった。中間レビュー調査団は、

プロジェクトが各指標で何を達成しようとしたかについて再考し、これらの指標の意味を定義し、

達成度について検証した。 
中間レビュー調査団は、カウンターパート機関の職員に関しては、幹部職員から現場職員まで

幅広く面談を行う機会を得た。また、スリランカ側中間レビュー調査団員との意見交換も頻繁に

行った。このように、政府機関からは十分な情報収集ができた。一方、時間の制約から、同調査

団が訪問した民間種子生産業者は 6 社、契約種子農家は 4 世帯のみであり、プロジェクトに関連

する民間企業や種子農家の状況を一般化するには情報量が十分でなかった可能性がある。 
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第３章 プロジェクトの実績 
 
３－１ 投入実績 

３－１－１ 日本側 

 日本側の主な投入の計画と実績は下表の通りである。
5
 

 
表３－１ 日本側投入の計画と実績 

項 目 計 画 実 績 

専門家 合計 222 人月 
・ 長期 3 名  

総括／認証種子生産体制、種子検

査／訓練、業務調整／種子生産 
・ 短期 

種子検査、種子病理、植物病理、

農家経済経営、市場調査、収穫後

処理 

合計 104.2 人月 
・ 長期 4 名（95.8 人月）  

総括／認証野菜種子生産システム、種子

検査、種子生産、業務調整／研修 
・ 短期 延べ 7 名（8.4 人月） 

種子生産計画、種子病理、植物病理、種

子流通販売、優良種子評価 

本邦／ 
第三国 
研修 

種子生産と認証 
（参加者数の計画なし） 

・ 本邦研修 18 名 
種子行政、種子検査、野菜種子生産、植

物病理 
・ 第三国研修 2 名 

国際野菜訓練コース（タイ） 
機材供与 車両、スプリンクラー灌漑施設、点

滴灌漑施設、種子加工・検査機材 
約 1,700 万ルピー〔点滴灌漑システム、苗床

雨よけ（ポリハウス）、種子検査機材など〕 

事業費 3 億 6,000 万円 1 億 400 万円（2014 年 3 月までの実績） 

 
（１）JICA 専門家  

計画時、長期専門家の派遣は 3 名の予定であったが、2012 年 12 月に開催された第 1 回

の JCC で、これを 4 名とすることが決定された。その理由は、計画時、2 カ所の対象地域

で活動を始め、中間レビュー時に 4 カ所に拡大することを検討する計画であったが、上述

の会議でプロジェクト開始当初より 4 カ所にて活動を実施することになったため、業務調

整／種子生産を担当する専門家の業務量が増加したことにあった。4 人目の長期専門家（業

務調整／研修）は 2013 年 5 月に着任した。 
種子検査を担当する長期専門家の任期が 2014 年 5 月に終了した。プロジェクト開始当

初より、SCS は国際的な種子検査ルール
6
に沿った検査を実施しており、プロジェクトの活

動により検査手順の合理化や発芽検査の標準化がさらに進んだことから、長期専門家によ

る更なる協力は必要ないとの判断となり、後任は派遣されなかった。プロジェクト後半は、

種子検査分野の協力を主に本邦研修・現地研修を通じて、種子病理分野での協力を短期専

門家により実施する計画である。 

                                                        
5
 専門家派遣実績とプロジェクト費用は 2014 年 8 月末現在、研修と機材供与の実績は 2014 年 6 月末現在。 

6
 International Seed Testing Association（ISTA）ルール 
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専門家の業務を補佐するため、2013 年 7 月よりローカルコンサルタントを１名雇用して

いる。 
  

（２）本邦研修／第三国研修 
下表のとおり、2014 年 6 月末現在において、本邦研修の参加者は 18 名、タイにおける

第三国研修の参加者は２名である。 
 

表３－２ 本邦研修／第三国研修 

研修コース名 参加者数 開催場所 

種子行政 8 日本 

野菜種子生産 5 日本 

種子検査 3 日本 

種子病理 1 日本 

植物病理 1 日本 

International vegetable training course 2 タイ 
出典: JICA 専門家チーム 

 
中間レビュー調査団は、研修参加者のうち数名とインタビューをする機会を得た。研修

参加者は、知識や技能を向上させるために研修は有意義であったと述べており、日本人が

効率よく熱心に働いているのを見て感銘を受けたとの声もあった。また、種子病理・植物

病理分野の本邦研修の結果を受け、DoA が、種子病理検査の本格的な実施に向け、検査室

を設置する建物の建設を決定したことは特筆に値する（現在建設中）。 
一方、数カ月後に定年退職する予定でありながら、SCPPC のディレクターと、民間企業

の社長が本邦研修に参加したのは適切とはいえない（研修参加時には退職の情報が日本側

には知らされていなかった）。また、研修に参加した民間企業のアシスタントディレクタ

ーと、種子検査室（Seed Testing Laboratory：STL）の職員は現在休職中である。 
 

（３）機材供与 
2014 年 6 月現在でプロジェクトにより供与された機材は下表のとおりであり、合計 1,700

万ルピーである
7
。これらの機材は良く活用されており、維持管理状態にも問題はない。 

 
表３－３ プロジェクトにより供与された機材 

品 目 用 途 

Nursery house, a drip irrigation system with water pump and pump 
house, planting trays, digital cameras, GPS  

種子生産 

  

                                                        
7
 日本で購入されたものについては、為替レート 1JPY=1.2464LKR（2014 年 8 月 1 日のスリランカ中央銀行）を用いてルピー

額に換算した。 
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Microscope camera, electric balances, magnifier lamps, optics carrier, 
HP meters, germination papers and other tools and equipment for seed 
testing 

種子検査 

Microscope digital camera, compact rotary microtome, system 
microscope, moisture meter and others 

研究 

Computers, a photocopy machine, air conditioners, a projector, office 
furniture and stationeries 

プロジェクト事

務所 
出典: JICA 専門家チーム 

 
種子粉砕器を 2014 年末までに、種子検査用のインキュベーターを 2015 年に調達予定で

ある。カラーソーター、種子抽出機、種子コーティング機、種子重力選別機については、

2012 年に調達予定であったが、DoA の調達委員会による仕様の決定、関税その他租税の確

保、JICA 専門家チームによる輸入業者からの見積もりの取得など、調達過程におけるさま

ざまな作業の遅延によって未調達である。現在、これらの機材を 2015 年 3 月末までに調

達すべく作業がなされている。車両については、プロジェクトが必要とする車種に対する

関税その他の税金が高額であり、DoA はこれを用意するのが困難であることから、調達し

ないことで DoA と JICA 専門家チームは合意した。 
 

（４）プロジェクトコスト 
プロジェクトコストは 3 億 6,000 万円を予定しており、2014 年 3 月末現在までの支出は

約 1 億 400 万円である（ローカルコストの 2,100 万スリランカルピーを除く）。 
 

３－１－２ スリランカ側 

 スリランカ側の投入の計画と実績は下表のとおりである
8
。 

 
表３－４ スリランカ側投入の計画と実績 

項 目 計 画 実績（2014 年 6 月末現在） 

カウンターパート

職員の配置 
<Project Director and Managers> 
Project director: Director-General of 
DoA 
Project managers: Directors of 
SPMDC and SCPPC 
<SPMDC> 
Staff of VSC, government seed 
farms, regional centers and seed 
processing centers and deputy 
directors of the regional centers  
<SCPPC> 
Staff of SCS head office and SCS 
regional centers and STL 

ほぼ計画どおり。 
延べ 32 名 

                                                        
8
 2014 年 6 月末現在の実績 
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 <Others> 

Staff of HORDI, SEPC, ETC, 
Agrarian Service Center under 
Ministry of Agrarian Services and 
Wildlife and others 

 

プロジェクト事務

所 
DoA の敷地内にプロジェクト事務

所を設置。事務家具、電気とイン

ターネットの接続 

SCPPC の敷地内にプロジェクト事

務所を設置。基本的な事務家具、電

気とインターネットの接続 
研修実施に必要な

教室、資材、用具な

ど 
 

研修用会場、設備・機材、部品な

ど、プロジェクト実施に必要な項

目で日本側から供給される以外の

もの 

研修用会場、設備・機材、種子、ポ

ット、肥料、参加者へのお茶や軽食

など研修に必要なもの 

プロジェクトのロ

ーカルコスト 
カウンターパートの国内研修用日

当・旅費、プロジェクト事務所の

光熱費、プロジェクト実施のため

の必要経費 

280 万ルピー（カウンターパート職

員研修参加時の手当、プロジェクト

事務所の電気・水道代、プロジェク

トで供与した機材購入に係る税金

など） 
 

（１）カウンターパート職員の配置 
カウンターパート職員がプロジェクト活動に参加したのは、キックオフ・ミーティング

が開催された 2012 年 8 月 22 日からであり、これは JICA 専門家が 2012 年 5 月 14 日に着

任してから約 3 カ月後のことであった。参加が遅れたのは、当時、DoA の 100 周年記念行

事の準備及び、デヴィネグマ・プログラム用に種子を 1 億 5,000 万パック準備する必要が

あり、カウンターパートが多忙であったことが主な理由であった
9
。 

 
（２）プロジェクト事務所 

プロジェクト事務所の設置も遅延した。JICA 専門家が 2012 年 5 月 14 日に着任してすぐ

に SPMDC の敷地内にプロジェクト事務所が設置される計画であったが、そのような準備

はされていなかった。その後、SPMDC の敷地内にはプロジェクト事務所設置の場所がな

いとして、SCPPC の事務所内にプロジェクト事務所が設置されることになった。2 部屋の

事務所の改修がほぼ完了し、プロジェクト事務所が準備されたのは、2012 年 8 月 2 日のこ

とであった。電話、インターネットの接続、プロジェクト事務所の入り口への防犯用格子

の設置などが完了したのは、2013 年の 1 月のことであった。  
 

（３）研修実施に必要な教室、資材、用具など 
研修用会場、設備・機材、種子、ポット、肥料、参加者へのお茶や軽食など研修に必要

なものを DoA が提供している。ニカウェラティヤ地域の北西部州政府の農場で実施する研

修については、DoA による経費の準備ができなかったため、JICA 専門家チームが負担し

た。 
                                                        
9
 デヴィネグマ・プログラム（Devi Negma）とは、スリランカの経済開発相による生計向上プログラムである。家庭菜園用に

種子や苗の配布を実施している。 
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（４）プロジェクトのローカルコスト 
計画どおり、カウンターパート職員の国内研修参加時の手当、プロジェクト事務所の電

気・水道代を DoA が負担している。プロジェクトで供与した機材購入に係る関税や付加価

値税などの税金も DoA が負担した。プロジェクト開始当時、DoA 職員や JICA 長期専門家

はこの税金の負担の必要性に関する認識が薄かったようであり、輸入機材の税金負担分を

DoA が準備するのに約 1 年かかった。 
 
３－２ 活動実施状況 

成果１と２に関する活動は多少の遅れはあるが実施されている。成果３に関する活動は計画ど

おり実施された。プロジェクト活動の開始と、資機材購入の遅れが、活動の進捗に影響を与えて

いるものもある。 
 
（１）成果１に関する活動 

下表は、成果１「SPMDC の種子生産・配布計画策定能力が向上する」を達成するために

計画された 6 つの活動の進捗を示す。 
 

表３－５ 成果１に関する活動の進捗状況 

活 動 これまでの実績 進 捗 

1-1 官民の定例会議

や合同ワークシ

ョップを開催す

る。 

プロジェクトの月例会議に民間企業の代表者が参

加している。原種種子生産セミナーがこれまで 4回、

耕作期の約 1 カ月前に開催された。 

計画どおり実施

されており継続

の予定 
<原種種子生産セミナー参加者数> 

耕作期 開催日 
参加者数 

政府職員 民間 合 計 
2013 年ヤラ 2013 年 2 月 22 日 44 39 83 
2013-14 年マハ 2013 年 8 月 23 日 29 33 62 
2014 年ヤラ 2014 年 2 月 6 日 58 28 86 
2014-15 年マハ 2014 年 8 月 13 日 60 20 80 

 

1-2 対象地域におけ

る市場調査と生

産・配布の実態

調査を行う。 

JICA 専門家チームのローカルコンサルタントがベ

ースライン調査の一環として種子の使用とマーケ

ティングに関する調査を 2012 年 9 月に実施した。

野菜種子生産計画を専門とする JICA 短期専門家が

実施した市場調査が 2013 年 9 月に完了している。 

完了 

1-3 官民双方を対象

とした、野菜種

子の生産、輸入、

配布、在庫に関

するデータベー

スを構築する。 

種子関連のデータベース作成のための打合せが数

回開催され、データベースシステムの内容について

協議がもたれた。打合せで決定した内容を基に、

2014 年 7 月にシステムの開発を委託する IT 業者が

選定された。現在、当該業者が開発作業を進めてい

る。 

計画どおり実施

されており継続

の予定 
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1-4 データベース及

び昨期の生産計

画のレビューに

基づいて、種子

の生産計画（マ

ハ期、ヤラ期）

を策定する。 

種子生産計画は毎耕作期に策定されているが、デー

タベースが未構築のため、データベースに基づいた

計画とはなっていない。 

未実施  

1-5 種子販売サービ

スの現況評価を

行い、改善計画

を作成する。 

JICA 短期専門家が種子販売に関する調査を実施し

た。同専門家の提言に従い、SPMDC は 2014 年 9 月

に販売に関する改善策のレポートを JICA 専門家チ

ームに提出した。 

完了 

1-6 DoA モデル販売

所において、改

善計画（1-5）に

基づいたパイロ

ット活動を実施

する。 

SPMDC と JICA 専門家チームは、対象地域にある 8
カ所の DoA 販売所のうち、バタラゴダとワーゴッ

ラの販売所を改善することで合意し、同販売所を

2014 年 8 月に訪問した。
*
 

計画どおり実施

されており継続

の予定 

*注：SPMDC は、2012 年から 2014 年 8 月の間、種子販売に関し、全国で下記の活動を実施した。 
a) 啓蒙プログラムを 2 回実施、b) 9 カ所の販売所を新設、c) 種子包装機を購入、d) 訪問販売キャンペーンを実施、e) 新
しいパッケージを導入。これらはプロジェクトの活動としてではなく通常業務の一環として実施された。 

 
（２）成果２に関する活動 

下表は、成果２「官民の野菜種子の生産技術が向上する」を達成するために計画された活

動の進捗を示す。 
 

表３－６ 成果２に関する活動の進捗 

活 動 これまでの実績 進 捗 

2-1 ハイブリッド

種子、原種種子

及び標準種子

の生産に関す

る現状レビュ

ーを行う（ベー

スライン調査

を含む）。 

JICA 専門家チームとカウンターパート職員は政府種子

農場、民間種子業者、契約種子農家を訪問し、現状と技

術レベルを調査した。JICA 専門家チームのローカルコン

サルタントは 2012 年 9 月に種子の使用とマーケティング

に関する調査を実施した。 

完了 

2-2 2-1 に 基 づ い

て、適切な種子

生産機材及び

施設の導入、並

びに政府種子

農場の種子調

整場の機材更

新を行う。 

政府種子農場に必要な資機材の見積もり作成のための調

査が実施された。資機材の仕様を決めるための技術委員

会が組織され、クンデサーレ農場に、雨よけ 2 基（ポリ

ハウス）と種苗用トレイの購入、5 エーカー分の点滴灌漑

システムとポンプ、ポンプハウスの設置が実施された。 

約１年の遅

延 
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2-3 種子の生産に

関して、政府及

び民間の技術

職員、普及員、

契約農家向け

に実技研修を

行う。 

2013 年ヤラ期と 2014 年のヤラ期には、3 カ所の政府種子

農場においてトレーニングが実施された。2013/2014 年マ

ハ期には、4 カ所においてトレーニングが実施された。ハ

イブリッド種子と受粉に関するトレーニングも実施され

た。2014 年 7 月時点で、官民の参加者の延べ人数は 1,141
名であった。 

計画どおり

実施されて

おり継続の

予定 

<種子生産研修の実績> 

 

2-4 種子の生産に

関して、生産者

向けの技術マ

ニュアルを作

成する。 

JICA 専門家は SPMDC よりマニュアルの構成に関す

る意見を聴取し、下書きを進めている。マニュアル

に挿入する写真やイラストも収集中である。 

計画どおり実施

されており継続

の予定 

2-5 研修を受けた

政府の技術職

員及び農家が、

契約農家と潜

在的契約農家

に対して、標準

種子の生産指

導を圃場で行

う。 

中間レビュー調査チームは SPMDC の現場職員と幹

部にインタビューをしたが、政府技術職員がトレー

ニングで学んだ技術に関して、契約農家に対し圃場

でガイダンスを与えているというエビデンスは得ら

れなかった。 

約 1 年の遅延 

 
（３）成果３に関する活動 

下表は、成果３「官民の野菜種子の品質管理技術が改善する」を達成するために計画され

た 5 つの活動の進捗を示す。 
 
 
 

項目 ヤラ 2013 マハ 2013-14 ヤラ 2014* 
クンダサーレ 

開催日数 6 日間 4 日間 5 日間 
各開催日の参
加者数 

-政府職員 
-政府契約農家 

15, 14, 16, 15, 17 
13, 7, 8, 0, 3, 8 

13, 12, 11, 17 
0, 11, 4, 17 

24, 26, 24, 14, 23 
20, 10, 4, 3, 4 

アルッタラマ 
開催日数 5 日間 5 日間 3 日間 
各開催日の参
加者数 

-政府職員 
-政府契約農家 

17, 16, 12, 14, 15 
7, 5, 4, 7, 6 

21, 15, 16, 14, 21 
11, 3, 7, 7, 2 

18, 20, 18 
14, 11, 6 

マハイルパラマ 
開催日数 5 日間 4 日間 4 日間 
各開催日の参

加者数 
-政府職員 
-政府契約農家 
-民間 

19, 19, 18, 19, 15 
29, 24, 10, 13, 22 

18, 18, 19, 14 
17, 11, 11, 9 

18, 22, 24, 20 
2, 2, 8, 2 
10, 9, 12, 7 

ニカワラティヤ 
開催日数  4 日間  
各開催日の参
加者数 

-政府職員 
-政府契約農家 

 15, 14, 6, 3 
24, 15, 17, 5 

 

ハイブリッド

種子一日研修 
 21 (政府職員)  23 (民間) 

*注: 2014 年８月末現在 *注：2014 年 8 月末現在 

ニカウェラティヤ 
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表３－７ 成果３に関する活動の進捗 

活 動 これまでの実績 進 捗 

3-1 種子認証シス

テムの現行手

順及び施設の

評価調査を実

施し、改善計画

を作成する。 

JICA 専門家チームと SCPPC のカウンターパート職員は、

官民の種子検査室を訪問した。また、JICA 専門家はペラ

デニヤにある種子検査室において数カ月、検査活動を観

察した。2013 年 11 月には改善に関する提言が文書に取り

まとめられた。 

完了 

3-2 種子検査に関

する技術マニ

ュアル及び研

修教材を作成

する。 

下記の指導マニュアルと操作マニュアルが JICA 専門家に

より作成された。(a) operation manuals of electronic balance 
and measuring pH of germination papers, (b) seedling 
evaluation manual, and (c) teaching materials for seed testing 
procedures and seed evaluation. 種子認証サービス（SCS）
の職員は、JICA 専門家の指導を受け、種子検査の行程に

関するハンドブックを作成する予定。  

計画どおり

実施されて

おり継続の

予定 

3-3 政府及び民間

の技術職員、普

及員に対して、

種子の品質管

理（圃場検査と

種子検査）に関

する研修を行

う。 

下表のとおりトレーニングが実施された。なお、フィー

ルド視察のトレーニングは、種子生産研修の一環として

実施された。 

計画どおり

実施されて

おり継続の

予定 
<種子検査のトレーニング> 

トレーニング名 回数／日数 参加者数（人） 

Seed testing procedures 4 プログラム 91 

Seedling evaluation 3 プログラム 32 

Seed health testing 10 days 129 
 

3-4 種子生産者に

対して、優良種

子を準備する

ための研修を

行う。 

質の良い種子ロットを生産するためのトレーニング（収

穫後処理）が、2013 年 9 月及び 2013 年 3～5 月に、種子

生産研修の一環として実施された。 

計画どおり

実施されて

おり継続の

予定 

3-5 種子の品質管

理についてモ

ニタリングを

促進する。 

種子検査サービス（SCS）により下表のとおり、ランダム

サンプルテストが実施されているが、野菜種子のテスト

実施数は限定的である。2013 年 12 月に JICA は SCPPC に

種子のモニタリング（ランダムサンプリング）のアクシ

ョンプランの提出を依頼したが、未提出である。SCPPC
の説明によれば、種子サンプルを市場で購入するための

予算が与えられていないため、ランダムサンプリングテ

ストの数を増加させるのは困難とのことである。 
< SCS が実施したランダムサンプリングテストの数> 

 コメ その他畑作物 野菜 合 計 
2013 年 6 10 0 16 
2014 年 2 0 5 7 

出典：SCS が 2014 年９月に提出した資料を基に中間レビュー団が作成。 

未実施 
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（４）DoA その他により実施されたプロジェクトに関連する活動 
DoA は 2014 年 1 月と 3 月に 85 名の新規採用者を対象とした合宿導入研修を実施した。本

プロジェクトの JICA 長期専門家も、同トレーニングの一部を担当した。 
JICA スリランカ事務所の財務支援により、2013 年 8 月と 12 月及び 2014 年 5 月に JICA 研

修生の同窓会組織が契約種子農家へのトレーニングを企画実施した。トレーニングの主題は

順に、野菜種子生産研修、野菜種子生産技術研修、ペラデニヤ種子検査室訪問であった。 
 
３－３ 成果の達成状況 

３－３－１ 成果１：SPMDC の種子生産・配布計画策定能力が向上する。 
＜まとめ＞ 

本プロジェクトによる官民連携の促進の結果、官民の関係者が、種子生産に関する情報交換

や討議の機会がより多くもてるようになった。民間企業からも、原種種子在庫量などの SPMDC
からの情報提供や、官民の意見交換の促進を評価する声が聞かれた。また、以前は民間企業か

ら SPMDC に随時提出されていた原種種子の必要量に関するリストが、官民合同会議において

一度にまとめて提出されるようになり、SPMDC は原種種子生産計画が作成しやすくなった。

なお成果１を達成するためには、官民の連携がさらに強まること、データベースシステムが遅

延なく導入されること、販売改善に関する活動が速やかに実施されることなどが重要である。 
下表は、成果１の指標とその進捗を示すものである。 

 

指 標 進 捗 

1-1 ワークショップで提起された課題に対する対応策が提言される。 順調に進捗 

1-2 民間セクター育成を考慮した原種種子及び標準種子の生産計画が

策定される。 
進捗はあるが一

部遅延 
1-3 計画に基づいて改善される DoA 販売所の数が増加する。 進捗なし 

 
指標 1-1 は、種子生産における官民の情報共有の促進をめざしている。また DoA が民間か

らの要望に責任をもって応えることも期待されている。プロジェクトが主催した原種種子生産

セミナーには民間からの参加があり、情報共有が行われ、現状や課題に関する活発な討議がな

されている。また両者の間での情報共有も進んだ。例えば DoA からは、原種種子の生産量や在

庫量に関する情報が提供され、JICA 専門家や SCPPC 職員からは、民間からの参加者にとって

重要と思われる、輸入種子の現状、種子法の施行状況、種子病理などの話題に関するプレゼン

テーションが実施された。また以前は、民間企業から SPMDC に不定期に提出されていた、原

種種子の必要量に関するリストが、当セミナー時に一度に提出されるようになり、SPMDC の

原種種子生産計画策定の作業効率向上に貢献している。また DoA は、セミナーで民間企業から

依頼のあった、ハイブリッド種子の開発、原原種種子の品質の問題などに順次対応している。 
DoA 職員及び民間企業は当セミナーを評価しており、継続的な実施の見込みはある。一方で、

民間からの参加者数が減少傾向にあることから、関心が低下している懸念があり、また、民間

からの参加者は、特定の人しか発言しておらず、他の参加者は黙っていることが多い、といっ

た問題もある。なお現在は、SPMDC ではなく JICA 専門家が中心となってセミナーを企画実施

している。 
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指標 1-2 の意味は明確でないが、「原種種子の生産計画が民間のニーズを考慮して作成される」

と理解した。また、プロジェクトでは、データベースシステムを導入予定であることから、こ

の指標では、生産計画がデータベースを用いて、より正確に、効率的に作成されることを期待

していると思われる。 
プロジェクト開始以前より、SPMDC は原種種子の生産計画を、民間のニーズを考慮して作

成していた。しかし前述のように、以前は不定期に提出されていた原種種子の必要量に関する

リストを、年 2 回の耕作期の約 1 カ月前に開催される原種種子生産セミナー開催時に一度に入

手できるようになり、DoA の計画策定の正確さや効率の向上に役立っている。 
また、データベースシステムの導入が予定されており、これにより SPMDC の原種種子、標

準種子の生産計画立案や日常の情報管理が効率化することが期待されている。しかし同システ

ムが未導入のため、この効果はまだ発現していない
10
。 

DoA は、国全体の生産計画を作成するには、民間の中期計画に関する情報提供が必要である

との意見である。例えば、来る 3 耕作期の原種種子の必要量の提出などを民間企業に期待して

いる。しかし、市場が流動的であるため、民間企業がこれに応えるのは困難な様子である。 
DoA は、民間企業の種子生産量に関する情報の提供も期待している。スリランカ種子生産協

会（Seed Producers Association of Sri Lanka：SPASL）のメンバーは生産量に関する一部の情報を

DoA に提供しているが、協会に未加入の中小の種子生産企業からは生産量に関する情報が提出

されていない。これは、これらの企業が、情報を公開することにより市場における競争力が低

下することを懸念していることが理由の一因である。  
指標 1-3 の表現が明確でないが、「プロジェクト活動により改善された DoA の種子販売所の

実績を参考に、DoA が改善した販売所の数」と理解した。種子販売所の改善に関しては、対象

とするモデル種子販売所の選定がなされているが、具体的な改善についてはまだ進捗がみられ

ない。DoA はこれに関し、早急にアクションプラン案を作成し、JICA 専門家チームと協議す

る必要がある。 
  

３－３－２ 成果２：官民の野菜種子生産技術が向上する。 
＜まとめ＞ 

育苗から収穫後処理までを対象とした種子生産研修が実施されており、研修終了時のアンケ

ートによると参加者の満足度は高い。研修参加者の契約農家（政府／民間）をいくつか訪問し

たところ、研修で導入した、育苗（トレイとポットの使用）、畝づくり、一本植えなどの技術

を積極的に実践している例がみられた。しかし、研修で導入した技術の、政府種子農場におけ

る適用例は限定的である。カウンターパート職員からは、これら技術を農場に導入するには難

しい点がいくつかあるとの指摘もあり、技術の効用について疑問の声もあった。長年実施して

きた耕作方法を変えることへの躊躇もあるようである。 
 

                                                        
10

 中間レビュー団は調査中、生産実績について SPMDC 地方事務所の職員に質問したところ、回答の取りまとめに大変長い時

間をかけていた職員もいた。データベースシステムの導入により、例えば、現在把握していない作物・品種ごとの調整・検

査中の種子の量などもデータとして取り扱えるようになり、情報の種類が増えることも期待できる。また情報がリアルタイ

ムで提供され、現在のようにファックスやメールの到着を待つ必要がなくなる。情報を要約したり分析したりするための時

間も短縮できる。また将来、データベースを基に、民間セクターにとって重要と思われる情報が、SPMDC のウェブサイト

に掲載されることも期待されている。 
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下表は、成果２の指標とその進捗を示すものである。 
 

指 標 進 捗 

2-1 野菜種子生産の研修参加者の 75％が研修後のテストに合格す

る。 
一部進捗 

2-2 野菜種子生産の研修参加者の 25％がプロジェクトで紹介した

技術を採用する。 
進捗はあるが遅延 

2-3 対象の政府種子農場において主要作物の原種種子生産の計画

達成率が増える。 
進捗なし 

 
指標 2-1 は、種子生産研修の参加者が研修の内容を理解することを期待している。研修終了

時に実施されたテストの結果で理解度をはかる予定であった。プロジェクトでは、DoA の技術

職員は、テストにおいて 7 問中、 低 6 問に正解することを期待しており、これを合格の基準

として設定したところ、研修に参加した職員のうち 51％が合格したことになり、これは期待値

を満たしていない。一方、中間レビュー調査団が研修に参加した何人かの職員にインタビュー

をしたところ、それら職員は研修内容をよく理解しており、興味をもっていることがわかった。

このようなことから、参加者の研修への理解度に関し、評価をするのは困難であった。 
なお、プロジェクトでは、契約農家はテストにおいて、7 問中、 低 4 問に正解することを

期待しており、これを合格の基準として設定したところ、研修に参加した契約農家のうち 80％
が合格している。 

SPMDC 本部の職員や地方事務所の幹部のなかには、研修で教えているのは基本的なことで

あり、知っていることが多いため、あまり魅力的ではない、とコメントするものもあった。研

修で、先進的な技術を教えてもらいたいという声もあったものの、先進的な技術について具体

的なイメージはないようであった。 
指標 2−2 では、種子生産研修で導入した下記のような技術が種子生産の場で活用されること

を期待している。これらの技術は、JICA 専門家が、政府種子農場や契約農家における生産の実

態を観察し分析した結果、種子の品質を向上させるために、 も重要で至急導入が必要と判断

したものである。 
① Sowing and raising nursery using seedling holders（trays and pots） （育苗の際のトレイやポット

の使用） 
② Watering before sowing or transplanting （播種や定植前の水撒き） 
③ Composition of nursery soil medium （育苗の際の土壌管理） 
④ Nursery management （育苗管理） 
⑤ Raised beds （畝づくり） 
⑥ Soil sterilization （土壌消毒） 
⑦ Crop rotation （輪作） 
⑧ Planting density（single planting） （定植密度、一本植え） 
⑨ Application of soil cover（mulching） （土壌の覆い、マルチング） 
⑩ Application of additional fertilizer in line （ラインに沿った追加施肥） 
⑪ Fruits and buds thinning and pruning （剪定、摘果） 
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⑫ Using of net （つる性植物誘引用ネットの使用） 
⑬ Artificial pollination （人工授粉） 

  
中間レビュー調査団は、これらの技術の活用例をいくつか観察することができた。例えば、

アルッタラマ政府種子農場では、「①育苗の際のトレイやポットの使用」が小規模ではあるが

適用されていた。トレイやポットは SPMDC が配布する予定であるがまだなので、その代わり

に、ビニールで袋をつくり使用していた。また今期初めて、上記のリストの「⑫ネットの使用」

をハイブリッドのキュウリの種子生産に適用した。 
マハイルパラマ政府種子農場では、前耕作期に、「⑫ネットの使用」をニガウリの種子生産

に、「⑨土壌の覆い（マルチング）」をナスの種子栽培に適用したとのことであった。クンダサ

ーレ政府種子農場では、以前、JICA の国別研修に参加した SPMDC の職員がプロジェクト開始

以前より「①育苗の際のトレイやポットの使用」を適用していた。プロジェクトで育苗用の雨

よけとトレイを供与した結果、同技術の適用が更に拡大している。また、プロジェクトにより

供与された点滴灌漑システムの効果で、生産環境が改善し農場の生産キャパシティが拡大した。 
SPMDC はニカウェラティヤには種子農場をもっていたいため、種子生産研修は近隣のワー

リヤポラにある北西部州の農場を借りて実施された。JICA 専門家によれば、この農場では導入

した技術の適用はなされていないとのことであった。 
JICA 専門家によれば、契約種子農家のなかには、研修で導入した技術を取り入れているとこ

ろがあるとのことであった。中間レビュー調査団は、マハイルパラマの契約種子農家が、①⑧ 
⑫などの技術を取り入れていることを観察した。また、民間企業に種子を生産・供給している

農家が①を取り入れているのも観察した。研修に参加した、ある民間企業の現場職員が、①な

どの技術を同社の契約種子農家に導入の指示をしていることも確認した。これらの技術を適用

した農家による評価は総じて高かった。 
このようなことから、契約農家や民間による技術の適用はある程度進んでいるが、政府農場

における技術の適用は非常に限られた範囲であると考えられる。研修に参加した DoA の職員に

インタビューしたところ、それら技術の重要性については評価が高かった。世界のほとんどの

国で適用されている技術であると言及する者もいた。一方で、研修後、それらの技術を速やか

に適用するのには困難もあるようであった。 
SPMDC の幹部職員のなかには、政府種子農場では、作付け時期に労働力不足の傾向がある

こと、土壌や気候が適さないことを技術の適用が困難な理由として挙げた者もあった。JICA 専

門家の観察によれば、SPMDC 幹部や農場の職員には、何 10 年も続けてきた耕作方法を変える

ことへの漠然とした抵抗感もあるとのことである。また、農場で働く職員が技術を適用するた

めには、上司からの具体的な指示が必要な場合もある。また、SPMDC の幹部のなかには、こ

れら技術、特に「⑧一本植え」や「⑨土壌の覆い」に関する適切性に疑問をもっている者があ

り、話し合いを重ねていく必要性が認められた。 
「⑪摘果と摘枝」については、2012〜13 年、JICA 専門家と園芸作物研究所（Horticulture 

Research and Development Institute：HORDI）が共同でクンダサーレ農場とアルッタラマ農場に

おいて、技術的検証を実施した。その結果、当技術の有効性が確認された。これを受け HORDI
では、2 耕作期分のデータを収集する予定であり、経済性分析の後、DoA の技術リリース委員

会の承認を受けて、適用の指示が出される予定である。 
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以上から、指標 2-2 の達成度は限定的である。 
指標 2-3 は、原種種子生産計画の達成度（計画・実績費比）を向上させることをめざしてい

る。下図が示すとおり、いくつかの作物を除いて、毎耕作期、実績は計画を達成しておらず、

改善の傾向にもない。SPMDC によれば、計画を達成できない直接の理由は、干ばつ、大雨、

害虫、病気、野生動物による被害などが主なものであった。育苗用の雨よけや灌漑施設など、

政府種子農場の生産施設が十分にないことも一因であろう。現行の栽培方法は生産性を重視す

る傾向になく、これも要因のひとつと思われる。 
しかし、SPMDC の説明によれば、近年、いくつかの品種を除き、原種種子は十分な量の在

庫が確保されており不足の状態にはないとのことである。在庫については約 2～3 年保存でき

るという。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注：2013 年ヤラ期の実績、2013/14 年のマハ期の計画と実績の提出を依頼したが、取りまとめた情報は提出

されなかった。 
出典：JICA 専門家及び SPMDC から提出された情報を基に中間レビュー団が作成。 

図３－１ SPMDC による原種種子の生産計画と実績 
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３－３－３ 成果３：官民の野菜種子の品質管理技術が改善する。 
＜まとめ＞ 

プロジェクト開始時の JICA 専門家の観察によると、SCPPC の下部組織である種子検査室

（STL）では、国際的な種子検査ルール
11
に沿って種子検査が実施されていた。これを更に改善

すべくプロジェクトで研修等を実施した結果、検査手順の合理化や発芽評価の標準化が進んだ。

今後は、種子病理分野の技術向上、及び民間企業を対象とした種子検査訓練実施による、更な

る効果発現が期待される。なお、中間レビュー時の協議を通して、市場の種子の品質の現状が

把握されていないことが判明したため、これに関する現状把握を目的とした調査を行い、その

結果に基づいた対策を立案することが重要と思われる。 
下表は、成果３の指標とその進捗を示すものである。 

 

指 標 進 捗 

3-1 改善計画で提言された対応策が種子検査プロセスで実践される。 順調 

3-2 種子検査の研修参加者の 75％が研修後のテストに合格する。 順調 

3-3 年間の原種種子及び標準種子のサンプル数が増える。 （情報不足のため

判断できず） 

3-4 表で掲げた主要作物に関しモニタリングが実施され検査数が増加

する。 
進捗なし 

 
SCPPC は JICA 専門家からの提案や指摘事項のほとんどを実施しており、指標 3-1 は順調に

達成されつつある。JICA 専門家の実施した研修や OJT の成果により、国際的なルールに沿っ

た種子検査がより効率的に実施されるようになり、発芽評価検査の標準化も進んだ。SCPPC は

今後、職員に対する研修などで、これらの努力を継続していくことが期待される。またプロジ

ェクトでは、種子検査に必要な資機材もいくつか調達する予定であり、これにより種子検査の

更なる効率化と正確さの向上が期待できる。また、JICA 専門家から種子病理ユニットの職員へ

の技術移転が今後も継続して実施される予定であり、スリランカでこれまで行われていなかっ

た種子病理の検査が、プロジェクトの終了までにはできるようになることが期待される。 
指標 3-2 は、種子検査分野での研修参加者の理解度を計るものである。種子検査行程や発芽

評価検査に関する研修が JICA 専門家により STL の職員に対して実施された。ほとんどの職員

が研修終了後のテストに合格していることから、当指標は達成されている
12
。 

指標 3-3 は、種子認証サービス（SCS）に持ち込まれた検査サンプルの数の増加をめざして

いる。これは、DoA の生産する標準種子の生産量の増加に加え、民間企業が DoA の種子検査

をより積極的に活用するようになることを期待している。下図が示すとおり、2012 年と 2013
年は、前年比でサンプル数が増加している。しかし、2011 年のサンプル数は 2010 年より少な

く、増加の傾向にあるかどうかは、引き続き観察が必要と思われる。2012 年と 2013 年にサン

プル数が増加したのは、上述の、プロジェクトが期待した背景によるものか、デヴィネグマ・

プログラム用のサンプルが取り扱われた結果によるものか、分析の必要もある。 

                                                        
11

 国際種子検査協会（International Seed Testing Association：ISTA）ルール 
12

 研修終業後、研修で学んだことの理解度を確認するためクイズを実施した。58 名の参加者のうち 53 名が正しく回答した。  
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あ 
 
 
 
 
 
 

 
出典：STL 

図３－２ STL で取り扱った野菜種子検査サンプルの数 

 
指標 3-5 は、JICA 運営指導調査団の訪問時、カウンターパート職員と協議し、市場における

野菜種子の品質管理のためにランダム・サンプリング調査が重要であるとの認識に至り、2013
年 12 月に追加されたものである。しかし、品種によってはサンプル購入費用が高額になるが、

その予算が確保されていないため、現在のところ、SCS はランダム・サンプリング調査をごく

小規模に行っているのみである。 
 
３－４ プロジェクト目標の達成見込み 

 プロジェクト目標は「対象地域における野菜の認証種子の生産体制が改善される」であり、指

標は「プロジェクト完了時、対象地域において、主な野菜
13
の認証種子の生産量が増加する」で

ある。ここでは、指標の「標準種子の生産量」は、DoA が生産した標準種子と、民間が生産し

DoA の認証を受けた種子の合計を指すとみなした。 
 DoA の生産した標準種子の近年の生産量については下図のとおりであり、増減のはっきりした

傾向はつかめない。 
 

表３－８ 農業局（DoA）の生産した標準種子の近年の生産量 

（政府種子農場と政府契約農家での生産量の合計：単位：kg） 

 
出典：SPMDC 提出の資料を基に中間レビュー団が作成 

 
                                                        
13

 マメ、ニガウリ、ナス、トウガラシ、キュウリ、ヘチマ、オクラ、カボチャ、ヘビウリ、トマト 

Crop/ Season Maha11/12 Yala12 Maha12/13 Yala13

Beans

Bitter gourd

Brinjal

Capsicum

Cucumber

Luffa

Okra

Pumpkin

Snake gourd

Tomato

Total

21,546

145

106

178

87

499

814

0

294

246

23,915

0

3,465

235

518

118

665

1,087

0

1,255

121

7,464

18,627

2,309

98

72

422

1,207

3,101

0

2,145

202

28,182

96

4,743

126

109

549

55

0

0

2,613

378

8,669
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 なお、政府種子農場と政府契約農家における、近年の標準種子生産の計画と実績は下図のとお

りである。 
 

（単位：kg） 

 

 

2011/12 年マハ期 2012 年ヤラ期 

  

2012/13 年マハ期 2013 年ヤラ期 
出典：SPMDC のデータを基に中間レビュー調査団が作成 

図３－３ 政府種子農場における標準種子生産量の計画と実績 
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（単位：kg） 

  

2011/12 年マハ期 2012 年ヤラ期 

  

2012/13 年マハ期 2013 年ヤラ期 
出典：SPMDC のデータを基に中間レビュー調査団が作成 

図３－４ 政府契約農家における標準種子生産量の計画と実績 

 
 民間が生産し、DoA が認証した認証種子の生産量に関する既存のデータはない。しかし、SCS
の検査に合格した野菜種子が認証種子の全生産量となることから、プロジェクトで取り扱う 10
種について、SCS に検査に持ち込まれ、その後検査に合格した種子サンプルの母数（kg）を調査

しようとしたが、調査期間中に情報を得ることはできなかった。 
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 このように指標に関する情報が十分得られなかったこと、プロジェクト目標が達成されるかに

ついて、現時点で予測することは難しいことから、中間レビューではプロジェクト目標達成に関

する貢献要因と懸念事項を、下記のとおり取りまとめるにとどめた。 
 官民の情報共有が促進され、種子検査に携わる職員の技術力が期待されたレベルに向上しつつ

あることは評価に値するが、種子生産研修で導入された技術が政府種子農場で積極的に取り入れ

られていないことは懸念事項である。プロジェクト目標達成のために、JICA 専門家チームと

SPMDC は、政府種子農場で導入する技術の選定を行い、通達などで農場に導入の指示を出すこ

と、種子生産研修の内容や方法について精査し、対象者のニーズに応じた内容となるよう改善案

を策定することが必要である。また、研修内容に知見のある SPMDC 職員を研修講師として選定・

任命するとともに、研修の計画策定やフォローアップなどの実施主体を徐々に SPMDC に移行し

ていくことも重要である。 
以上のとおり、プロジェクト目標達成のためには、今後いくつかの課題を解決していく必要が

ある。 
 
３－５ 実施プロセス 

３－５－１ PDM の改訂 
当中間レビューまでに、PDM は以下のとおり改訂されている。 
 

（１） 第 1 回目のキックオフ・ミーティングで、ベースライン調査の結果を基に、活動、指標、

投入が修正された。 
 

（２） 2013 年 12 月の JICA 運営指導調査団のプロジェクト訪問の機会に、プロジェクト目標が

変更され、成果４が成果１の活動に統合された。また、プロジェクトが「Certified Seed」
のみならず、「Certified/quality vegetable seed（認証種子および高品質の種子）」を対象とす

るとされた。市場に出回る種子の管理の一環として、ランダムサンプル検査の活動のモニ

タリングが活動として追加された。 
 

（３） 2014 年 7 月の合同調整会議にて、Quality Seed の定義づけが困難であることから、対象

種子の表現が「Certified/quality vegetable seed（認証種子および高品質の種子）」から「認証

種子」に変更された。 
 

３－５－２ 合同調整委員会会議（JCC Meetings） 
 プロジェクトの JCC 会議は、下表が示すとおり、計画どおり年 2 回開催されている。  
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表３－９ JCC 会議の開催記録 

開催日 主な議題 参加者数（名） 

2012 年 12 月 7 日 R/D と PDM の変更 13 

2013 年 6 月 21 日 プロジェクトの進捗と今後の活動計画 16 

2013 年 12 月 9 日 JICA 運営指導調査団の報告 27 

2014 年 7 月 4 日 短期専門家西川氏の報告 23 
出典: JICA 専門家 

 
３－５－３ プロジェクトマネジメント・ユニット 

プロジェクトの計画時、プロジェクト活動の調整とモニタリングのために、プロジェクトマ

ネジメント・ユニット（Project Management Unit）が形成される予定であった。同ユニットは形

成されておらず、調整・モニタリングの機能は次項で述べる月例会議で代用している。 
 

３－５－４ 月例会議（Monthly Meetings） 
2012 年 9 月に 初の月例会議が開催されて以来、月例会議は 2013 年 3 月と 6 月、2014 年 6

月を除き、毎月開催されている。月例会議では、本邦研修での習得事項の報告、JICA 短期専門

家や JICA 運営指導調査団による調査結果、PDM 改訂に関わる議論などが行われた。種子生産

者協会（SPASL）からも同会議への継続的に参加があった。 
 

３－５－５ 効果発現に貢献した要因 
（１）JICA 研修員の活躍 

2003～2007 年に実施された JICA 国別研修に参加した SPMDC の職員が、研修で学んだ

知見を生かし、本プロジェクトで種子生産研修の実技指導を担当し、同研修の効果的な実

施に貢献している。また、JICA 研修員の同窓会組織（JICA Ex-participants’ Association）は

近年、契約種子農家や民間企業を対象に、種子生産研修を定期的に企画・実施している。

これはプロジェクト目標や上位目標の達成に貢献するものとして評価できる。 
 

（２）種子検査分野における技術移転の進捗 
種子検査室（STL）の職員が、国際的な種子検査ルールにのっとって種子検査を実施す

るに必要な基本的な能力を有していたことが、種子検査分野の JICA 長期専門家による技

術移転の早期完了に貢献した。  
 

３－５－６ 問題点及び問題を惹起した要因 
（１）DoA による作業の遅延 

プロジェクトに関連する DoA の作業や調整が大幅に遅れることがある。例えば、2013
年 11 月のプロジェクト月例会議で、プロジェクトで実施した種子生産研修で導入された技

術を政府種子農場で適用するよう、DoA が通達を出すことが決まったが、現在においても

通達は発行されていない。2013 年 12 月、JICA 運営指導調査団と SPMDC は DoA の種子販

売所の改善に取り組むことに同意し、SPMDC はこれに関する提案書を提出することにな
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っていたが、これに関連する書類が提出されたのは、2014 年の 9 月のことであった。 
 

（２）プロジェクト活動開始や機材調達の遅延 
プロジェクトのキックオフ会議が開催され、プロジェクト事務所が設置されたのは、

JICA 専門家がスリランカに到着してから約 3 カ月後のことであり、プロジェクト活動の本

格的な開始が遅延した
14
。また、プロジェクトに供与される機材のスペックの選定、税金

の準備、見積もりの取り付けなどに予想以上の時間がかかっており、機材調達にも遅れが

みられる。このため、供与機材を使った活動やそれによる効果発現が遅延している
15
。 

 
 
 
 
  

                                                        
14

 キックオフ会議の開催が遅延した主な理由は、DoA 設立 100 周年記念行事の準備でカウンターパート職員が多忙であったこ

とである。 
15

 例えば、政府種子農場における生産環境を整備するため、育苗用雨よけや灌漑施設の調達と設置が計画されていたが遅延し

た。そのため、環境の整っていないなかで生産技術の実技研修やデモンストレーションを実施せざるを得ず、技術の効果を

効果的に提示できないことがあった。また種子処理の機材の調達が遅れており、期待されていた、処理工程の効率化の実現

が遅延している。 
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第４章 評価結果 
 
４－１ 評価５項目による評価結果 

４－１－１ 妥当性＜高いと思われるが要検討＞ 
（１）スリランカの開発計画との整合性 

第１章１－１「調査団派遣の経緯と目的」でも述べたとおり、スリランカの中長期国家

開発計画
16
では、①質の高い種苗を十分に使用していないことが農業分野の問題のひとつ

であること、②生産性の高い種子の使用と水管理の改善の実現は、政府の農業政策の目標

のひとつであること、③質の高い種苗の不足が生産性の向上と生産の増加における主な課

題であること、が示されており、よって本プロジェクトはスリランカの開発政策と整合性

があると計画時に評価された。中間レビュー時においても同国の中長期開発政策には変更

がなく、よってプロジェクトは引き続き同国の開発政策と整合性があるといえる。 
 

（２）スリランカの開発ニーズとの整合性 
上述の開発計画では、政府種子農場における生産性の向上のためには、同農場に近代的

な技術を導入する必要があり、種子を途切れることなく供給するためには、認証種子の在

庫を確保する必要があると述べられている。本プロジェクトの成果２では、種子の品質を

向上させるための基本的で必要不可欠な技術の導入を実施しており、これは作物の生産性

の向上に貢献するものである。成果１では、種子生産の計画の向上をめざしており、これ

は適正な量の種子の在庫の維持に貢献するものである。このように本プロジェクトの成果

は、同開発計画に示されている同国の開発ニーズに応えるものである。 
 

（３）日本の援助政策との整合性 
中間レビュー調査時における日本の外務省の対スリランカ援助政策である、「対スリラ

ンカ国別援助計画（2012 年 6 月）」では、援助の重点分野として、①経済成長の促進、②

後発開発地域の開発支援、③脆弱性の軽減が挙げられている。さらに、②後発開発地域の

開発支援では、農業分野を中心とした産業育成、農業関連インフラの整備を支援する方針

である。また、事業展開計画（2012 年）では、上述の②の一環として当プロジェクトの実

施が位置づけられている。また、日本はスリランカの野菜種子分野におけるさまざまな支

援をこれまで実施しており、本プロジェクトはこれらの支援とも整合性がある。 
以上のとおり本プロジェクトは、現在のスリランカの開発計画に記載の政策や開発ニー

ズ、日本の援助方針と合致しており、妥当性は高いといえる。しかし中間レビューでは、

計画時の認証種子の市場における位置づけに関する認識に一部齟齬があったこと、SPMDC
は、認証種子の生産量を年々増加させる計画・方針にはないことなどがわかった。しかし

中間レビューでは、これらがプロジェクトの妥当性に及ぼす影響について結論を導き出す 
 
 
 

                                                        
16

 “Mahinda Chintana, The Vision for the Future” (2010-2016)”, 2010. 
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ことはできなかった
17
。 

 
４－１－２ 有効性<中程度> 

プロジェクト目標の達成に関し、SPMDC の種子生産計画能力の向上や、SCPPC による種子

検査に関して一定の進捗がみられる。また、プロジェクトが官民連携を促したことにより、官

民が情報を共有したり話し合いをもったりする機会が増えた。年間を通して随時民間企業から

提出されていた、原種種子の供給量に関するリクエストが、年 2 回開催される原種種子生産セ

ミナーにおいて、一度に提出されるようになったことも特筆できる。SPMDC へ種子関連のデ

ータベースシステム導入の準備もされており、これにより、種子生産計画策定が効率化するこ

とが期待できる。一方、プロジェクトで実施した種子生産研修により導入された生産技術が、

政府種子農場においてまだ積極的に取り入れられておらず、種子生産技術の向上における進捗

は遅れている。このようなことから、現時点では本プロジェクトの有効性は中程度と判断する。 
 

４－１－３ 効率性 <中程度> 
プロジェクト活動の開始は遅延したが、その後、ほとんどの活動が計画どおりに実施されて

いる。また種子検査分野における技術移転は 5 年間の予定であったが、現時点でほぼ完了して

いる。 
一方、機材調達の遅れがプロジェクトの効果発現に影響を与えていると考えられる。また、

SPMDC の本部は、その下部機関である SPMDC 地域事務所、政府種子農場、種子加工場、及び

州政府農業局などと連絡をとり、プロジェクト活動が円滑に実施されることが期待されていた

が、現在、種子生産研修の計画や実施にあたっては、JICA 専門家がこれらの機関とそれぞれ連

絡を取っている状況にあり、効率的とはいえない。なお、プロジェクトは計画どおり 5 年間で

完了する予定であり、事業費も計画内に収まる見込みである。これらより、効率性は中程度と

判断する。 
 

４－１－４ インパクト＜情報不足のため判断できず＞ 
プロジェクトの上位目標は「全国の野菜の認証種子の利用が増える」であり、プロジェクト

で取り扱う野菜の認証種子の利用が増えることが指標となっている。認証種子には、SPMDC
及びその契約農家が生産し SCS が認証したものと、民間企業が生産し SCS が認証したものの 2
種類がある。下図が示すとおり、前者の利用率は平均約 7％であることが、プロジェクトで実

施したベースライン調査で分かった（2014 年）。 
 

                                                        
17

 本プロジェクト計画時、①スリランカでは認証種子の生産量が少なく、②そのため良質の種子が不足しており、③よって同

国は種子を輸入に頼らざるを得ない状況にある、と分析されていた。しかし現在、①SPMDC は標準種子の在庫を抱え、生

産を控えている状況にあり、標準種子の生産量や生産能力に不足はみられない。②認証種子の生産量は、国内の種子生産量

の約 10％と推測され、わずかであることに変わりはないが、「認証種子の量が少ない＝良質の種子がわずかである」という

認識は正しくない。民営化に伴い DoA は、種子を生産している民間企業が企業内で品質検査・管理を行うことを奨励して

おり、このように企業が品質管理をした良質の種子も市場には相当量、流通しているからである。また、③認証種子の生産

量と種子の輸入に直接の関係はないと考えられる。その理由は、上述のとおり国産種子のうち認証種子の量はわずかである

ことに加え、種子の輸入の背景には、高原野菜など、気温や日照時間の関係で種子を国内生産できない野菜があり、このよ

うな品種の種子は輸入せざるを得ないこと、農民が高い収穫量の見込めるハイブリッドの輸入種子を指向する傾向があるこ

となどがあるためである。 
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（2013 年ヤラ期及び 2013/14 年マハ期の合計）（N＝2,176） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：JICA 専門家チーム作成の「Farmer saved seed, version 3」 May 28, 2014 年 5 月 28 日の表 13 を基に中間

レビュー調査団が作成。 
注：自主生産種子には村落単位で共有している「共有種子」を含む。 

図４－１ 農民の種子使用状況 

 
民間企業が生産し SCS が認証した認証種子は、上図の「民間生産の種子」の一部であるが、

種子認証制度の利用率については情報がなく不明であり、現状を把握することはできなかった。 
以上のとおり、民間企業が生産し SCS の種子認証制度を利用する割合が不明であること、ま

た、SPMDC 及びその契約農家が生産し SCS が認証した種子に関しても、ベースライン調査時

の数値しかないことから、これらが増加傾向にあるかどうかは不明であった。 
なお、SPMDC は認証種子の生産を在庫や需要予測を基に計画しており、毎年の生産量の増

加をめざしているわけではない。そのため中間レビュー調査時、プロジェクトに期待するイン

パクトは何か、関係者間で協議を行った。その結果、DoA の認証種子（政府生産と民間生産）

に限定せず、市場に出回る種子の品質改善をインパクトとしてめざすことで関係者は合意し、

プロジェクトの上位目標についても同様の内容となるよう修正を行った。
18

 
その他の正負のインパクトはみられない。 

 
４－１－５ 持続性<中程度> 
（１）政策・制度 

農業生産性の向上や、種子生産の改善を支持する政策は、今後も引き続き変化がないも

のと思われる。また、DoA は、2003 年の種子法の細則を整備すべく準備中であり、この施

行が実現すれば本プロジェクトの効果の持続性を助長すると思われる。 
 

（２）組織・体制 
SPMDC と SCPPC は、役割分担や指示命令系統が明確であり組織上の問題はない。以前

は欠員が多かったが、 近では充足される傾向にある。DoA は将来、職員数を更に増加さ

                                                        
18

 プロジェクト期間内では認証種子の生産体制改善をめざすが、市場に出回る種子の品質改善につながる活動として、①種子

の品質実態調査や②民間を対象とした生産・検査の研修実施等にプロジェクト後半で取り組むことで合意し、提言に盛り込

んだ。 
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せる予定であるとの情報も得た。このように SPMDC と SCPPC の組織的キャパシティの拡

大が見込めることは、プロジェクト効果の持続に関する好ましい傾向である。原種種子生

産セミナーや、種子生産研修は、プロジェクト完了後も SPMDC が継続していくことが期

待されるが、現在、これらの計画や実施において JICA 専門家が中心的な役割を果たして

おり、SPMDC の組織的関与は十分ではない。これは持続性の面における課題である。 
 

（３）技 術 
プロジェクトで導入した種子生産技術は基本的なものである。SPMDC の現場職員は農

業の専門教育を受けており、これらの技術を適用したり、指導したりすることに技術的な

問題はないと思われる。しかし現時点で SPMDC が、これらの技術を農場や種子農家に導

入することを決めておらず、現場職員へ明確な指示がでていないことが問題である。SCPPC
職員は、種子検査や認証に関する基本的な技能を有している。SCPPC には、在職者研修や

新人研修を実施する仕組みがあり、近年、職員や民間企業を対象とした研修の数や内容が

拡張されつつあることが確認できた。そのため、本プロジェクトで導入した種子検査に関

する研修内容を、今後これらの研修に組み込んでいくことが可能と思われる。SPMDC が

立案・実施した在職者研修や新人研修の実績は確認できなかった。そのため、本プロジェ

クトで導入した種子生産研修をプロジェクト完了後、何らかのかたちで継続的に実施する

ための技術的・制度的素地があるかについては不明である。 
 

（４）財 務 
下表のとおり、SPMDC の種子生産予算額は、年によって変動はあるものの、内戦の頃

に比べると大幅に増加している。研修費用の予算確保については不明であった。 
 

表４－１ SPMDC の種子生産年間予算 

（単位: 百万ルピー） 

年 2008 2009 2010 2011 2012 2013 

金 額 115 137 177 496 745 479 
出典：SPMDC 

 
SCPPC にも、計画した業務を実施するに適当な予算が配分されており、在職者や新人の

ための研修費用もさまざまな形で確保しているとのことであった。下図は、SCPPC とその

下部組織である SCS の予算配分と支出実績を表す。同図が示すように、支出実績が予算を

下回る年があるが、これは予算執行が遅れることがあり、やむを得ない事情により計画し

た活動を完了できないことがあるからとのことであった。研修に関しては、配分された予

算に加え、種子法執行のために配分されている予算や、DoA の普及・トレーニングセンタ

ーの予算も活用して実施している。 
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注：上図の数値は SCS の予算項目のうち “strengthening seed certification”と“seed act”を除いたものである。 

図４－２ SCPPC と SCS の年間予算配分と支出実績 

 
以上からプロジェクト効果の持続性は中程度と見込まれる。 

 
４－２ 結論及びプロジェクト枠組みの改訂（PDM の改訂） 

４－２－１ 結 論 
 前項にて記述のとおり、いくつかの成果は順調に進捗しており達成見込みも高い。一方で、

種子生産技術の導入、SPMDC による主体的な研修実施など、プロジェクト目標を達成するた

めに取り組むべき課題がいくつか明らかとなった。また、後述のとおり、プロジェクトがめざ

す方向性につきカウンターパートと合意し、そのために必要となる活動を追加した。今後のプ

ロジェクト活動にて、次章にて述べる提言を着実に実施していくことによって、プロジェクト

目標の達成や、正のインパクトの発現が期待される。 
 

４－２－２ プロジェクトの方向性 

案件形成段階においては、DoA と SPASL の生産量を対象とした需給分析を行っており
19
、供

給量が需要に対して絶対的に不足しているという前提でプロジェクトの設計がなされた結果、

当初のプロジェクト目標、上位目標では認証種子の生産量及び利用の増加を目標とした指標設

定がなされていた。一方で、中間レビュー調査では政府・民間ともにある程度の在庫を抱えて

いること、政府の原種種子に至っては需要があるときに在庫がない状況を回避するため、多め

に在庫を抱えるよう 2～3 期の需給予測を基に生産計画がなされていることが明らかとなった。

生産量の増加は SPMDC の目標のひとつではあるが、プロジェクトでめざすべき 重要課題で

はないと考えられる。また、種子の質の向上に関して、DoA の認証種子の発芽率は 75％が 低

基準であるが
20
、90％程度の種子が認証検査に合格しており、それ以上の向上をめざす必要性

を政府がどの程度認識しているかは明らかではない。また、民間が認証を受けることは義務で

はなく、政府としては「認証」を受けることを期待しているものの、「認証」種子の増加を推

奨しているものではない。DoA として種子生産を民間に移譲していくという中・長期の展望に

                                                        
19

 輸入種子、民間会社による独自の品質保証種子、民間会社による非認証種子、自家採種種子はデータの入手が困難なことも

あり、分析には含まれていない。 
20

 SCS からの聞き取り結果。一部の作物は合格率が低い様子であり、実績データの収集が必要である。 
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ついて否定はなされないものの、DoA の役割を縮小する（例えば標準種子の生産を縮小する）

といった具体的な計画はない。 
一方で、DoA の認証種子（政府生産と民間生産）に限定せず品質の良い種子（民間による独

自の品質保証種子を含む）を安定的に供給することに関して政府の役割は引き続き重要であり、

民間セクターとの連携を強化し政府による原種種子の安定的供給を継続すること、市場に出回

る種子の現状を把握し種子産業の品質コントロールを行っていくことの意義は引き続き確認

された。上記のことから、プロジェクトがめざす方向性として、市場に出回る種子の品質改善

をめざすことで合意した。プロジェクト期間内では認証種子の生産体制改善をめざすが、市場

に出回る種子の品質改善につながる活動として、①種子の品質実態調査や、②民間を対象とし

た生産・検査の研修実施等にプロジェクト後半で取り組むこととする。 
 

４－２－３ PDM の改訂 
中間レビュー調査では、調査結果を踏まえて以下のとおり PDM の改訂につき合意した。 

・ プロジェクト目標指標：これまで認証標準種子の増加（量）を狙っていたプロジェクト目標

につき、生産体制が強化されることによる生産量増加への貢献は、因果関係が十分ではない

ため、変更した。プロジェクト目標である「生産体制の強化」は、生産計画の策定、生産、

認証の強化を意図しているため、各成果に関連する指標を設定する。 
・ 上位目標：プロジェクト目標までは DoA による認証種子（DoA の生産種子、民間の生産種

子）を対象としているが、上位目標では民間による独自の品質保証種子へのインパクト拡大

を念頭に、それら種子が市場で増えていることを間接的に測る指標を設定する。指標として、

「種子の品質調査」により品質の良い種子の割合が増加しているか、原種種子の安定的供給

がなされているか、の 2 点を設定する。 
・ 各成果の指標の精査 
・ 活動 2-5 の追加 （契約農家による技術の適用を促すフォローアップビジット） 
・ 活動 3-5 の追加 （市場に出回る種子の状況を種子サンプル検査やラベルチェック等を通じて

行い、種子市場の現状を把握し、品質コントロールのアクションプランを作成する）  
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第５章 提言と教訓 
 
５－１ 提 言 

（１） これまで JICA 専門家が主に企画・運営を担っていた原種種子生産セミナー
21
を、次回から

は DoA 主導で開催すること。中小規模の種子生産業者のセミナーへの参加を促すこと。 
 
（２） プロジェクトで導入した種子生産技術に関し、JICA 専門家チームと SPMDC が重要度、適

用可能性などについて協議を行う。その結果、速やかに適用が可能と判断された技術につい

ては、政府農場での適用指示の通達を 2014 年 10 月中旬までに出す。また、これまでの研修

内容・方法を精査し、マニュアルの内容や活用方法を含めた研修実施改善策の立案を進める。 
なお、HORDI からはハイブリッド種子の生産技術向上が急務となっており、プロジェクト

で取り組むべきとの要請が寄せられた。重要性は高く、成果２の活動に組み込んでいくこと

も一案である（既に研修を実施した実績もある）。 
 

（３） 種子生産研修で導入され、その後、DoA の園芸作物研究開発所による検証が進んでいる摘

果・剪定に関し、技術リリース委員会の承認を 2015 年末までに取得し、実用に移す。  
 
（４） 種子生産研修の計画・立案・実施を SPMDC に徐々に移行する。過去の JICA 研修員等の活

用も念頭に、JICA 専門家に代わって講義を担当する職員を任命する。 
 
（５） 研修で導入された生産技術の契約種子農家による採用を促すため、SPMDC 地域事務所に

よるフォローアップを行う。また、DoA の社会経済計画部（Social and Economic Planning 
Center：SEPC）は、本プロジェクトの評価活動（Independent Evaluation）を実施する予定で

あり、その際には、上述の契約種子農家の技術導入状況を含む、各成果の達成状況の調査・

分析を行う。 
 
（６） 市場にある種子の現状調査（Seed Quality Survey）について、SEPC が中心となって調査手

法を立案し、SCS と協力して調査を実施する。 
 
（７） プロジェクトは官民へのインパクトをめざしているが、プロジェクト前半は政府職員への

投入が主であった。後半は、民間を対象とした種子生産研修や種子検査研修を拡大する必要

がある（民間技術者、普及員、契約農家等）。 
 
５－２ 教 訓  

（１） 本プロジェクトでは種子生産技術の向上をめざしているが、どのような生産技術を対象と

するかに関して、JICA 専門家とカウンターパート機関の合意が十分に形成されておらず、導

入された技術の活用度の低さの一因となっている。また、種子認証の分野では、プロジェク

ト開始後、カウンターパート機関は種子認証に必要な技能をおおむね習得していることが明
                                                        
21

 プロジェクトの働きかけにより、これまで 4 回実施された。年 2 回の耕作期の前に実施され、官民からの参加がある。民間

からの原種種子の生産量の要望を SPMDC が受領したり、各種の情報交換・討議が行われる場となっている。 
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らかとなり、大きな改善の必要性は認められなかった。プロジェクト成果の効率的な発現の

ためには、成果でめざす種子生産や種子認証の技術移転の内容に関し、案件形成時に現行技

術の課題を調査し、計画時及びプロジェクト開始後、それらをいかに向上させるかについ  

て、JICA とカウンターパート機関で同意を形成することが重要である。 
 
（２） プロジェクトで供与した機材に係る関税や付加価値税などの税金を DoA が負担している

が、プロジェクト開始当時、DoA 職員や JICA 長期専門家はこの税金負担も必要性を認識し

ていなかった。計画時の討議議事録（R/D）には免税措置がとられる旨の記載があるが、DoA
の税金負担に関しては記載がない。そのため、輸入機材の税金を DoA が準備するのに約１年

かかっており、機材調達の遅れにつながった。当該国の制度により、カウンターパート機関

が供与機材の税金を支出する必要がある際には、カウンターパート機関がその旨を確認し、

早めに準備するよう促す必要がある。 
 
（３） 本プロジェクトの主なカウンターパート機関は SPMDC と SCPPC の 2 つである。地域事務

所や農場、販売所、検査室などの下部組織の職員も技術移転の対象である。また、プロジェ

クトの対象地域は 4 カ所あり、そのうちの 3 カ所は、プロジェクト事務所からの移動に片道

2〜3 時間を要する。キャパシティ・ビルディングをめざす案件では、JICA 専門家とカウン

ターパート機関職員が常に指導・相談できる距離で仕事をすることが望ましいこと、農作物

の栽培技術の指導は、その成長段階や状態を常に把握し、タイミングよく行うことが望まし

いことなどを考えると、上述のように多くの組織を相手に、複数で遠い現場において活動を

推進し、成果を発現させるのは容易なことではない。キャパシティ・ビルディングの案件や

農業案件においては計画時、カウンターパート機関や対象地域の数を限定することを十分検

討すべきである。 
 
（４） 本プロジェクトは、種子生産の民営化が導入されたが政府も生産・販売に携わっており、

種子法は施行されているが細則が決められていないため実効性が薄い、という複雑な状況の

もとで実施されている。その影響もあり、計画時の標準種子の位置づけに関する認識の一部

に齟齬が生じ、プロジェクト開始後にプロジェクト目標の変更が必要となり、当中間レビュ

ーでも PDM を大幅に改訂することになった。民営化が進みつつある状況下で、政府の役割

を支援するようなプロジェクトにおいては、政府の果たすべき役割や当該セクターがめざす

方向についてカウンターパート機関とも十分に協議を行ったうえで、プロジェクトの枠組み

を慎重に策定する必要がある。 
 
５－３ 団長所感 

JICA 農村開発部次長 

田和 正裕 

プロジェクト開始からこれまでの 2 年 4 カ月、日本側専門家チームは、スリランカ側と良好な

関係を構築しながら真摯な活動を行っているといえる。しかしながら、プロジェクトの目標設定

から実施まで、さまざまな問題を抱えている。プロジェクトとして今後取り組むべき事項は提言

にまとめているが、以下の観点について留意して進めていくべきである。 
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（１）プロジェクト実施の必要性 
農民に対し良質な種子を過不足なく供給することは、政府が担うべき重要な役割であり、

本件プロジェクトの重要性は高い。 
しかしながら、種子市場における種子の質、量ともに不明な部分も多く、スリランカ政府

は、明確、かつ的を射た政策を策定できていないのが現状である。このため本協力の枠組み

において、市場の調査（データベース構築支援を含む）を支援し、スリランカ政府の種子政

策の方向性を明らかにし、プロジェクト活動の有効性を明確にする意義は高いものと思料。 
 
（２）ビジョンの明確化と共有 

上記と同様、種子市場の状況が分かりにくいことから、プロジェクトの狙いが不明瞭な部

分が残り、種子生産における質や需給における問題の所在やこれらに対応するアプローチに

対するビジョンも不明瞭になっている。その結果、プロジェクト活動の実施段階では、セミ

ナーや技術研修の企画／実施の多くを日本側専門家に頼るなど、スリランカ側のオーナーシ

ップや関与が十分でないケースがみられ、プロジェクトの効果、効率性、持続性を減衰させ

る要因となるリスクを有している。このため、プロジェクトのビジョンや取り組むべきアプ

ローチを明確にし、関係者と共有することにより、スリランカ側のオーナーシップを高めて

いくことが重要である。 
 
（３）コミュニケーションとフォローアップ 

専門家チームは、DoA との月例会議や JCC の開催の点では、良好なコミュニケーションの

枠組みを有しているといえる。しかしながら、プロジェクトで抱える問題（例：新技術の導

入、DoA の通達、機材等）が解決されるまでフォローされていない例がみられる。このため、

会議の開催のみならず、責任者、履行期限等を明確にし、問題解決まで、フォローアップを

行うことが肝要である。 
JICA 本部及び事務所はこれらのフォローアップ状況について、モニタリングを行い、必要

に応じ解決に向けた相談、指導、支援を行うことが必要である。 
 
（４）持続性確保のためのハンドオーバーの必要性 

プロジェクト活動においては、DoA 側のオーナーシップ、パフォーマンスの低さから、日

本側専門家チームがプロジェクト目標達成に向けて、主体的に行っている活動も多い。しか

しながら、これを継続させるとプロジェクトの持続性を損なうリスクも生じるため、段階的

にスリランカ側に活動の主体を移していくなどキャパシティ・ビルディングを行っていく必

要がある。 
 
５－４ 種子行政団員所感 

                        農林水産省食料産業局新事業創出課 

                                               齋藤千栄美（種子行政担当） 

（１）中間レビュー調査についての所感 
１）全般事項 

ａ）プロジェクト開始時に設定された目標が、開始後ある程度の現地の情報・意向がより
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明確化された段階で変更されるという評価手法は、プロジェクトの成果を 大限にする

ために意義深いことと感じた。 
ｂ）DoA との意見交換のみならず、SPMDC、SCPPC、民間種苗業者、自家採種農家等か

ら直接聞き取りをするという調査・評価方法、また、官民合同による会議の場で提言を

確認することについては、問題点・責任分担を明確にする意味で非常に有意義であると

思料する。 
ｃ）プロジェクトでは、種子生産技術研修を実施してきたが、SPMDC の職員が研修内容

を理解するも、世界的に基本的な技術であるにもかかわらず、従来の生産方法を変更す

ることに対して抵抗があるとのことで圃場における実践率が低いという懸案事項があ

る。一方で、大手民間種苗業者では、組織培養などの技術を積極的に導入しており、官

主導の国において民が技術レベルでは上回っているのが現状である。 
  しかし、調査期間中、スリランカ側の官民関係者は、どの部署においても調査団に対

して率直かつ丁寧に説明をされていたこと、また調査団からの提案に対して非常に熱心

に検討されているので、今後のプロジェクトの成果として政府関係者の意識改革が進む

ことが期待できる。 
２）種子病害検査の実施 

現在、DoA では、プロジェクトによる研修の効果があり、種子品質については、発芽率、

水分率を中心に検査が実施され認証種子として流通されている。 
一方で、日本から派遣された種子病理の専門家の報告によると、スリランカ国内ではス

イカの果実汚斑細菌病（Bacterial Fruit Blotch：BFB）及びトマトのかいよう病の発生が確

認されている。両病害は、種子伝染性の重要病害であり、BFB については、他のウリ科野

菜でも発生するおそれがある。今後は、今回改正された PDM で追加された「種子病理検

査の実施」という指標を重視し、国内生産種子の病害検査を早急に実施していくとともに、

種子消毒及び病害の発生した圃場における適正な株の処分を周知する必要がある。また、

検疫当局における輸入種子の無病証明書の確認の徹底を求めることが必須と考える。 
さらに、スリランカは熱帯性気候であり、病害虫が通年で繁殖されるため、この 2 病害

に限らず、病害虫の発生の放置は、農家の生産性を著しく低下させるおそれがあるので要

注意である。 
 
（２）今後のスリランカ国野菜種子政策について 

１）プロジェクト成果の更なる発展をめざして 
ａ）種子法細則の施行・運用 

スリランカでは、2003 年に種子法が制定されたが細則が施行されていない状況で、調

査期間中わが国の種子検査制度について質問を受けることもあり、運用にあたっての迷

いが見受けられた。今後は、他国の種子制度の運用方法を参考とし、スリランカで適用

されていることが望まれる。 
ｂ）野菜種子の適正な需給計画 

今回改正された PDM では、プロジェクトの活動に市場流通している野菜種子のサン

プル調査の実施が追加されたので、今後は、これをベースとして、DoA 主導による国内

生産・輸入を網羅した市場全体の完全データベース化を図ることが望ましい。データベ
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ース化にあたっては、DoA の供給する種子は、主要種子でも 7％を占めるにすぎないた

め、民間種苗業者を含めたデータを収集する必要がある。このためには、種子法に基づ

く国内・輸入の種苗業者の登録の徹底が必須である。しかし、スリランカ種子生産者協

会（SPASL）の会員となっていない個々の種苗業者に対して DoA が直接指導をするには

限界があるため、団体から輸入業者を含めた種苗業者に対して加入を促進し、会員同士

で意識の啓蒙を図っていくことも登録数の増加のためにはひとつの手段であると思料す

る。 
以上のデータベースの完成によって野菜種子の供給量が正確に把握できるため、適正

な需給計画の策定が可能になるものと判断する。 
ｃ）種子の表示項目の追加 

今回の調査で政府の種子販売所等において野菜種子包装袋の表示を確認したところ、

品種名、生産者名、包装年月日、発芽率について適正に表示されていた。 
一方で、産地での農薬使用についての情報不足により、特に地下水を利用した野菜産

地における住民の腎臓障害の発生の問題が起こっている。 
わが国の制度では、種子の表示項目のひとつとして、種子の生産過程で使用した農薬

名を記載することになっており、スリランカにおいても使用農薬名を表示義務づけ項目

として追加されれば、農薬使用についての認識改善につながるものと期待する。 
また、スリランカでは、粗悪な輸入種子も問題になっているが、表示制度の徹底は健

全な種子の輸入のための効果的な対策であると思料する。 
２）その他の種子政策 

ａ）官民の役割分担の明確化 
スリランカでは、原種種子及び基準種子の生産・検査・流通・販売までを農業省及び

民間種苗業者の双方が行っている。しかし、制度等の諸条件が整備された段階で、販売

まで農業省が所管すべきか、野菜の種類での分担ができないか検討すべきではないかと

考える。例えば、わが国では、バレイショ及びサトウキビは、栄養繁殖性作物のなかで

も生産性が低く、無病害虫性が求められるため、日本の独立行政法人種苗管理センター

が原原種の生産のみを行っているので、そのような他国のシステムも参考にしていただ

きたい。 
ｂ）植物品種の保護制度の制定 

スリランカにおいては、現在のところ植物品種保護に係る法令は制定されていない。

しかし、農業省における種子生産基盤が整備されたのちには、次のステップとして育成

者権の保護対策が重要と考える。育成者権の保護対策は、育成した品種の権利の保護に

よるスリランカの種苗業界の活性化のみならず、官民が保有する貴重な遺伝資源の保護

に寄与するところも大きいと判断する。 
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Dr. Chithral
(SCPPC)

Mr.
Weerakoon
(SPMDC)

Ms. Ayoni
(SEPC)

Move (Colombo-Kandy)

Meeting / Interview with experts

2 9/2 Tue

Interview with SPMDC,VSC,
Government seed sales centre
Interview with PDOA
Interview with HORDI

Kandy

3 9/3 Wed
Interview with SCPPC, SCS, STL
Interview with SEPC
Interview with ETC

Kandy

4 9/4 Thu

Field visit to Aluttarama
Interview with DD and AO, Farm
Manager
Interview with SCS, STL

Aluttharama

5 9/5 Fri
Visit to CIC, Samarakoon, Baurs etc.
Visit to Government Seed Sales Centre,
Kegalle

Kandy/
Kegalla

6 9/6 Sat Documentation

7 9/7 Sun Documentation

8 9/8 Mon Documentation Arrival to CMB

9 9/9 Tue

Field visit to Nikaweratiya
 Interview with DD and Government
seed sales centre
Interview with Contract seed growers
Interview with PDOA

Meeting at JICA Sri Lanka Office
CC to ERD
CC to SPASL
Move (Colombo-Kandy)

Nikaweratiya

11 9/11 Thu Kandy

12 9/12 Fri Kandy

13 9/13 Sat Kandy

14 9/14 Sun
Arrival to CMB
Move to Dambulla

Kandy

15 9/15 Mon Dambulla

16 9/16 Tue Dambulla

18 9/18 Thu Kandy

No.

9/1

Internal MTG
Documentation
Move to Dambulla

Internal MTG
Documentation

Interview with HORDI

Discussion with C/P on draft review report

Meeting with Secretary of Agriculture Kandy/
Colombo

9/17 Wed

Review Team from Sri Lankan side

Meeting with DG and C/Ps

Meeting with SPMDC, VSC, Seed sales centre
Meeting with SCPPC, SCS, STL

Wed10

JCC

Kandy

Field visit to Mahailpallama
Interview with SCS, STL
Interview with DD, Observation of the farm
Interview with Contract seed growers and self seed producers

Field visit to CIC and Hayleys farm and seed dealers

Date

Colombo/
Kandy

Field visit to Kundasale
Interview with DD, Observing seed production training, Observing
Processing Unit, Interview with SCS
Government Seed sales centre & seed dealers

9/1919 Fri

Departure from CMB

1

17

9/10

Ministry of Agriculture,
Forestry and Fisheries (Ms.

Saito)

Move (Kandy-Colombo), Report to JICA Office

Place

Mon

Kandy

Meeting with experts and local consultant

Consultant (Ms. Tamura) JICA (Mr. Tawa, Ms. Yokota)

１．調査日程表 
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名前 役職 所属 

Dr. Rohan Wijekoon Director General Department of Agriculture 

Mr. Sunil Govinnage Director SPMDC 

Mr. Thilakarathne Additional Director SPMDC 

Mr. O. P. K. Chandrasiri Director SCPPC 

Dr. Rohini Nayanakkara Deputy Director SCS 

Mr. N. P. S K Karunarathna AI SCS, Aluttharama 

Mr. D. M.N. Ekanayaka TA SCS, Aluttharama 

Mr. Wasantha Herath OIC/ AI SCS, Kundasale 

Mr. Kulatunga OIC/ AI SCS, Mahaillupallama 

Ms.C Wasanthi Gunasekara OIC SCS, Palwehera, Bambulla 

Dr. Lakmal Research Officer Seed Health Unit 

Ms. Yasantha OIC STL 

Mr. J. W. K. Samaranayake AO STL, Aluttharama 

Mr. Wijesekara Director ETC 

Dr. Hemal Fernando Director HORDI 

Dr. K.A.N.P. Bandara Additional Director HORDI 

Mr. Stanley Perara Director SEPC 

Dr. Kamal Karunagoda Agriculture Economist SEPC 

Mr. Priyantha Wemarasena Deputy Director 
Regional Office of SPMDC, 
Aluttharama  

Mr. Senevirathne Deputy Director 
Regional Office of SPMDC, 
Kundasale 

Ms. D N M C K Nawarathna AO 
Regional Office of SPMDC, 
Kundasale 

Mr. S M S B S Koralegedara AI 
Regional Office of SPMDC, 
Kundasale 

Mr. H P J S Gunawardana AI 
Regional Office of SPMDC, 
Kundasale 

Mr. H M J Herath Deputy Director 
Regional Office of SPMDC, 
Mahailuppalama 

Mr. K M Pushpakumara AI 
Regional Office of SPMDC, 
Mahailuppalama 

Ms. Subasinghe Deputy Director 
Regional Office of SPMDC, 
Nikawaratiya 

Mr. Dissanayake TA 
Government Seed Farm, 
Aluttharama 

Mr. Upali Gunathilaka Farm Manager Government Seed Farm, Kundasale 

Mr. Abeyrathne Contract seed grower Mahailuppalama 

２．主要面談者リスト 
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Mr. Imaka Harischandra Contract seed grower Mahailuppalama 

Mr. A. M. Abeywickrama Contract seed grower Nikawaratiya 

Mr. Senevirathne Bandara Contract seed grower Nikawaratiya 

Mr. Muthubandara Dissanayae 
Provincial Director of 
Agriculture 

Department of Agriculture, 
Provincial Council, Central 
Province 

Mr. Kithsiri, Director Director 
Department of agriculture, 
Provincial Council, North Western 
Province 

Mr. Sirimewan Herath Deputy Director 
Department of agriculture, 
Provincial Council, North Western 
Province 

Mr. Aruna Wijekoon Farm Manager 
Department of agriculture, 
Provincial Council, North Western 
Province 

Mr. Leo Nanayakkara Chairman 
SPASL (Managing Director of Best 
Seeds) 

Mr. Tilina Bandaranayaka Assistant manager  Best Seeds Co. (Pvt.) Ltd. 

Mr. Hemantha Galagoda Senior Manager CIC Seeds (Pvt) Ltd. 

Mr. Anjana Leelaratne General Manager 
Seeds and Planting Material for 
National Agriculture Development, 
CIC Agri Business 

Mr.Sunil Gamaethige General Manager Haylays Agriculture Holdings Ltd. 

Mr. Senarath Samarakoon Owner Samarakoon Agriculture Services 

Ms. Himali Perera Assistant Director 
Department of External Resources, 
Ministry of Finance & Planning 

Ms. J.D. Gayoma Senanayake Assistant Director 
Department of External Resources, 
Ministry of Finance & Planning 

高橋 順二 
チーフアドバイザー/認証

野菜種子生産システム 
JICA 長期専門家 

飯塚 協太 種子生産/販売 JICA 長期専門家 

臼井 麻乃 業務調整/訓練 JICA 長期専門家 

加来 久敏 植物病理 JICA 短期専門家 

Dr. Sarath L. Weerasena ローカルコンサルタント JICA 専門家チーム 

＜略称＞   
AI: 農業指導員 AO: 農業オフィサー 
OIC: 担当職員 TA: 技術アシスタント 
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３．プロジェクト実施体制図 
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主

要
作

物
の

原
種

種
子

生
産

の
計

画
達

成
率

が
増

え
る

2-
3

SP
M

D
C

の
記

録

3-
1

改
善

計
画

で
提

言
さ

れ
た

対
応

策
が

、
種

子
検

査
プ

ロ
セ

ス
で

実
践

さ
れ

る
3-

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

3-
2

種
子

検
査

の
研

修
参

加
者

の
75

%
が

、
研

修
後

の
テ

ス
ト
に

合

格
す

る
3-

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

3-
3

年
間

の
原

種
種

子
及

び
標

準
種

子
の

サ
ン

プ
ル

数
が

増
え

る
3-

3
SC

S 及
び

検
査

室
の

記
録

3-
4

表
で

掲
げ

た
主

要
作

物
に

関
し

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

実
施

さ
れ

、
検

査
数

が
増

加
す

る
3-

4
SC

S 及
び

検
査

室
の

記
録

3-
5

種
子

検
査

に
よ

り
不

合
格

と
な

る
サ

ン
プ

ル
数

が
減

少
す

る
*
*
*

3-
5

SC
S 及

び
検

査
室

の
記

録

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
中

に
、

農
業

省
か

ら
種

子
生

産
に

必
要

な
予

算
お

よ
び

人
員

が
配

分
さ

れ
る

成
果

1.
SP

M
D

C
の

種
子

生
産

・
配

布
計

画
策

定
能

力
が

向
上

す
る

2.
官

民
の

野
菜

種
子

の
生

産
技

術
が

向
上

す
る

3.
官

民
の

野
菜

種
子

の
品

質
管

理
技

術
が

改
善

す
る

裨
益

者
：
農

業
局

職
員

（
SP

M
D

C
、

SC
PP

C
、

政
府

種
子

農
場

等
）
、

民
間

企
業

、
政

府
・
民

間
契

約
種

子
農

家
、

関
連

政
府

機
関

 ( 州
政

府
農

業
局

職
員

)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
約

指
標

入
手

手
段

上
位

目
標

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標
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1-
1

官
民
が
参
加
す
る
定
期
的
会
合
及
び
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
1.

専
門

家
派

遣
1.

C
/P
の
配

置

1-
2

対
象
地
域
に
お
け
る
市
場
調
査
と
生
産
・
配
布
の
実
態
調
査
を
行
う

1-
3

官
民
双
方
を
対
象
と
し
た
、
野
菜
種
子
の
生
産
、
輸
入
、
配
布
、
在
庫

に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る

1-
4

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
昨
期
の
生
産
計
画
の
レ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
い
て
、
種

子
の
生
産
計
画
（
マ
ハ
期
、
ヤ
ラ
期
）
を
策
定
す
る

(3
) カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

(4
) 関

係
政
府
機
関
職
員
（

H
O

R
D

I 研
究
員
等
必
要
に
応
じ
て
）

前
提

条
件

1-
5

種
子
販
売
サ
ー
ビ
ス
の
現
況
評
価
を
行
い
、
改
善
計
画
を
作
成
す
る

2.
資

機
材

2.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
所

1-
6

D
oA

モ
デ
ル
販
売
所
に
お
い
て
、
改
善
計
画
（

1-
5 ）

に
基
づ
い
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
活
動
を
実
施
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
必
要
な
機
材

（
種

子
生

産
、
調

整
、
検

査
に
関

す
る
機

材
等

）
執

務
室

内
の
電

気
、
家

具
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
な
ど
必

要
な

施
設

2-
1

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
種
子
、
原
種
種
子
及
び
標
準
種
子
の
生
産
に
関
す
る
現

状
レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
を
含
む
）

2-
2

2-
1 に

基
づ
い
て
、
適
切
な
種
子
生
産
機
材
お
よ
び
施
設
の
導
入
、
な

ら
び

に
政
府
種
子
農
場
の
種
子
調
整
場
の
機
材
更
新
を
行
う

3.
研

修
費

用
3

施
設

お
よ
び

機
材

2-
3

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
及
び
原
種
種
子
の
生
産
に
関
し
て
、
政
府
及
び
民
間
の

技
術
職
員
、
普
及
員
、
契
約
農
家
向
け
に
実
技
研
修
を
行
う

カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー

ト
研

修
（
本

邦
/ 第

三
国

）
研

修
会

場
、
設

備
・
機
材

、
交

換
用

部
品

等
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
必
要
な
項
目
で
、
日
本
側
か
ら
供
与
さ
れ
る
以
外
の
も
の

2-
4

標
準
種
子
の
生
産
に
関

し
て
、
生
産
者
向
け
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
す
る

4.
そ
の
他

4.
ロ
ー

カ
ル
コ
ス
ト

2-
5

研
修
を
受
け
た
政
府
の
技
術
職
員
お
よ
び
農
家
が
、
契
約
農
家
と
潜

在
的
契
約
農
家
に
対
し
て
、
標
準
種
子
の
生
産
指
導
を
圃
場
で
行
う

ロ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
ロ
ー
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
雇
用
費

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
の
必
要
経
費
（

C
/P
向
け
国
内
研
修

用
日
当
・
旅
費
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
オ
フ
ィ
ス
の
光
熱
費
等
）

3-
1

種
子
認
証
シ
ス
テ
ム
の
現
行
手
順
お
よ
び
施
設
の
評
価
調
査
を
実
施

し
、
改
善
計
画
を
作
成
す
る

3-
2

種
子
検
査
に
関
す
る
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
研
修
教
材
を
作
成
す
る

3-
3

政
府
及
び
民
間
の
技
術
職
員
、
普
及
員
に
対
し
て
、
種
子
の
品
質
管

理
（
圃
場
検
査
と
種
子
検
査
）
に
関
す
る
研
修
を
行
う

3-
4

種
子
生
産
者
に
対
し
て
、
優
良
種
子
を
準
備
す
る
た
め
の
研
修
を
行
う

3-
5

種
子
の
品
質
管
理
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
促
進
す
る

**
*

   
   

   
   

* 
 主

要
作
物
名

1.
 マ

メ
, 2

. ニ
ガ
ウ
リ

, 3
. ナ

ス
, 4

. ト
ウ
ガ
ラ
シ

, 5
. キ

ュ
ウ
リ

6.
 ヘ

チ
マ

, 7
. オ

ク
ラ

, 8
. カ

ボ
チ
ャ

, 9
. ヘ

ビ
ウ
リ

, 1
0.

 ト
マ
ト

**
　
上
位
目
標
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
指
標
は
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
ま
で
に
見
直
す

**
* 　

ラ
ン
ダ
ム
検
査
の
活
動
及
び
指
標
は
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
ま
で
に
見
直
す

野
菜
種
子
産
業
に
お
い
て
、
民
間
の
参
加
が

保
証
さ
れ
、
促
進
さ
れ
る

活
動

投
入

1.
 大

規
模
な
自
然
災
害
が
起
き
な
い

2.
 大

規
模
な
病
虫
害
が
発
生
し
な
い

3.
 研

修
を
受
け
た
技
術
職
員
が
、
継
続
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
得
た
技
術
な
ら
び

に
知
識
の
普
及
に
携
わ
る

日
本

側
ス
リ
ラ
ン
カ
側

(1
) 長

期
専
門
家
：

4 名
（

a.
 リ
ー
ダ
ー

/ 認
証
種
子
生
産
シ
ス
テ
ム
、

b.
 種

子
検
査
、

c.
 種

子
生
産

/ 販
売
、

d.
 業

務
調
整

/ 研
修
）

(2
) 短

期
専
門
家
：
種
子
検
査
（
圃
場
検
査
含
む
）
、
種
子
病

理
、
植

物
病

理
、
農

家
経

済
、
営

農
、
市

場
分

析
、
種

子
の
収

穫
後
処
理
等
（
必
要
に
応
じ
て
）

(1
) プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
：

D
O

A
局
長

(2
) プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
：

SP
M

D
C
所
長
、

SC
PP

C
所
長

種
子
の
生
産
に
関
し
て
、
政
府
及
び
民
間
の
技
術
職
員
、
普
及

員
、

契
約
農
家
向
け
に
実
技
研
修
を
行
う

 
種
子
の
生
産
に
関
し
て
、
生
産
者
向
け
の
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す

る
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1
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du
ct

 re
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la
r m

ee
tin
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nd
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in
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or
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 b
et

w
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t o
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du
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 m
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tin
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rv
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 p
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, d
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 p
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r s
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da
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nd
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vi
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f t
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 p
re

vi
ou

s s
ea

so
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Pr
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di
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 d
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t m
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 C
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t f
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 p
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 c
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 p
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 p
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Pr
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er
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an
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) p
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 si
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 C
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

名
：
ス

リ
ラ

ン
カ

国
認

証
野

菜
種

子
生

産
シ

ス
テ

ム
強

化
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

期
間

：
20

12
年

5 月
か

ら
20

17
年

5 月
（

5 年
間

）

対
象

地
域

：
ク

ン
ダ

サ
レ

、
ア

ル
ッ

タ
ラ

マ
、

マ
ハ

イ
ル

パ
ル

マ
お

よ
び

ニ
カ

ウ
ェ

ラ
テ

ィ
ヤ

外
部

条
件

1
市

場
に

出
回

る
野

菜
種

子
の

う
ち

、
農

業
局

の
基

準
を

満
た

し
て

い
る

種
子

の
割

合
が

増
加

す
る

農
業

局
が

実
施

す
る

「
市

場
に

出
回

る
種

子
の

品
質

調
査

」
の

結
果

2
民

間
の

種
子

生
産

業
者

か
ら

S
P
M

D
C

に
原

種
種

子
の

供
給

要
請

が
あ

っ
た

際
、

9
0
%
以

上
は

供
給

が
な

さ
れ

る

SP
M

D
C

の
在

庫
記

録

SP
M

D
C

の
レ

ポ
ー

ト

1
政

府
及

び
民

間
セ

ク
タ

ー
双

方
の

情
報

共
有

が
進

ん
だ

と
答

え
る

関
係

者
が

増
加

す
る

SP
A

SL
へ

の
質

問
票

2
農

業
局

の
職

員
の

8
0
％

以
上

が
「
種

子
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

よ
っ

て
デ

ー
タ

処
理

業
務

が
効

率
化

し
た

」
と

考
え

る
農

業
局

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
主

要
ユ

ー
ザ

ー
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査

3
種

子
生

産
研

修
に

参
加

し
た

契
約

農
家

の
6
0
％

以
上

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

紹
介

し
た

技
術

を
適

用
す

る
（
※

）
（
※

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

紹
介

し
た

技
術

の
う

ち
一

つ
以

上
を

使
う

）
契

約
農

家
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

4
SC

PP
C

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

導
入

し
た

芽
生

評
価

検
査

マ
ニ

ュ
ア

ル
や

教
材

を
使

っ
て

在
職

者
研

修
や

新
人

研
修

を
継

続
的

に
実

施
す

る

SC
PP

C
の

記
録

5
「
市

場
に

出
回

る
種

子
の

品
質

調
査

」
の

結
果

に
基

づ
き

作
成

し
た

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
が

実
施

さ
れ

る
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
の

進
捗

報
告

1-
1.

セ
ミ
ナ

ー
や

定
期

会
議

で
民

間
及

び
政

府
か

ら
提

起
さ

れ
た

課
題

を
解

決
す

る
た

め
の

対
応

策
が

実
施

さ
れ

る
1-

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

1-
2.

民
間

セ
ク

タ
ー

の
ニ

ー
ズ

を
考

慮
し

た
、

原
種

種
子

の
生

産
計

画
が

策
定

さ
れ

る
1-

2
SP

M
D

C
の

記
録

1-
3

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

二
か

所
の

モ
デ

ル
D

oA
種

子
販

売
所

の
改

善

が
な

さ
れ

た
の

ち
、

さ
ら

に
二

か
所

の
D

oA
種

子
販

売
所

が
改

善

さ
れ

る

1-
3

S
P
M

D
C

の
記

録

2-
1

種
子

生
産

研
修

参
加

者
の

75
%

が
、

研
修

後
の

テ
ス

ト
に

合
格

す
る

2-
1

研
修

後
の

テ
ス

ト
結

果

2-
2.

種
子

生
産

研
修

参
加

者
の

8
0
％

が
研

修
が

有
用

と
考

え
る

2-
2

研
修

後
の

質
問

票

2-
3

農
業

局
の

通
達

に
沿

っ
て

政
府

種
子

農
場

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

紹
介

し
た

技
術

を
採

用
す

る
2-

3
農

業
局

の
通

達
政

府
種

子
農

場
ス

タ
ッ

フ
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
中

に
、

農
業

省
か

ら
種

子
生

産
、

品
質

管
理

（
検

査
）
、

販
売

に
必

要
な

予
算

お
よ

び
人

員
が

配
分

さ
れ

る

市
場

に
出

回
る

野
菜

種
子

の
う

ち
、

農
業

局
が

定
め

る
基

準
（
※

※
）
を

満
た

し
て

い
る

種
子

の
量

（
※

）
が

増
加

す
る

（
※

）
農

業
局

に
よ

る
認

証
種

子
（
農

業
局

の
生

産
種

子
、

民
間

の
生

産
種

子
）
及

び
民

間
に

よ
る

独
自

の
認

証
種

子
（
※

※
）
「
種

苗
認

証
基

準
」
（
2
0
0
9
年

種
子

認
証

サ
ー

ビ
ス

発
行

）

対
象

地
域

に
お

け
る

野
菜

の
認

証
種

子
の

生
産

体
制

が
改

善
さ

れ
る

成
果

1.
SP

M
D

C
の

種
子

生
産

・
供

給
計

画
策

定
能

力
が

向
上

す
る

2.
官

民
の

野
菜

種
子

の
生

産
技

術
が

向
上

す
る

裨
益

者
：
農

業
局

職
員

（
SP

M
D

C
、

SC
PP

C
、

政
府

種
子

農
場

等
）
、

民
間

企
業

、
政

府
・
民

間
契

約
種

子
農

家
、

関
連

政
府

機
関

 ( 州
政

府
農

業
局

職
員

)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

要
約

指
標

入
手

手
段

上
位

目
標

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

種
子

政
策

が
変

更
し

な
い

1
  
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

に
、

種
子

生
産

、
品

質
管

理
（
検

査
）
、

販
売

に
必

要
な

予
算

お
よ

び
人

員
が

ス
リ
ラ

ン
カ

政
府

よ
り

配
分

さ
れ

る

2
  
H

O
R
D

Iが
重

要
な

野
菜

の
斉

一
な

育
種

家
種

子
を

生
産

す
る

５．PDM 第５版（和文・英文）及び PO 第５版（英文） 
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3-
1

改
善

計
画

で
提

言
さ

れ
た

対
応

策
が

、
種

子
検

査
プ

ロ
セ

ス
で

実
践

さ
れ

る
3-

1
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
資

料

3-
2

種
子

検
査

の
研

修
参

加
者

の
75

%
が

、
研

修
後

の
テ

ス
ト
に

合

格
す

る
3-

2
研

修
後

の
テ

ス
ト
結

果

3-
3

種
子

検
査

手
順

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
が

完
成

し
、

活
用

さ
れ

る
3-

3
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
S
C

S
/
S
T

L
ス

タ
ッ

フ
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー

3-
4

カ
ビ

と
バ

ク
テ

リ
ア

の
種

子
病

理
検

査
が

実
施

さ
れ

る
3-

4
SC

S/
ST

L の
記

録

3-
5

「
市

場
に

出
回

る
種

子
の

品
質

調
査

」
の

結
果

に
基

づ
き

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
が

作
成

さ
れ

る
3-

5
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン

1-
1

官
民

が
参

加
す

る
定

期
的

会
合

及
び

合
同

セ
ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

1.
専

門
家

派
遣

1.
C

/P
の

配
置

1-
2

対
象

地
域

に
お

け
る

市
場

調
査

と
生

産
・
供

給
の

実
態

調
査

を
行

う

1-
3

官
民

双
方

を
対

象
と

し
た

、
野

菜
種

子
の

生
産

、
輸

入
、

供
給

、
在

庫
に

関
す

る
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

構
築

す
る

1-
4

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

及
び

昨
期

の
生

産
計

画
の

レ
ビ

ュ
ー

に
基

づ
い

て
、

種
子

の
生

産
計

画
（
マ

ハ
期

、
ヤ

ラ
期

）
を

策
定

す
る

(3
) カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト

(4
) 関

係
政

府
機

関
職

員
（

H
O

R
D

I 研
究

員
等

必
要

に
応

じ
て

）
前

提
条

件

1-
5

種
子

配
布

・
販

売
サ

ー
ビ

ス
の

現
況

評
価

を
行

い
、

改
善

計
画

を
作

成
す

る
2.

資
機

材
2.

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

事
務

所

1-
6

農
業

局
モ

デ
ル

種
子

販
売

所
に

お
い

て
、

改
善

計
画

（
1-

5 ）
に

基
づ

い
た

活
動

を
実

施
す

る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
に

必
要

な
機

材
（
種

子
生

産
、

調
整

、
検

査
に

関
す

る
機

材
等

）
執

務
室

内
の

電
気

、
家

具
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
接

続
な

ど
必

要
な

施
設

2-
1

ハ
イ

ブ
リ
ッ

ド
種

子
、

原
種

種
子

及
び

標
準

種
子

の
生

産
に

関
す

る
現

状
レ

ビ
ュ

ー
を

行
う

（
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
を

含
む

）

2-
2

政
府

種
子

農
場

の
種

子
生

産
、

調
整

、
品

質
管

理
に

か
か

る
機

材
を

導
入

、
更

新
す

る
3.

研
修

費
用

3
施

設
お

よ
び

機
材

2-
3

優
良

種
子

の
生

産
に

関
し

て
、

政
府

及
び

民
間

の
技

術
職

員
、

普
及

員
、

契
約

農
家

向
け

に
実

技
研

修
を

行
う

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
研

修
（
本

邦
/ 第

三
国

）
研

修
会

場
、

設
備

・
機

材
、

交
換

用
部

品
等

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
に

必
要

な
項

目
で

、
日

本
側

か
ら

供
与

さ
れ

る
以

外
の

も
の

2-
4

優
良

種
子

の
生

産
に

関
し

て
、

生
産

者
向

け
の

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

4.
そ

の
他

4.
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト

2-
5

研
修

を
受

け
た

普
及

員
が

、
研

修
を

受
け

た
契

約
農

家
に

よ
る

技
術

の
適

用
を

促
す

た
め

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

訪
問

を
行

い
圃

場
で

指
導

す
る

ロ
ー

カ
ル

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
及

び
ロ

ー
カ

ル
ス

タ
ッ

フ
雇

用
費

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
の

た
め

の
必

要
経

費
（

C
/P

向
け

国
内

研
修

用
日

当
・
旅

費
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
オ

フ
ィ

ス
の

光
熱

費
等

）

3-
1

種
子

認
証

シ
ス

テ
ム

の
現

行
手

順
及

び
施

設
の

評
価

調
査

を
実

施
し

、
改

善
計

画
を

作
成

す
る

3-
2

種
子

検
査

に
関

す
る

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
及

び
研

修
教

材
を

作
成

す
る

3-
3

政
府

及
び

民
間

の
技

術
職

員
、

普
及

員
に

対
し

て
、

種
子

の
品

質
管

理
（
圃

場
検

査
と

種
子

検
査

）
に

関
す

る
研

修
を

行
う

3-
4

種
子

生
産

者
に

対
し

て
、

優
良

種
子

を
準

備
す

る
た

め
の

研
修

を
行

う

3-
5

野
菜

種
子

マ
ー

ケ
ッ

ト
の

現
状

把
握

の
た

め
、

種
子

検
査

や
ラ

ベ
ル

チ
ェ

ッ
ク

を
含

む
「
市

場
に

出
回

る
種

子
の

品
質

調
査

」
を

実
施

す
る

   
   

   
   

* 
 対

象
作

物
名

野
菜

種
子

産
業

に
お

い
て

、
民

間
の

参
加

が
保

証
さ

れ
、

促
進

さ
れ

る

活
動

投
入

1.
 大

規
模

な
自

然
災

害
が

起
き

な
い

2.
 大

規
模

な
病

虫
害

が
発

生
し

な
い

3.
 研

修
を

受
け

た
技

術
職

員
が

、
継

続
し

て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

通
じ

て
得

た
技

術
な

ら
び

に
知

識
の

普
及

に
携

わ
る

日
本

側
ス

リ
ラ

ン
カ

側

(1
) 長

期
専

門
家

：
4 名

（
a.

 リ
ー

ダ
ー

/ 認
証

種
子

生
産

シ
ス

テ
ム

、
b.

 種
子

検
査

、
c.

 種
子

生
産

/ 販
売

、
d.

 業
務

調
整

/ 研
修

）

(2
) 短

期
専

門
家

：
種

子
検

査
（
圃

場
検

査
含

む
）
、

種
子

病

理
、

植
物

病
理

、
農

家
経

済
、

営
農

、
市

場
分

析
、

種
子

の
収

穫
後

処
理

等
（
必

要
に

応
じ

て
）

(1
) プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
：

D
O

A
局

長

(2
) プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ネ
ー

ジ
ャ

ー
：

SP
M

D
C

所
長

、
SC

PP
C

所
長

3.

1.
 マ

メ
, 2

. ニ
ガ

ウ
リ

, 3
. ナ

ス
, 4

. ト
ウ

ガ
ラ

シ
, 5

. キ
ュ

ウ
リ

, 6
. ヘ

チ
マ

, 7
. オ

ク
ラ

, 8
. カ

ボ
チ

ャ
, 9

. ヘ
ビ

ウ
リ

, 1
0.

 ト
マ

ト

官
民

の
野

菜
種

子
の

品
質

管
理

技
術

が
改

善
す

る
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tio

n (
inc

lud
ing

 ba
se

lin
e s

ur
ve

y)

2-
2

Int
ro

du
ce

 an
d 

up
-g

ra
de

 ap
pr

op
ria

te 
eq

uip
m

en
t a

nd
 fa

cil
itie

s f
or

 se
ed

pr
od

uc
tio

n, 
pr

oc
es

sin
g a

nd
 qu

ali
ty 

co
ntr

ol 
at 

Go
ve

rn
m

en
t S

ee
d F

ar
m

s

2-
3

Co
nd

uc
t p

ra
cti

ca
l tr

ain
ing

 on
 qu

ali
ty 

se
ed

 pr
od

uc
tio

n f
or

 te
ch

nic
al

off
ice

rs 
fro

m
 th

e  
go

ve
rn

m
en

t  a
nd

 pr
iva

te 
se

cto
rs,

 an
d c

on
tra

cto
r s

ee
d

pr
od

uc
er

s

2-
4

De
ve

lop
 a 

tec
hn

ica
l m

an
ua

l o
n q

ua
lity

 se
ed

 pr
od

uc
tio

n f
or

 se
ed

pr
od

uc
er

s

2-
5

Th
e t

ra
in

ed
 A

Is
 in

 D
D 

of
fic

es
 co

nd
uc

t f
ol

lo
w-

up
 vi

si
ts

 an
d 

gi
ve

 o
n-

fa
rm

 g
ui

da
nc

e f
or

 co
nt

ra
ct

 fa
rm

er
s w

ho
 p

ar
tic

ip
at

ed
 th

e s
ee

d
pr

od
uc

tio
n 

tra
in

in
gs

 to
 fa

ci
lit

at
e a

pp
lic

at
io

n 
of

 te
ch

ni
qu

es
in

tro
du

ce
d 

by
 th

e s
ee

d 
pr

od
uc

tio
n 

tra
in

in
gs

3-
1

Co
nd

uc
t a

n e
va

lua
tio

n s
ur

ve
y o

n t
he

 pr
es

en
t p

ro
du

ce
rs 

an
d f

ac
ilit

ies
 in

se
ed

 ce
rtif

ica
tio

n s
ys

tem
, a

nd
 de

ve
lop

 an
 im

pr
ov

em
en

t p
lan

3-
2

De
ve

lop
 a 

tec
hn

ica
l m

an
ua

l a
nd

 te
ac

hin
g m

ate
ria

ls 
on

 se
ed

 te
sti

ng

3-
3

Co
nd

uc
t tr

ain
ing

 on
 se

ed
 qu

ali
ty 

co
ntr

ol 
(fie

ld 
ins

pe
cti

on
, s

ee
d

sa
m

pli
ng

,an
d s

ee
d t

es
tin

g)
 fo

r  t
ec

hn
ica

l o
ffic

er
s f

ro
m

 th
e  

go
ve

rn
m

en
t

an
d p

riv
ate

 se
cto

rs

3-
4

Pr
ov

ide
 tra

ini
ng

 fo
r s

ee
d p

ro
du

ce
rs 

to 
pr

ep
ar

e q
ua

lity
 se

ed
 lo

ts

3-
5

Co
nd

uc
t 'a

 su
rv

ey
 o

n 
se

ed
 q

ua
lit

y a
va

ila
bl

e i
n 

th
e m

ar
ke

t'
in

cl
ud

in
g 

se
ed

 te
st

in
g 

an
d 

la
be

lin
g 

ch
ec

k t
o 

un
de

rs
ta

nd
 th

e
cu

rre
nt

 si
tu

at
io

n 
of

 ve
ge

ta
bl

e s
ee

d 
m

ar
ke

t

Ou
tp

ut
3 V

eg
et

ab
le

 se
ed

 q
ua

lit
y c

on
tro

l t
ec

hn
iq

ue
s a

re
  im

pr
ov

ed
 in

bo
th

 p
ub

lic
 an

d 
pr

iv
at

e

20
14

20
15

20
16

20
17

1.
  P

la
nn

in
g 

ca
pa

ci
ty

 o
f S

PM
D

C
 fo

r s
ee

d 
pr

od
uc

tio
n 

an
d

di
st

rib
ut

io
n 

is
 im

pr
ov

ed

Ou
tp

ut
2 V

eg
et

ab
le

 se
ed

 p
ro

du
ct

io
n 

te
ch

ni
qu

es
 ar

e i
m

pl
ov

ed
 in

bo
th

 p
ub

lic
 an

d 
pr

iv
at

e s
ec

to
r

Ya
la

M
Ya

la
M

ah
a

M
ah

a
Ya

la
M

ah
a

Pr
og

ra
m

in
g

D
at

a
im

pu
t

D
at

a 
up

da
te

Co
m

pl
et

ed

Ku
nd

as
al

e
M

I

Co
m

pl
et

ed

Co
m

pl
et

ed

Ya
la

Ya
la

M
ah

a
M

ah
a

M
ah

a
M

ah
a

Ya
la

Ya
la

Ya
la

M
ah

a
M

ah
a

D
ra

ft
Fi

na
liz

at
io

n

Co
m

pl
et

ed

A
lu

tt
ar

am
a

Ya
la

M
ah

a
M

ah
a

M
ah

a

Ya
la

M
ah

a
M

ah
a

Ya
la
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６．活動実績表 



 
 

   
 

2-
1 

R
ev

ie
w

 th
e 

pr
es

en
t

si
tu

at
io

n 
of

 h
yb

rid
, b

as
ic

an
d 

st
an

da
rd

 s
e

ed
pr

od
uc

tio
n 

(in
cl

ud
in

g
ba

se
lin

e 
su

rv
e

y)

A
D

A
/S

P
M

D
C

,
D

D
A

/K
U

,
D

D
A

/A
L

,
D

D
A

/M
I

Iiz
u

ka

(1
)

V
is

ite
d

th
e

go
ve

rn
m

en
t

se
ed

fa
rm

s,
pr

iv
a

te
se

ed
co

m
pa

ni
es

an
d

se
ed

pr
od

uc
e

r's
fa

rm
s

to
st

ud
y

pr
es

en
t s

itu
at

io
n 

an
d 

te
ch

ni
ca

l l
ev

e
ls

.

(1
)

It
w

as
fo

un
d

by
th

e
JI

C
A

ex
p

er
t

Te
am

th
at

th
e

cu
rr

en
tc

ro
p

cu
lti

va
tio

n
m

e
th

od
s

at
se

ed
fa

rm
s

in
th

e
ta

rg
et

ar
ea

w
er

e
no

t
up

to
th

e
st

an
da

rd
.

F
or

ex
a

m
pl

e,
us

in
g

po
ts

/t
ra

ys
fo

r
ra

is
in

g
se

ed
lin

gs
,

w
at

er
in

g
be

fo
re

so
w

in
g

or
tr

a
ns

p
la

nt
in

g,
co

nt
ro

l
of

te
m

pe
ra

tu
re

,
su

nl
ig

ht
an

d
w

at
er

at
nu

rs
e

ry
,

so
il

st
er

ili
za

tio
n,

cr
o

p
ro

ta
tio

n,
si

ng
le

pl
an

tin
g,

m
ul

ch
in

g,
tr

ai
ni

ng
an

d
th

in
ni

ng
,

w
er

e
no

t
pr

ac
tic

e
d

in
m

o
st

of
th

e
se

ed
fa

rm
s.

・
T

he
 a

ct
iv

ity
 w

as
 c

o
m

pl
et

ed
10

0%

2-
2 

In
tr

od
uc

e 
ap

pr
op

ria
te

eq
ui

pm
en

t a
nd

 fa
ci

lit
ie

s 
fo

r
se

ed
 p

ro
du

ct
io

n 
an

d 
up

-
gr

a
de

 th
e 

se
ed

 p
ro

ce
ss

in
g

co
m

pl
ex

 a
t 

G
ov

e
rn

m
en

t
S

e
ed

 F
ar

m
s 

ba
se

d 
on

 2
-1

D
ir/

S
P

M
D

C
A

D
D

/S
P

M
D

C
A

D
A

/S
P

M
D

C
,

Iiz
u

ka

(1
)

C
on

du
ct

ed
a

su
rv

e
y

to
es

tim
a

te
ne

ce
ss

a
ry

eq
ui

pm
e

nt
 fo

r 
ea

ch
 g

ov
e

rn
m

en
t s

e
ed

 f
ar

m
(2

)
S

e
le

ct
io

n
an

d
de

te
rm

in
at

io
n

of
th

e
re

qu
ire

d
eq

ui
pm

en
t

(3
)

F
or

m
a

tio
n

of
th

e
te

ch
ni

ca
lc

o
m

m
itt

ee
s

w
ith

in
D

oA
fo

r 
ea

ch
 e

qu
ip

m
en

t
(4

)
P

ur
ch

as
in

g
an

d
in

st
al

la
tio

n
of

fa
ci

lit
ie

s
w

er
e

co
nd

uc
te

d 
fo

r 
so

m
e 

ite
m

s.

(1
) 

2 
nu

rs
e

ry
 p

ol
y 

ho
us

e
s 

w
er

e 
bu

ilt
 in

 K
un

da
sa

le
 g

ov
e

rn
m

en
t s

e
ed

 fa
rm

(2
)

Ir
rig

at
io

n
sy

st
em

co
ve

rin
g

5h
a

w
as

in
st

al
le

d
in

K
un

da
sa

le
go

ve
rn

m
en

t
se

ed
fa

rm
(3

)
It

w
as

p
la

n
n
e
d

to
pr

o
c
u
re

se
ed

pr
o

ce
ss

in
g

eq
ui

pm
en

(C
ol

or
so

rt
er

、
G

ra
vi

ty
se

pa
ra

to
r、

S
e

ed
ex

tr
ac

to
r、

S
e

ed
ca

rt
in

g
m

ac
h

in
e)

at
th

e
be

gi
ni

ng
of

th
e

pr
oj

ec
t

pe
rio

d.
 H

ow
ev

e
r, 

th
ey

 w
er

e 
no

t p
ur

ch
as

e
d 

ye
t.

(1
)

C
om

pl
et

e
pr

oc
u

re
m

en
to

f
se

ed
pr

oc
e

ss
in

g
eq

ui
pm

en
t

by
 th

e 
en

d 
of

 M
ar

ch
 2

01
5.

60
%

2-
3

 C
on

du
ct

 p
ra

ct
ic

a
l

tr
ai

ni
ng

 o
n 

se
ed

 p
ro

du
ct

io
n

fo
r 

te
ch

ni
ca

l o
ffi

ce
rs

 f
ro

m
th

e 
go

ve
rn

m
e

nt
 a

nd
 p

riv
a

te
se

ct
or

s,
 a

nd
 c

o
nt

ra
ct

 s
e

ed
pr

od
uc

e
rs

A
D

A
/S

P
M

D
C

,
D

D
/K

U
,

D
D

A
/A

L
,

D
D

A
/M

I,
D

D
A

/N
K

F
M

/K
U

F
M

/A
L

F
M

/M
I

Iiz
u

ka

(1
)

1,
14

1
pe

rs
o

ns
in

to
ta

l
w

er
e

pa
rt

ic
ip

at
ed

fr
o

m
pr

iv
a

te
an

d
pu

bl
ic

se
ct

or
s

in
th

e
tr

ai
ni

ng
as

of
th

e
en

d 
of

 J
u

ly
 2

01
4 

(s
e

e 
Ta

bl
e 

2 
fo

r 
de

ta
il)

.

S
er

ie
s

of
m

ee
tin

gs
fo

r
de

ve
lo

pm
en

t
of

“s
e

ed
-r

el
at

ed
da

ta
ba

se
cr

e
at

io
n”

w
er

e
he

ld
.

C
on

te
nt

s
fo

r
th

e
sy

st
em

w
er

e
di

sc
u

ss
e

d
an

d
de

ci
de

d.
A

n
IT

co
m

pa
ny

w
as

se
le

ct
ed

in
 J

u
ly

 2
01

4 
an

d 
is

 w
or

ki
ng

 f
or

 d
ev

e
lo

pm
en

t o
f 

th
e 

sy
st

em
.

(1
) 

T
ra

in
in

g 
w

ill
 b

e 
co

nt
in

ue
d 

af
te

r 
be

in
g 

sc
ru

iti
ni

ze
d 

its
co

nt
en

ts
 a

nd
 tr

a
in

in
g 

m
e

th
od

.
(2

) 
It

 is
 e

xp
ec

te
d 

th
at

 o
ffi

ce
rs

 o
f S

P
M

D
C

 ta
ke

 m
or

e
le

ad
er

sh
ip

 fo
r 

or
ga

n
iz

at
io

n,
 le

ct
ur

in
g,

 p
ra

ct
ic

a
l s

e
ss

io
ns

in
 th

e 
tr

ai
ni

ng
 a

nd
 g

iv
e

 m
or

e
 a

tte
nt

io
n 

to
 t

he
de

m
on

st
ra

tio
n 

in
 th

e 
pi

lo
t p

lo
ts

.

50
%

2-
4

 D
ev

e
lo

p 
a 

te
ch

ni
ca

l
m

an
ua

l o
n 

se
ed

 p
ro

du
ct

io
n

fo
r 

se
ed

 p
ro

du
ce

rs

A
D

D
/S

P
M

D
C

A
D

A
/S

P
M

D
C

A
D

A
/S

C
S

,
Iiz

u
ka

（
１

）
In

iti
at

e 
w

rit
in

g 
of

 th
e 

fir
st

 d
ra

ft
 p

ag
es

（
2)

O
bt

ai
ne

d
op

in
io

ns
on

th
e

st
ru

ct
ur

e
of

th
e

m
an

ua
l

fr
om

 th
e 

C
/P

s
(3

)
P

h
ot

os
an

d
ill

us
tr

at
io

ns
ne

ed
ed

fo
r

th
e

m
an

ua
ls

ar
e 

be
in

g 
co

lle
ct

ed
.

(1
) A

lm
os

t 
al

l p
ho

to
s 

an
d 

ill
us

tr
at

io
ns

 f
or

 t
he

 m
an

ua
l h

av
e

 b
ee

n 
ac

q
ui

re
d

(2
) 

E
d

iti
ng

 th
e 

co
nt

en
ts

 is
 b

ei
ng

 d
on

e.
・
C

om
pl

et
e 

th
e 

dr
af

t a
nd

 fi
na

liz
e

 th
e 

co
nt

en
ts

・
T

ra
ns

la
te

 in
to

 S
in

ha
le

se
 a

nd
 T

am
il

・E
d

it 
th

e 
la

yo
ut

s 
an

d 
pr

in
t

30
%

2-
5

  T
he

 tr
ai

ne
d 

te
ch

ni
ca

l
of

fic
e

rs
 fr

om
 th

e
go

ve
rn

m
en

t a
nd

 tr
ai

ne
d

fa
rm

er
s 

gi
ve

 o
n-

fa
rm

gu
id

an
ce

 o
n 

st
an

da
rd

 s
e

ed
pr

od
uc

tio
n 

fo
r 

pr
es

e
nt

 a
nd

po
te

nt
ia

l c
o

nt
ra

ct
 s

e
ed

pr
od

uc
e

rs

A
D

A
/S

P
M

D
C

,
D

D
A

/K
U

D
D

A
/A

L
,

D
D

A
/M

I
D

D
A

/N
K

S
P

A
S

L
Iiz

u
ka

N
o 

ac
tiv

iti
es

 w
er

e 
co

nd
uc

te
d 

es
p

ec
ia

lly
 f

or
 th

is
pu

rp
os

e.
M

ea
ni

ng
of

in
di

ca
to

r
2-

5
is

no
t

cl
ea

r
an

d
th

er
ef

or
e

,
w

as
un

de
rs

to
od

as
“E

xi
st

in
g

co
nt

ra
ct

fa
rm

er
s

an
d

fa
rm

er
s

m
ig

ht
be

en
ga

ge
d

in
se

ed
pr

od
uc

tio
n

in
fu

tu
re

ar
e

ap
pl

yi
ng

te
ch

ni
qu

es
in

tr
od

uc
e

d
in

th
e

se
e

d
pr

o
du

ct
io

n
tr

a
in

in
g

pr
og

ra
m

m
e

s
of

th
e

P
ro

je
ct

 b
y 

ob
ta

in
in

g 
on

-f
ar

m
 g

ui
da

nc
e

 fr
om

 te
ch

ni
ca

l o
ffi

ce
rs

”.
T

he
M

id
-t

er
m

R
ev

ie
w

Te
am

co
ul

d
no

t
fin

d
ev

id
en

ce
th

at
th

e
te

ch
ni

ca
l

of
fic

e
rs

w
er

e
gi

vi
ng

 o
n-

fir
m

 g
ui

da
nc

e
 to

 th
e 

co
nt

ra
ct

 fa
rm

er
s 

af
te

r 
th

e 
tr

ai
ni

ng
.

no
 s

p
ec

ia
l p

la
n 

ye
t

0%

P
ro

sp
ec

t 
of

 th
e

su
st

ai
na

bi
lit

y

O
ut

pu
t 2

.
V

eg
et

ab
le

 s
e

ed
pr

od
uc

tio
n

te
ch

ni
qu

es
 a

re
im

pr
ov

ed
 in

 b
ot

h
pu

bl
ic

 a
nd

 p
riv

at
e

se
ct

or

C
ur

re
nt

ly
, o

nl
y 

so
m

e
 te

ch
ni

qu
es

 in
tr

od
uc

e
d 

in
 th

e 
tr

ai
ni

ng
s 

ar
e

 p
ra

ct
ic

e
d 

in
 a

 s
m

a
ll 

sc
a

le
 a

t t
he

 g
ov

e
rn

m
en

t f
ar

m
. A

t t
he

 m
o

m
en

t, 
th

er
e 

is
 n

o 
pr

os
p

ec
t 

fo
r 

su
st

ai
na

bi
lit

y.
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3-
1 

C
on

du
ct

 a
n 

ev
al

ua
tio

n
su

rv
e

y 
on

 th
e 

pr
es

e
nt

pr
o

ce
du

re
s 

an
d 

fa
ci

lit
ie

s 
in

se
ed

 c
e

rt
ifi

ca
tio

n 
sy

st
em

,
an

d 
de

ve
lo

p 
an

im
pr

ov
em

en
t p

la
n

D
ir/

S
C

P
P

C
,

D
D

/S
C

S
,

A
D

A
/S

C
S

,
Is

h
ik

a
w

a

JI
C

A
E

xp
er

tT
e

am
an

d
co

un
te

rp
ar

to
ffi

ce
rs

of
S

C
P

P
C

vi
si

te
d

se
ed

te
st

in
g

la
bo

ra
to

rie
s

of
pu

bl
ic

an
d

pr
iv

a
te

se
ct

or
s.

T
he

JI
C

A
E

xp
er

t
m

a
de

an
ob

se
rv

a
tio

n
of

te
st

in
g

ac
tiv

iti
es

at
S

T
L

at
P

e
ra

de
ni

ya
fo

r
a

fe
w

m
on

th
s.

D
oc

u
m

e
nt

at
io

n
of

a
pa

pe
r

on
su

gg
es

tio
ns

fo
r 

im
pr

o
ve

m
en

t w
as

 c
o

m
pl

et
ed

 b
y 

N
ov

e
m

be
r 

20
13

.

(1
)

T
he

im
pr

o
ve

m
en

t
pl

an
w

as
pr

e
pa

re
d

an
d

di
sc

u
ss

e
d

w
ith

co
un

te
rp

ar
ts

.
T

he
pl

an
in

cl
ud

es
:

co
m

pu
te

riz
a

tio
n

of
te

st
in

g
in

fo
rm

at
io

n,
om

itu
ng

of
un

ne
ce

ss
a

ry
te

st
s,

ca
lib

ra
tio

n
of

el
ec

tr
on

ic
eq

ui
pm

en
t,

qu
al

ity
m

an
ag

em
en

t
of

m
at

er
ia

ls
,s

ta
nd

er
iz

a
tio

n
of

 g
er

m
in

at
io

n 
te

st
, s

e
ed

 h
ea

lth
 te

st
, e

tc
.

(2
)

S
o

m
e

of
su

gg
es

tio
ns

w
er

e
ta

ke
n

an
d

im
pl

em
en

te
d.

F
or

ex
am

pl
e,

co
m

pu
te

riz
a

tio
n

of
pa

rt
of

te
st

in
fo

rm
at

io
n,

op
tim

iz
in

g
te

st
in

g
pr

oc
e

du
re

,
ch

ec
ki

ng
el

ec
tr

ic
ba

la
nc

e
be

fo
re

us
a

ge
,

da
ily

an
d

pe
rio

di
ca

l
ch

ec
ki

gn
of

m
ac

h
in

er
ie

s,
qu

al
ity

co
nt

ro
le

of
ge

rm
in

at
io

n
te

st
pa

pe
r

by
ch

ec
ki

ng
pH

,
un

de
rs

ta
nd

in
g

of
ne

ed
of

st
an

de
riz

a
tio

n 
of

 e
va

lu
at

io
n 

of
 g

er
m

in
at

io
n 

te
st

.

・
T

hi
s 

ac
tiv

ity
 w

as
 c

o
m

pl
et

ed
.

10
0%

3-
2 

 D
ev

e
lo

p 
a 

te
ch

ni
ca

l
m

an
ua

l a
nd

 te
ac

h
in

g
m

at
er

ia
ls

 o
n 

se
ed

 te
st

in
g

A
D

A
/S

C
S

O
IC

/S
T

L/
P

D
,

O
IC

/S
T

L/
A

L
,

O
IC

/S
T

L/
M

I
Is

h
ik

a
w

a

(1
) 

Te
ac

h
in

g 
m

a
te

ria
ls

 a
nd

 o
pe

ra
tio

n 
m

an
ua

ls
 w

er
e

pr
e

pa
re

d 
as

 f
ol

lo
w

s:
.

- 
O

pe
ra

tio
n 

m
an

ua
ls

 o
f e

le
ct

ro
ni

c 
ba

la
nc

e
 a

nd
m

e
as

u
rin

g 
pH

 o
f g

er
m

in
at

io
n 

pa
pe

rs
.

- 
S

ee
dl

in
g 

ev
al

ua
tio

n 
m

an
ua

l.
- 

Te
ac

h
in

g 
m

a
te

ria
ls

 f
or

 s
e

ed
 t

es
tin

g 
pr

o
ce

du
re

s 
an

d
se

ed
 e

va
lu

at
io

n 
(p

ow
er

 p
oi

nt
)

N
ec

e
ss

a
ry

in
st

ru
ct

io
ns

w
er

e
m

a
de

by
th

e
JI

C
A

E
xp

er
t

Te
am

fo
r

S
C

S
to

do
cu

m
en

t
a

ha
nd

bo
ok

 o
n 

se
ed

 te
st

in
g 

pr
oc

ed
ur

e.
・
co

nd
uc

te
d 

as
 p

la
nn

ed
 a

nd
 t

o 
be

 c
o

nt
in

ue
d.

10
0%

3-
3 

C
on

du
ct

 tr
ai

ni
ng

 o
n

se
ed

 q
ua

lit
y 

co
nt

ro
l (

fie
ld

in
sp

ec
tio

n,
 s

e
ed

 s
a

m
pl

in
g

an
d 

se
ed

 te
st

in
g)

 fo
r

te
ch

ni
ca

l o
ffi

ce
rs

 f
ro

m
 th

e
go

ve
rn

m
e

nt
 a

nd
 p

riv
a

te
se

ct
or

s

A
D

A
/S

C
S

O
IC

/S
T

L/
P

D
,

O
IC

/S
T

L/
A

L
,

O
IC

/S
T

L/
M

I
O

IC
/S

C
S

/P
D

O
IC

/S
C

S
/A

L
O

IC
/S

C
S

/M
I

Is
h

ik
a

w
a

(1
)

T
ra

in
in

g
w

as
co

nd
uc

te
d

on
se

ed
te

st
in

g
pr

oc
e

du
re

s,
se

ed
ev

a
lu

at
io

n,
eq

ui
pm

en
t

op
er

at
io

n
fo

r 
se

ed
 te

st
in

g 
la

bo
ra

to
ry

 s
ta

ff.
(a

)
S
e
e
d

te
st

in
g

pr
o
c
e
du

te
s:

4
pr

o
gr

am
m

e
s;

9
1

pa
rt

ic
ip

an
ts

.
(b

) 
S
e
e
dl

in
g 

e
va

lu
at

io
n
: 
3
 p

ro
gr

am
m

e
s;

 3
2
 p

ar
ti
c
ip

an
ts

(c
) 

S
e
e
d 

h
e
al

th
 t

e
st

in
g;

 1
0
 d

ay
s;

 1
2
9
 p

ar
ti
c
ip

an
ts

.

(1
)

S
ta

nd
er

iz
a

tio
n

of
se

ed
te

st
in

g
te

ch
nq

ue
w

as
pr

om
ot

ed
as

a
re

su
lt

of
in

st
lla

tio
n

of
 n

ew
 e

qu
ip

m
en

t, 
m

an
ua

l f
or

 c
a

rib
la

tio
n 

an
d 

O
JT

.
(2

)
Le

ct
ur

es
in

th
e

S
ee

dl
in

g
ev

al
ua

tio
n

te
st

w
as

co
nd

uc
te

d
fir

st
ly

by
JI

C
A

E
xp

er
t,

bu
t w

as
 c

o
nd

uc
te

d 
by

 S
C

P
P

C
 s

e
ni

or
 s

ta
ff 

fr
o

m
 th

e 
se

co
nd

 ti
m

e 
in

 S
in

ha
la

.
(3

)
R

up
e

w
ith

lig
ht

,
fla

t-
ty

p
e

pH
m

et
er

,
st

an
da

rd
th

er
m

om
e

te
r,

st
an

da
rd

ba
la

nc
e

,
m

ic
ro

sc
o

ps
fo

r
se

ed
he

al
th

te
st

in
g,

et
c.

w
er

e
in

st
al

le
d

an
d

co
nt

rib
ut

ed
fo

r
im

pr
ov

e
m

e
nt

 o
f t

es
tin

c 
te

ch
ni

qu
es

.
(4

)
D

oA
de

ci
de

d
to

co
ns

tr
uc

t
a

te
st

in
g

ce
nt

er
fo

r
se

ed
he

al
th

.
A

fo
un

da
tio

n
st

on
e

w
as

 la
id

 r
ec

e
nt

ly
 f

or
 th

e 
co

ns
tr

u
ct

io
n.

(1
)

T
ra

in
in

g
on

se
ed

te
st

in
g

fo
r

pr
iv

a
te

se
ct

or
st

af
f

w
ill

be
co

nd
uc

te
d.

(2
)

C
on

st
ru

ct
io

n
of

a
te

st
in

g
ce

nt
er

fo
r

se
ed

he
al

th
is

pl
an

ne
d 

to
 b

e 
co

m
pl

et
ed

 b
y 

D
ec

. 
20

14
. T

ec
h

ni
ca

l t
ra

ns
fe

r
is

go
in

g
to

be
co

nd
uc

te
d

by
sh

or
t-

te
rm

JI
C

A
ex

p
er

t
to

th
e

co
un

te
rp

ar
t o

ffi
ce

rs
.

80
%

3-
4 

 P
ro

vi
de

 tr
ai

ni
ng

 fo
r

se
ed

 p
ro

du
ce

rs
 t

o 
pr

e
pa

re
qu

al
ity

 s
ee

d 
lo

ts

A
D

A
/S

C
S

O
IC

/S
C

S
/P

D
O

IC
/S

C
S

/A
L

O
IC

/S
C

S
/M

I
Is

h
ik

a
w

a

(1
)

T
ra

in
in

g
fo

r
se

ed
pr

od
uc

e
rs

to
pr

ep
ar

e
qu

al
ity

se
ed

 lo
ts

 w
as

 c
o

nd
uc

te
d 

as
 a

 p
ar

t o
f s

e
ed

 p
ro

du
ct

io
n

tr
ai

ni
ng

.

T
ra

in
in

g
fo

r
se

ed
pr

o
du

ce
rs

fo
r

pr
ep

ar
a

tio
n

of
qu

al
ity

se
ed

lo
ts

(p
os

t-
ha

rv
e

st
in

g)
w

as
co

nd
uc

te
d

as
a

pa
rt

of
se

ed
pr

od
uc

tio
n

tr
ai

ni
ng

in
S

ep
te

m
be

r
20

13
an

d
M

a
rc

h
-

M
ay

, 2
01

4.

T
he

tr
ai

ni
ng

w
ill

be
co

nd
uc

te
d

as
a

pa
rt

of
se

ed
pr

od
uc

tio
n 

tr
a

in
in

g 
in

 th
e 

fu
tu

re
, t

oo
.

  

50
%

3-
5 

 Im
pl

em
en

t m
on

ito
rin

g
on

 s
e

ed
 q

ua
lit

y 
co

nt
ro

l
(r

a
nd

om
 s

a
m

p
lin

g)

by S
C

S

  
A

D
A

/S
C

S
O

IC
/S

C
S

/P
D

O
IC

/S
C

S
/A

L
O

IC
/S

C
S

/M
I

S
C

S
do

es
no

t
ha

ve
a

bu
dg

et
al

lo
ca

tio
n

to
pu

rc
h

as
e

te
st

sa
m

pl
es

.
T

he
re

is
no

pr
o

sp
ec

t
th

at
th

e
nu

m
be

rs
w

ill
go

up
,

ho
w

ev
e

r,
JI

C
A

E
xp

er
ts

ha
ve

no
w

ay
to

as
si

st
it,

as
it

is
 n

ot
 a

 te
ch

ni
ca

l p
ro

bl
em

 b
ut

 f
in

an
ci

al
.

T
hi

s 
ac

tiv
ity

 s
h

ou
ld

 b
e 

ch
an

ge
d.

0%

P
ro

sp
ec

t 
of

 th
e

su
st

ai
na

bi
lit

y

O
rg

an
iz

a
tio

n

Lo
ca

tio
n

D
is

cu
ss

io
n 

is
 n

ee
de

d 
ab

ou
t t

he
 n

ee
d 

of
 3

-5
.

O
ut

pu
t 3

.
V

eg
et

ab
le

 s
e

ed
qu

al
ity

 c
o

nt
ro

l
te

ch
ni

qu
es

 a
re

im
pr

ov
e

d 
in

 b
ot

h
pu

bl
ic

 a
nd

 p
riv

a
te

se
ct

or

M
o

ni
to

rin
g 

of
 r

an
do

m
 s

a
m

pl
in

g 
te

st
 w

as
 c

o
nd

uc
te

d 
by

 J
IC

A
 E

xp
er

t T
ea

m
. 

S
ee

 th
e 

fo
llo

w
in

g 
ta

bl
e 

fo
r 

th
e 

re
su

lt 
of

 m
on

ito
rin

g 
co

nd
uc

te
d 

by
S

C
S

:
 (

 )
 is

 t
he

 n
um

be
r 

ou
t o

f t
he

 t
ot

al
, w

hi
ch

 w
er

e 
co

nd
uc

te
d 

as
 r

es
u

lt 
of

 fa
rm

er
's

 c
o

m
pl

ai
nt

20
13

: p
ad

dy
 6

, O
F

C
 7

 (
3)

, v
e

g 
0.

 F
ig

ur
es

 o
f 2

01
4 

is
 a

s 
of

 t
he

 e
nd

 o
f A

ug
. 2

01
4.

20
14

: p
ad

dy
 2

, 
O

F
C

 0
, v

e
g 

5 
(2

)
S

C
S

 c
a

rr
ie

d 
ou

t  
ra

nd
om

 s
a

m
pl

in
g 

te
st

 in
 a

 s
m

a
ll 

sc
a

le
, m

a
in

ly
 b

ec
a

us
e 

it 
do

es
 n

ot
 h

av
e 

a 
bu

dg
et

 a
llo

ca
tio

n 
fo

r 
pu

rc
h

as
in

g 
se

ed
 s

a
m

p
le

s,
w

hi
ch

 is
 v

e
ry

 e
xp

en
si

ve
 f

or
 s

o
m

e 
cr

o
ps

. 
H

yb
rid

 p
ap

aw
 s

e
ed

s 
co

st
 a

ro
un

d 
R

s.
 1

0,
00

0/
10

 g
. S

C
S

 h
a

s 
no

t r
eq

ue
st

ed
 a

llo
ca

tio
n 

fo
r

pu
rc

h
as

in
g 

of
 s

e
ed

s 
sa

m
pl

es
 f

or
 r

an
do

m
 t

es
tin

g 
in

 t
he

 m
a

rk
et

, a
s 

th
e 

co
st

 is
 h

ig
h 

an
d 

th
er

e
 a

re
 o

th
er

 w
or

ks
 in

di
sp

en
sa

bl
e.

A
b

br
ev

ia
tio

n:

D
es

ig
na

tio
n

D
G

=
D

ire
ct

or
 G

en
er

al
, 

D
ir

=
D

ire
ct

or
, 

A
D

D
=

A
d

di
tio

na
l D

ire
ct

or
, A

D
A

=
A

ss
is

ta
nt

 D
ire

ct
or

 o
f A

gr
ic

u
ltu

re
, 

D
D

A
=

D
ep

ut
y 

D
ire

ct
or

 o
f A

gr
ic

u
ltu

re
, 

F
M

=
F

ar
m

 M
an

ag
er

, 
O

IC
=

O
ffi

ce
r 

in
 C

ha
rg

e,
 R

E
P

: R
ep

re
se

nt
at

iv
e

D
oA

=
D

ep
ar

tm
en

t o
f A

g
ric

u
ltu

re
, 

S
P

M
D

C
=

S
e

ed
 &

 P
la

nt
in

g 
M

at
er

ia
l D

ev
e

lo
pm

en
t C

en
tr

e,
 S

C
P

P
C

=
S

e
ed

 C
er

tif
ic

a
tio

n 
&

 P
la

nt
 P

ro
te

ct
io

n 
C

en
tr

e
, S

C
S

=
S

e
ed

 C
er

tif
ic

a
tio

n 
S

e
rv

ic
e

, 
S

T
L

=
S

e
ed

 T
es

tin
g 

La
bo

ra
to

ry
, 

IC
C

=
In

fo
rm

at
io

n 
&

 C
om

m
un

ic
a

tio
n

C
en

tr
e,

 A
V

C
=

A
u

di
o 

V
is

u
al

 C
en

tr
e

, 
S

P
A

S
L

=
S

e
ed

 P
ro

du
ce

rs
 A

ss
o

ci
at

io
n 

of
 S

ri
 L

an
ka

, 
S

E
P

C
=

S
oc

ia
l a

nd
 E

co
no

m
ic

 P
la

nn
in

g 
U

ni
t

P
D

=
P

er
ad

en
iy

a,
 K

U
=

K
u

nd
as

a
le

, A
L

=
A

lu
tta

ra
m

a,
 M

I=
M

a
ha

ill
up

pa
lla

m
a,

 N
K

=
N

ik
aw

er
at

iy
a
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 R
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e
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a
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Pr
og

re
ss

 o
f a

ch
ie

ve
m

en
t

(A
: P

ro
gr

es
s 

as
 P

la
nn

ed
  -

 B
: L

N
ar

ra
tiv

e 
Su

m
m

ar
y

O
bj

ec
tiv

el
y 

Ve
rif

ia
bl

e
In

di
ca

to
rs

O
ve

r a
ll 

go
al

A
va

ila
bi

lit
y 

an
d 

us
e

 o
f

ce
rt

ifi
ed

 v
e

ge
ta

bl
e 

se
ed

 in
th

e 
w

ho
le

 c
o

un
tr

y 
is

in
cr

e
as

ed

B
y 

3 
ye

ar
s 

af
te

r 
th

e 
P

ro
je

ct
co

m
pl

et
io

n,
 th

e 
us

e
 o

f
ce

rt
ifi

ed
 s

ta
nd

ar
d 

se
ed

 o
f

m
a

jo
r 

ve
ge

ta
bl

e 
cr

o
ps

 a
s

lis
te

d 
in

 th
e 

ta
bl

e*
 is

in
cr

e
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e
d*

*

Pr
oj

ec
t P

ur
po

se
P

ro
du

ct
io

n 
sy

st
em

 fo
r

ce
rt

ifi
ed

 v
e

ge
ta

bl
e 

se
ed

 is
im

pr
ov

e
d 

in
 t

he
 t

ar
ge

t
ar

ea
s

B
y 

th
e 

en
d 

of
 th

e 
P

ro
je

ct
,

pr
o

du
ct

io
n 

of
 c

e
rt

ifi
ed

 s
e

ed
vo

lu
m

e 
of

 m
aj

or
 v

e
ge

ta
bl

e
cr

o
ps

 a
s 

lis
te

d 
in

 th
e 

ta
bl

e*
 in

th
e 

ta
rg

et
 a

re
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 is
 in

cr
e
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e

d*
*Li

ttl
e 

D
el

ay
 in

 P
ro

gr
es

s 
- C

: M
aj

or
 D

el
ay

 in
 P

ro
gr

es
s)

Pr
og

re
ss

(A
, B

, C
)

A
ch

ie
ve

m
en

t t
o 

th
e 

da
te

R
ea

so
n 

of
 e

ar
ly

 p
ro

gr
es

s/
de

la
y

Pr
os

pe
ct

s 
fo

r A
ch

ie
ve

m
en

t

C

M
id

-t
er

m
 R

ev
ie

w
 T

ea
m

 h
as

 a
 d

iff
ic

u
lty

 t
o 

ev
a

lu
at

e 
a 

po
ss

ib
ili

ty
fo

r 
th

e 
P

ro
je

ct
 to

 a
ch

ie
ve

 th
e 

ov
e

ra
ll 

go
al

 a
fte

r 
th

re
e 

ye
ar

s 
of

pr
oj

ec
t 

co
m

p
le

tio
n,

 b
ec

a
us

e
:

(a
) 

P
re

se
nt

 s
ta

tu
s 

of
 u

sa
ge

 o
f 

D
oA

 c
e

rt
ifi

ed
 s

e
ed

 w
as

 n
ot

av
a

ila
bl

e.
(b

) 
T

he
 o

ve
ra

ll 
go

al
 d

oe
s 

no
t 

ex
a

ct
ly

 s
h

ow
 th

e 
im

pa
ct

ex
p

ec
te

d 
to

 b
e 

cr
e

at
ed

 b
y 

th
e 

P
ro

je
ct

.

C

A
s 

in
fo

rm
a

tio
n 

w
as

 n
ot

 a
va

ila
bl

e,
 a

nd
 it

 is
 t

oo
 e

ar
ly

 t
o 

fo
re

ca
st

w
he

th
er

 t
he

 P
ro

je
ct

 w
ill

 a
ch

ie
ve

 P
ro

je
ct

 P
ur

po
se

 b
y 

th
e

co
m

p
le

tio
n 

of
 th

e 
P

ro
je

ct
.

S
ev

e
ra

l p
os

iti
ve

 c
ha

ng
es

 w
er

e
 o

bs
e

rv
e

d 
at

 th
is

 m
om

e
nt

,
w

hi
ch

 w
ou

ld
 c

o
nt

rib
ut

e 
fo

r 
th

e 
P

ro
je

ct
 t

o 
ac

h
ie

ve
 t

he
 P

ro
je

ct
P

u
rp

os
e

 s
u

cc
e

ss
fu

lly
; 

fo
r 

ex
a

m
p

le
, i

nf
or

m
a

tio
n 

sh
ar

in
g

be
tw

ee
n 

pu
bl

ic
 a

nd
 p

riv
a

te
 s

e
ct

or
s 

w
as

 p
ro

m
ot

ed
, a

nd
te

ch
ni

ca
l c

a
pa

ci
ty

 o
f t

he
 s

ta
ff,

 w
ho

 is
 e

ng
ag

in
g 

in
 s

e
ed

 t
es

tin
g

is
 e

xp
an

di
ng

 a
s 

pl
an

ne
d.

H
ow

ev
e

r, 
te

ch
ni

qu
es

 in
tr

o
du

ce
d 

by
 t

he
 s

e
ed

 p
ro

du
ct

io
n

tr
ai

ni
ng

 h
av

e
 n

ot
 b

ee
n 

ap
pl

ie
d 

to
 t

he
ir 

se
ed

 p
ro

du
ct

io
n 

in
 a

pr
og

re
ss

iv
e 

m
an

ne
r. 

It 
w

ill
 b

e 
ne

ed
 f

or
 J

IC
A

 E
xp

er
t T

ea
m

 a
nd

S
P

M
D

C
 to

 s
cr

u
tin

iz
e

 th
e 

co
nt

en
t, 

te
ac

h
in

g 
m

et
ho

d 
an

d
ev

a
lu

at
io

n 
m

et
ho

d,
 in

cl
ud

in
g

 te
st

 p
ap

er
, o

f t
he

 p
re

se
nt

 tr
a

in
in

g
pr

og
ra

m
m

e
 fo

r 
im

pr
ov

e
m

e
nt

 o
f t

he
 p

ro
gr

am
m

e 
in

 a
cc

o
rd

an
ce

w
ith

 n
ee

ds
 a

nd
 a

pp
lic

a
bi

lit
y.

'T
hi

s 
in

di
ca

to
r 

is
 n

ot
 s

u
ita

bl
e 

to
 m

e
as

u
re

 th
e 

P
ro

je
ct

 P
ur

p
os

e
an

d 
to

 b
e 

ch
an

ge
d.

(1
) 

V
ol

um
e

 o
f c

e
rt

ifi
ed

 s
e

ed
 p

ro
du

ct
io

n 
by

 D
oA

 w
as

 n
ot

 in
cr

ea
si

ng
 y

ea
r b

y 
ye

ar
 a

s 
ta

rg
et

ed
 b

y 
th

e 
in

di
ca

to
r 

(s
e

e 
Ta

bl
e 

3 
an

d 
4)

 (
2)

 T
he

 v
o

lu
m

e 
of

 D
oA

 c
e

rt
ifi

ed
 c

o
m

m
e

rc
ia

l s
ee

d 
in

 th
e 

ta
rg

et
 a

re
a 

w
as

 n
ot

 a
va

ila
be

 b
y 

th
e 

en
d 

of
 th

e 
pe

rio
d 

of
 m

id
-t

er
m

 r
ev

ie
w

.

T
he

 w
or

d 
“c

e
rt

ifi
ed

 s
ta

nd
ar

d 
se

ed
” 

w
as

 u
nd

er
st

oo
d 

as
 D

oA
 s

ta
nd

ar
d 

se
ed

 a
nd

 c
o

m
m

er
ci

al
 s

e
ed

 c
e

rt
ifi

ed
 b

y 
D

oA
.

 A
s 

fo
r 

th
e 

us
e

 o
f D

oA
 s

ta
nd

ar
d 

se
ed

, a
cc

o
rd

in
g 

to
 th

e 
ba

se
lin

e 
su

rv
ey

s 
co

nd
uc

te
d 

by
 t

he
 J

IC
A

 E
xp

er
t T

ea
m

, i
n 

th
e 

ta
rg

et
 a

re
a 

of
th

e 
P

ro
je

ct
 in

 2
01

4.
 P

er
ce

nt
ag

e 
of

 f
ar

m
er

s 
us

in
g 

D
oA

 s
ta

nd
ar

d
 s

e
ed

 w
as

 s
ev

en
 p

er
 c

en
t i

n 
av

er
ag

e 
fo

r 
te

n 
cr

o
ps

 t
ar

ge
te

d 
by

 t
he

P
ro

je
ct

.
T

he
re

 is
 n

o 
in

fo
rm

at
io

n 
av

a
ila

bl
e 

fo
r 

th
e 

us
e

 o
f D

oA
 c

e
rt

ifi
ed

 c
o

m
m

er
ci

al
 s

e
ed

.
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線



 
 

   
 

O
ut

pu
ts

1.
 P

la
nn

in
g 

ca
pa

ci
ty

 o
f

S
P

M
D

C
 fo

r 
se

ed
pr

od
uc

tio
n 

an
d 

di
st

rib
ut

io
n

is
 im

p
ro

ve
d

1-
1

 S
o

lu
tio

ns
 t

o 
th

e 
is

su
es

pr
e

se
nt

ed
 b

y 
th

e 
pr

iv
a

te
se

ct
or

 in
 th

e 
w

or
ks

h
op

 a
re

pr
o

po
se

d

1-
2

 S
e

ed
 p

ro
du

ct
io

n 
pl

an
 fo

r
ba

si
c 

an
d 

st
an

da
rd

 s
e

ed
 a

re
fo

rm
u

la
te

d 
co

ns
id

er
in

g
de

ve
lo

pm
e

nt
 o

f p
riv

a
te

 s
e

ct
or

(M
ea

ni
ng

 o
f 

th
e 

in
di

ca
to

r 
is

no
t 

cl
ea

r 
an

d 
th

er
ef

or
e 

w
as

un
de

rs
to

od
 a

s 
"P

ro
du

ct
io

n
pl

an
 fo

r b
as

ic
 s

ee
d 

w
er

e
fo

rm
ul

at
ed

 in
 c

on
si

de
ra

tio
n

of
 th

e 
re

qu
ire

m
en

ts
 b

y 
th

e
pr

iv
at

e 
se

ct
or

".
 )

1-
3

 T
he

 n
um

b
er

 o
f D

oA
 S

a
le

s
C

en
tr

e
s 

im
pr

ov
ed

 b
as

e
d 

on
th

e 
pl

an
 is

 in
cr

e
as

e
d

(m
ea

ni
ng

 o
f 

th
e 

in
di

ca
to

r 
is

no
t 

cl
ea

r 
an

d 
th

er
e

fo
re

 w
as

un
de

rs
to

od
 a

s 
"D

oA
 s

al
es

ce
nt

er
s 

in
 th

e 
ta

rg
et

 a
re

a
ar

e 
im

pr
ov

ed
 b

as
ed

 o
n 

th
e

re
cc

om
en

da
tio

ns
 o

f t
he

JI
C

A 
Ex

pe
rt

 te
am

"

A

(1
) 

T
he

re
 is

 a
 p

ro
sp

ec
t t

ha
t t

he
 p

ro
du

ct
io

n 
se

m
in

ar
s 

ar
e 

go
in

g
to

 b
e 

he
ld

 u
nt

il 
th

e 
en

d 
of

 th
e 

P
ro

je
ct

. I
t i

s 
a 

go
od

 s
ig

n 
fo

r
co

nt
in

ua
tio

n 
th

at
 D

oA
 d

ec
id

ed
 to

 o
rg

an
iz

e
 th

e 
se

m
in

ar
 in

fu
tu

re
 in

st
ea

d 
of

 J
IC

A
 E

xp
er

t T
ea

m
.

(2
) 

It 
is

 a
 c

o
nc

er
n 

fo
r 

su
st

ai
na

bi
lit

y 
th

at
 n

um
be

r 
of

 p
ar

tic
ip

an
ts

fr
om

 p
riv

at
e 

se
ct

or
 is

 d
ec

re
as

in
g 

(s
e

e 
Ta

bl
e 

5)
. I

nf
or

m
a

tio
n

re
qu

es
te

d 
by

 D
oA

 w
as

 n
ot

 fu
lly

 s
u

bm
itt

ed
 b

y 
so

m
e 

of
 th

e
re

pr
es

e
nt

at
iv

e
s 

fr
o

m
 th

e 
pr

iv
a

te
 s

e
ct

or
. 

O
nl

y 
fe

w
 p

ar
tic

ip
an

ts
ex

p
re

ss
 t

he
ir 

pi
ni

on
 w

hi
le

 o
th

er
s 

re
m

ai
n 

si
le

nt
 a

t t
he

 s
e

m
in

ar
.

(3
) 

To
 c

o
nt

in
ue

 th
e 

se
m

in
ar

s 
in

 m
ea

ni
ng

fu
l a

nd
 b

en
ef

ic
ia

l w
ay

fo
r 

bo
th

 p
ar

tie
s,

 it
 is

 im
po

rt
an

t f
or

 t
he

m
 to

 s
tr

en
gt

he
n 

tr
us

tin
g

re
la

tio
ns

h
ip

 fu
rt

he
r, 

by
 r

es
p

on
di

ng
 r

eq
ue

st
s 

of
 o

th
er

 p
ar

ty
pr

om
pt

ly
 a

nd
 b

ec
o

m
e

 m
or

e
 a

ct
iv

e
 in

 s
h

ar
in

g 
of

 in
fo

rm
at

io
n.

A

(1
) 

T
he

re
 is

 a
 p

ro
sp

ec
t t

ha
t S

P
M

D
C

 is
 g

oi
ng

 to
 fo

rm
u

la
te

ba
si

c 
se

ed
 p

ro
du

ct
io

n 
pr

og
ra

m
m

e
 in

 c
o

ns
id

er
at

io
n 

of
 th

e
re

qu
ire

m
en

t o
f t

he
 p

riv
a

te
 s

e
ct

or
 in

 fu
tu

re
, t

oo
.

(2
) 

T
he

 v
o

lu
m

e 
an

d 
ite

m
s 

of
 in

fo
rm

at
io

n 
to

 b
e 

pr
ov

id
ed

 b
y

pr
iv

at
e 

se
ct

or
 m

ay
b

e 
in

cr
ea

se
d 

if 
tw

o 
pa

rt
ie

s 
sh

ar
e 

th
ei

r
in

te
re

st
 m

or
e 

cl
os

e
ly

.

C

It 
is

 a
 p

os
iti

ve
 s

ig
n 

th
at

 S
P

M
D

C
 a

lre
ad

y 
to

ok
 s

o
m

e 
ac

tio
ns

 f
or

im
p

ro
ve

m
en

t o
f s

e
ed

 s
a

le
s.

  H
ow

ev
e

r, 
it 

is
 r

eg
re

tta
bl

e 
th

at
th

er
e 

w
as

 a
lm

os
t n

o 
ac

tio
n 

ta
ke

n 
fo

r 
 t

he
 t

w
o 

sa
le

s 
ce

nt
er

s 
in

B
at

al
ag

od
a 

an
d 

W
ag

ol
la

, w
hi

ch
 w

er
e

 s
u

pp
os

e
d 

to
 b

e
im

pr
o

ve
d 

un
de

r 
th

e 
P

ro
je

ct
. S

P
M

D
C

 n
ee

d 
to

 h
av

e 
a 

sp
ec

ifi
c

ac
tio

n 
pl

an
 fo

r 
im

p
ro

ve
m

en
t o

f 
th

e 
2 

sa
le

s 
ce

nt
er

s 
an

d 
to

im
p

ro
ve

 o
th

er
s 

by
 u

si
ng

 th
e 

re
su

lt 
of

 im
pr

ov
e

m
en

t o
f 

th
e 

tw
o.

(1
) 

In
di

ca
to

r 
1-

1 
ai

m
s 

at
 p

ro
m

o
tin

g 
ac

tiv
e

 c
o

m
m

u
ni

ca
tio

n 
be

tw
ee

n 
pr

iv
a

te
 a

nd
 p

ub
lic

 s
e

ct
or

s 
on

 s
e

ed
 p

ro
du

ct
io

n.
 It

 a
ls

o
 e

xp
ec

ts
 t

ha
t

D
oA

 r
es

p
on

d 
to

 th
e 

re
qu

es
t f

ro
m

 t
he

 p
riv

a
te

 s
e

ct
or

 in
 a

 r
es

p
on

si
bl

e 
w

ay
. A

s 
a 

re
su

lt 
of

 p
er

io
di

ca
l m

ee
tin

gs
 o

f B
as

ic
 S

e
ed

 P
ro

du
ct

io
n

S
em

in
ar

s 
or

g
an

iz
e

d 
by

 t
he

 P
ro

je
ct

, s
ta

ff 
of

 D
oA

 a
nd

 r
ep

re
se

nt
at

iv
e

s 
fr

om
 p

riv
a

te
 s

e
ct

or
 w

er
e 

pr
ov

id
ed

 m
or

e 
op

po
rt

un
iti

es
 f

or
sh

ar
in

g 
in

fo
rm

a
tio

n,
 e

xp
re

ss
in

g 
th

ei
r 

id
ea

s 
an

d 
pr

ob
le

m
s 

an
d 

m
ak

in
g 

re
qu

es
t 

to
 o

th
er

 p
ar

ty
 o

n 
pr

od
uc

tio
n 

of
 s

e
ed

.
(2

) 
F

or
 e

xa
m

p
le

, D
oA

 p
ro

vi
de

d 
th

e 
pr

iv
a

te
 s

e
ct

or
 w

ith
 in

fo
rm

a
tio

n 
su

ch
 a

s 
vo

lu
m

e
 o

f p
ro

du
ct

io
n 

an
d 

st
oc

ks
 o

f t
he

 b
as

ic
 s

e
ed

s 
in

 th
e

pr
ev

io
us

 y
e

ar
 a

t 
ev

e
ry

 s
e

m
in

ar
s.

 S
ta

ff 
of

 S
C

P
P

C
 a

nd
 S

P
D

M
C

 a
nd

 J
IC

A
 e

xp
er

ts
 m

a
de

 p
re

se
nt

at
io

n
s 

on
 to

pi
cs

 s
u

ch
 a

s,
 p

re
se

nt
si

tu
at

io
n 

of
 im

po
rt

at
io

n 
of

 s
e

ed
s,

 im
pl

em
en

ta
tio

n 
of

 s
e

ed
 a

ct
, s

e
ed

 p
at

ho
lo

gy
 a

nd
 o

th
er

s,
 w

hi
ch

 a
re

 im
po

rt
an

t 
fo

r 
th

e 
pr

iv
at

e 
se

ct
or

.
Li

st
s 

of
 r

e
qu

ire
m

en
t 

am
ou

nt
 o

f b
as

ic
 s

e
ed

 b
ec

am
e 

av
a

ila
bl

e 
to

 S
P

M
D

C
 o

n 
tim

e 
an

d 
at

 o
nc

e
, a

s 
th

e 
lis

ts
 w

er
e 

su
bm

itt
ed

 b
y 

th
e

pr
iv

at
e 

se
ct

or
 a

t t
he

 ti
m

e 
of

 th
e 

m
ee

tin
g;

 w
he

re
as

 t
he

y 
w

er
e 

us
ed

 to
 b

e 
su

bm
itt

ed
 ir

re
gu

la
rl

y 
th

ro
ug

ho
ut

 th
e 

ye
ar

 b
ef

or
e 

th
e 

P
ro

je
ct

.
D

oA
 t

oo
k 

so
m

e 
st

ep
s 

to
 m

e
et

 th
e 

va
rio

us
 r

eq
ue

st
s 

m
ad

e 
by

 t
he

 p
riv

a
te

 s
e

ct
or

 a
t t

he
 s

e
m

in
ar

, 
su

ch
 a

s 
de

ve
lo

pi
ng

 F
1 

hy
b

rid
va

rie
tie

s,
 s

o
lu

tio
ns

 f
or

 a
 p

ro
bl

em
 fo

r 
so

m
e

 v
a

ri
et

ie
s 

of
 b

re
ed

e
r 

se
ed

s 
an

d 
ot

he
rs

.
(3

) 
T

he
re

 is
 a

 p
ro

sp
ec

t 
th

at
 th

e 
se

m
in

ar
s 

ar
e 

go
in

g 
to

 b
e 

he
ld

 c
o

nt
in

uo
us

ly
 u

nt
il 

th
e 

en
d 

of
 th

e 
P

ro
je

ct
 b

ec
a

us
e 

st
af

f 
of

 D
oA

 a
nd

pr
iv

a
te

 s
e

ct
or

 r
ep

re
se

nt
at

iv
e

s,
 to

 w
ho

m
 th

e 
M

id
-t

er
m

 R
ev

ie
w

 T
e

am
 h

ad
 in

te
rv

ie
w

s,
 a

pp
re

ci
at

e 
th

e 
se

m
in

ar
s,

 a
nd

 fe
el

 im
po

rt
an

t f
o

r
its

 c
o

nt
in

ua
tio

n.
 H

ow
ev

e
r, 

th
er

e 
ar

e 
so

m
e 

co
nc

e
rn

s 
an

d 
th

in
gs

 t
o 

be
 im

pr
ov

e
d 

in
 te

rm
s 

of
 s

u
st

ai
na

bi
lit

y 
of

 th
is

 a
ct

iv
ity

. 
F

or
 e

xa
m

pl
e,

(a
) 

so
m

e 
pa

rt
ic

ip
an

ts
 f

ro
m

 p
riv

a
te

 s
e

ct
or

 m
ig

ht
 b

e 
lo

si
ng

 t
he

ir 
st

ro
ng

 in
te

re
st

 t
o 

th
e 

se
m

in
ar

 f
ro

m
 t

he
 fa

ct
 th

at
 t

he
 n

um
be

r 
of

pa
rt

ic
ip

an
ts

 is
 d

ec
re

as
in

g;
 (

b
) 

on
ly

 a
 fe

w
 p

ar
tic

ip
an

ts
 f

ro
m

 t
he

 p
riv

at
e 

se
ct

or
 e

xp
re

ss
e

d 
th

ei
r 

vi
ew

s 
w

hi
le

 o
th

er
s 

ar
e

 k
e

ep
in

g 
qu

ie
t a

t
th

e 
se

m
in

ar
: a

nd
 (

c)
 J

IC
A

 E
xp

er
t T

ea
m

, n
ot

 t
he

 s
ta

ff 
of

 S
P

M
D

C
, 

is
 t

ak
in

g 
in

iti
at

iv
e

s 
fo

r 
or

ga
ni

zi
ng

 th
e 

se
m

in
ar

s.

(1
) 

M
ea

ni
ng

 o
f i

nd
ic

a
to

r 
1-

2
 is

 n
ot

 v
e

ry
 c

le
ar

 a
nd

 th
er

ef
or

e,
 w

as
 u

nd
er

st
oo

d 
as

 “
P

ro
du

ct
io

n 
pr

og
ra

m
m

e
 fo

r 
ba

si
c 

se
ed

 w
er

e
fo

rm
ul

at
ed

 in
 c

o
ns

id
er

at
io

n 
of

 t
he

 r
e

qu
ire

m
en

ts
 b

y 
th

e 
pr

iv
at

e 
se

ct
or

".
 It

 w
as

 a
ls

o
 u

nd
er

st
oo

d 
th

at
 t

hi
s 

in
di

ca
to

r 
ex

p
ec

ts
 t

ha
t 

th
e

pr
od

uc
tio

n 
pr

og
ra

m
m

e 
is

 f
or

m
ul

at
ed

 w
ith

 m
or

e 
ac

cu
ra

cy
 a

nd
 e

ffi
ci

en
cy

 b
y 

ut
ili

zi
ng

 m
or

e 
in

fo
rm

at
io

n 
fr

om
 p

riv
a

te
 s

e
ct

or
 a

nd
 u

se
 o

f
da

ta
ba

se
 s

ys
te

m
 t

o 
be

 d
ev

e
lo

pe
d 

by
 t

he
 P

ro
je

ct
.

(2
) 

E
ve

n 
be

fo
re

 th
e 

P
ro

je
ct

, S
P

M
D

C
 w

as
 d

ev
e

lo
pi

ng
 b

as
ic

 s
e

ed
 p

ro
du

ct
io

n 
pr

og
ra

m
m

e 
co

ns
id

er
in

g 
th

e 
re

qu
ire

m
en

t o
f t

he
 p

riv
a

te
se

ct
or

. 
H

ow
ev

e
r, 

af
te

r 
th

e 
P

ro
je

ct
, a

s 
m

en
tio

ne
d 

ab
ov

e
, b

y 
ob

ta
in

in
g 

lis
ts

 o
f 

re
qu

ire
m

en
t o

f b
as

ic
 s

e
ed

 fr
om

 th
e 

pr
iv

a
te

 c
o

m
p

an
ie

s 
in

tim
e 

at
 th

e 
B

a
si

c 
S

ee
d 

P
ro

du
ct

io
n 

S
em

in
ar

s 
ar

ou
nd

 o
ne

 m
on

th
 b

ef
or

e 
th

e 
cu

lti
va

tio
n 

se
as

o
ns

, 
D

oA
 b

ec
a

m
e 

ab
le

 to
 d

ev
e

lo
p 

th
e

pr
og

ra
m

m
es

 m
or

e 
ac

cu
ra

te
ly

 a
nd

 e
ffi

ci
en

tly
.

(3
) 

It 
w

as
 e

xp
ec

te
d 

th
at

 a
cc

u
ra

cy
 a

nd
 e

ffi
ci

en
cy

 o
f S

P
M

D
C

 o
n 

pl
an

ni
ng

 o
f b

as
ic

 s
e

ed
 a

nd
 s

ta
nd

ar
d 

se
ed

 p
ro

du
ct

io
n 

pr
og

ra
m

m
e 

as
w

el
l a

s 
th

ei
r 

da
ily

 w
or

k 
of

 in
fo

rm
at

io
n 

m
an

ag
em

en
t, 

w
ill

 b
e 

im
p

ro
ve

d 
by

 in
tr

od
uc

tio
n 

of
 a

 d
at

ab
as

e
 s

ys
te

m
. H

ow
ev

e
r, 

it 
is

 n
ot

ha
pp

en
in

g 
ye

t, 
as

 th
e 

da
ta

ba
se

 s
ys

te
m

 w
as

 n
ot

 in
st

al
le

d 
ye

t a
s 

m
e

nt
io

ne
d 

ea
rli

er
 .

(4
) 

D
oA

 fe
el

s 
a 

ne
ed

 to
 im

pr
ov

e
 a

cc
u

ra
cy

 o
f 

pl
an

ni
ng

 o
f s

e
ed

 p
ro

du
ct

io
n 

al
so

 b
y 

ob
ta

in
ed

 m
or

e 
in

fo
rm

a
tio

n 
fr

om
 p

riv
a

te
 s

e
ct

or
. T

he
y

w
is

h
 to

 h
av

e
 a

 th
re

e-
ye

ar
s 

fo
re

ca
st

 o
f r

e
qu

ire
m

en
t o

f b
as

ic
 s

e
ed

s 
fr

o
m

 p
riv

a
te

 s
e

ct
or

 fo
r 

be
tte

r 
pl

an
ni

ng
. H

ow
ev

e
r, 

it 
se

em
s 

di
ffi

cu
lt

fo
r 

pr
iv

a
te

 c
o

m
pa

ni
es

 t
o 

do
 s

o
, a

s 
m

ar
ke

t i
s 

un
pr

ed
ic

ta
bl

e 
an

d 
al

w
ay

s 
ch

an
gi

ng
. 

 T
he

y 
al

so
 n

ee
d 

to
 h

av
e

 v
o

lu
m

e 
of

 p
ro

du
ct

io
n,

sa
le

s 
an

d 
st

oc
ks

 f
ro

m
 p

riv
a

te
 s

e
ct

or
. S

P
A

S
L 

m
em

be
rs

 p
ro

vi
de

d 
a 

pa
rt

 o
f s

u
ch

 in
fo

rm
a

tio
n;

 h
ow

ev
e

r, 
ot

he
r 

co
m

pa
ni

es
, 

m
o

st
ly

 s
m

a
ll-

si
ze

d,
 a

re
 n

ot
 w

ill
in

g 
to

 d
o 

so
 b

y 
be

in
g 

af
ra

id
 o

f 
lo

si
ng

 th
ei

r 
co

m
pe

tit
iv

e
ne

ss
 in

 th
e 

m
ar

ke
t.

M
ea

ni
ng

 o
f i

nd
ic

a
to

r 
1-

3
 is

 n
ot

 v
e

ry
 c

le
ar

 a
nd

 th
er

ef
or

e 
w

as
 u

nd
er

st
oo

d 
as

 “
nu

m
be

r 
of

 D
oA

 s
a

le
s 

ce
nt

er
s,

 w
hi

ch
 w

er
e

 im
pr

ov
e

d 
by

D
oA

 b
as

e
d 

on
 th

e 
ex

p
er

ie
nc

e
 o

f i
m

pr
ov

in
g 

th
e 

tw
o 

sa
le

s 
ce

nt
er

s 
co

nd
uc

te
d 

as
 a

n 
pr

oj
ec

t 
ac

tiv
ity

. T
he

re
 w

as
 n

o 
pr

o
gr

es
s 

ye
t f

or
 th

is
in

di
ca

to
r. 

D
oA

 n
ee

d 
to

 d
ev

e
lo

p 
an

 a
ct

io
n 

pl
an

, d
is

cu
ss

 it
 w

ith
 th

e 
JI

C
A

 E
xp

er
t T

ea
m

 a
nd

 im
pl

em
en

t i
t 

w
ith

ou
t a

 fu
rt

he
r 

de
la

y.
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2.
V

eg
et

ab
le

 s
e

ed
pr

od
uc

tio
n 

te
ch

ni
qu

es
 a

re
im

p
ro

ve
d 

in
 b

ot
h 

pu
bl

ic
an

d 
pr

iv
at

e 
se

ct
or

2-
1

 7
5%

 o
f p

ar
tic

ip
an

ts
 w

ho
at

te
nd

ed
 tr

ai
ni

ng
s 

on
ve

ge
ta

bl
e 

se
ed

 p
ro

du
ct

io
n

pa
ss

 t
he

 e
xa

m
s

2-
2

 2
5%

 o
f p

ar
tic

ip
an

ts
 w

ho
at

te
nd

ed
 tr

ai
ni

ng
s 

on
ve

ge
ta

bl
e 

se
ed

 p
ro

du
ct

io
n

ad
op

t t
ec

h
ni

qu
es

 in
tr

o
du

ce
d

by
 th

e 
P

ro
je

ct

2-
3

  T
he

 a
ch

ie
ve

m
e

nt
 r

a
te

 o
f

th
e 

pl
an

ne
d 

vo
lu

m
e 

is
in

cr
e

as
e

d 
on

 b
as

ic
 s

e
ed

pr
o

du
ct

io
n 

of
 m

aj
or

 v
e

ge
ta

bl
e

cr
o

ps
 a

s 
lis

te
d 

in
 th

e 
ta

bl
e 

in
th

e 
ta

rg
et

ed
 G

ov
e

rn
m

en
t

S
e

ed
 F

ar
m

s

   
   

 B

T
he

 p
re

se
nt

 s
itu

at
io

n 
on

 le
ve

l o
f u

nd
er

st
an

di
ng

 o
f t

he
 tr

ai
ni

ng
pr

og
ra

m
m

e 
by

 t
he

 o
ffi

ce
rs

 is
 c

o
nf

us
in

g,
 a

s 
st

at
ed

 in
 th

e 
le

ft
co

lu
m

n
. I

s 
it 

ne
ed

ed
 to

 s
tu

dy
 fu

rt
he

r 
to

 k
n

ow
 if

 th
ei

r 
le

ve
l o

f
un

de
rs

ta
nd

in
g 

is
 a

de
qu

at
e.

 I
t 

is
 a

ls
o

 n
ee

de
d 

to
 r

e
ve

w
 th

e
co

nt
en

ts
 a

nd
 tr

a
in

in
g 

m
et

ho
d 

of
 th

e 
pr

og
ra

m
m

e 
fo

r 
ne

ce
ss

a
ry

im
pr

ov
em

en
t.

   
   

 C

T
he

 te
ch

ni
qu

es
 w

er
e

 a
pp

lie
d 

in
 a

 li
m

ite
d 

ex
te

nt
 in

 th
e

go
ve

rn
m

en
t 

se
ed

 fa
rm

s 
an

d 
to

 s
o

m
e 

ex
te

nt
 b

y 
co

nt
ra

ct
 s

e
ed

gr
ow

er
s 

an
d 

pr
iv

at
e 

se
ct

or
. 

It 
se

em
s 

to
 b

e 
di

ffi
cu

lt 
fo

r 
th

e
go

ve
rn

m
en

t 
of

fic
e

rs
 t

o 
ch

an
ge

 th
ei

r 
pr

ac
tic

e
 in

 f
ar

m
s

im
m

ed
ia

te
ly

 a
fte

r 
th

e 
tr

a
in

in
g.

S
e

ni
or

 o
ffi

ce
rs

 o
f S

P
M

D
C

 p
oi

nt
ed

 o
ut

 s
o

m
e 

re
as

o
ns

 f
or

 t
he

di
ffi

cu
lty

, s
u

ch
 a

s 
sh

or
ta

ge
 o

f l
ab

ou
r 

in
 t

he
 g

ov
e

rn
m

en
t 

fa
rm

s
at

 th
e 

tim
e 

of
 p

la
nt

in
g,

 s
o

il 
co

nd
iti

on
, c

lim
at

e 
an

d 
ot

he
rs

. T
he

JI
C

A
 E

xp
er

t T
ea

m
 o

bs
e

rv
e

d 
a 

va
gu

e 
fe

el
in

g 
of

 h
es

ita
nc

e
 fo

r 
a

ch
an

ge
 in

 t
he

 s
ta

ff 
of

 S
P

M
D

C
, i

nc
lu

di
ng

 fi
el

d 
of

fic
e

rs
; t

o
ch

an
ge

 t
he

 p
ra

ct
ic

e
 th

ey
 h

ad
 b

ee
n 

co
nd

uc
te

d 
fo

r 
ye

ar
s 

an
d

de
ca

de
s,

 t
o 

a 
ne

w
 o

ne
. 

It 
w

as
 a

ls
o

 f
ou

nd
 th

at
 f

ie
ld

 s
ta

ff 
in

 t
he

go
ve

rn
m

en
t s

e
ed

 fa
rm

s 
se

em
s 

to
 n

ee
d 

a 
sp

ec
ifi

c 
in

st
ru

ct
io

n
fr

om
 t

he
 m

an
ag

em
en

t t
o 

ch
a

ng
e

 th
e 

p
ra

ct
ic

e.
It 

w
a

s 
al

so
fo

un
d 

th
at

 s
e

ni
or

 o
ffi

ce
rs

 o
f S

P
M

D
C

 w
er

e 
no

t s
u

re
 a

bo
ut

be
ne

fit
 o

r 
pr

ac
tic

a
bi

lit
y 

of
 s

o
m

e 
te

ch
ni

qu
es

: 
fo

r 
ex

a
m

p
le

,
“s

in
gl

e 
pl

an
tin

g”
 a

nd
 “

so
il 

co
ve

r”
, f

or
 w

hi
ch

 m
ay

 n
ee

d 
m

or
e

di
sc

u
ss

io
n 

an
d 

de
m

on
st

ra
tio

n.
 A

s 
fo

r 
“t

ra
in

in
g 

an
d 

th
in

ni
ng

”,
 J

IC
A

 E
xp

er
t T

ea
m

 a
nd

 H
O

R
D

I
ha

d 
co

nd
uc

te
d 

a 
re

se
ar

ch
 in

 2
01

2 
an

d 
20

13
 a

t K
u

nd
as

a
le

an
d 

A
lu

tth
ar

am
a

 s
e

ed
 fa

rm
s 

fo
r 

ve
rif

ic
a

tio
n.

 T
he

 r
es

e
ar

ch
w

or
k 

w
as

 c
o

m
pl

et
ed

 w
ith

 a
 s

u
cc

e
ss

fu
l r

es
u

lt.
 H

O
R

D
I i

s 
go

in
g

to
 c

o
lle

ct
 tw

o 
se

as
on

s’
 o

f 
da

ta
, c

o
nd

uc
t 

an
 e

co
no

m
ic

 a
na

ly
si

s,
ob

ta
in

 a
pp

ro
va

l f
ro

m
 a

 T
ec

h
no

lo
gy

 R
el

ea
se

 C
om

m
itt

ee
 o

f
D

oA
, 

an
d 

is
su

e 
a 

re
co

m
m

en
da

tio
n.

   
   

C

Te
ch

no
lo

gy
 in

tr
o

du
ce

d 
by

 t
he

 p
ro

je
ct

 w
ou

ld
 c

o
nt

rib
ut

e 
to

in
cr

ea
se

 th
e 

pr
od

uc
tio

n 
an

d 
pr

od
uc

tiv
ity

, i
f i

t i
s 

ut
ili

ze
d 

w
el

l.
H

ow
ev

e
r, 

th
er

e
 is

 n
o 

pr
os

pe
ct

 th
at

 th
e 

ac
hi

ev
em

en
t r

at
es

 w
ill

be
 im

pr
ov

ed
 b

y 
th

e 
en

d 
of

 th
e 

pr
oj

ec
t;

 b
ec

a
us

e
 n

at
ur

a
l

di
sa

st
er

, i
nc

lu
di

ng
 d

ra
ug

ht
 a

n
d 

ve
av

y 
ra

in
, a

re
 th

e 
di

re
ct

ca
us

e
s 

fo
r 

S
P

M
D

C
 n

ot
 a

ch
ie

vi
ng

 th
e 

ta
rg

et
 v

o
lu

m
e 

of
pr

od
uc

tio
n.

T
hi

s 
in

di
ca

to
r 

to
 b

e 
ch

an
ge

d.

(1
) 

 In
di

ca
to

r 
2-

1 
ex

p
ec

ts
 t

ha
t t

he
 p

ar
tic

ip
an

ts
 o

f t
he

 s
e

ed
 p

ro
du

ct
io

n 
tr

a
in

in
g 

pr
og

ra
m

m
es

 u
nd

er
st

oo
d 

w
ha

t w
as

 t
au

gh
t i

n 
th

e
tr

ai
ni

ng
 w

el
l. 

It 
w

as
 p

la
nn

ed
 to

 m
ea

su
re

 t
he

 le
ve

l o
f u

nd
er

st
an

di
ng

 b
y 

th
e 

te
st

, w
hi

ch
 w

as
 c

o
nd

uc
te

d 
at

 th
e 

en
d 

of
 th

e 
tr

ai
ni

ng
. T

he
P

ro
je

ct
 c

o
ns

id
er

 th
at

 a
 te

ch
ni

ca
l o

ffi
ce

r 
of

 D
oA

 u
nd

er
st

oo
d 

th
e 

tr
ai

ni
ng

 u
p 

to
 th

e 
ex

pe
ct

at
io

n 
of

 t
he

 P
ro

je
ct

 a
nd

 p
as

se
d 

th
e 

te
st

 if
he

/s
h

e 
gi

ve
s 

m
or

e 
th

an
 6

 c
o

rr
e

ct
 a

ns
w

er
s 

ou
t 

of
 7

 q
ue

st
io

ns
.

(2
) A

cc
o

rd
in

g 
to

 th
e 

ab
ov

e-
m

en
tio

ne
d 

cr
ite

ria
, i

t 
w

as
 f

ou
nd

 t
ha

t o
nl

y 
51

 p
er

 c
e

nt
 o

f 
th

e 
te

ch
ni

ca
l o

ffi
ce

rs
 p

as
se

d 
th

e 
te

st
. H

o
w

ev
e

r,
M

id
-t

er
m

 R
ev

ie
w

 T
ea

m
 fo

un
d 

so
m

e
 o

ffi
ce

rs
, 

w
ho

 p
ar

tic
ip

at
ed

 in
 t

he
 tr

ai
ni

ng
 p

ro
gr

am
m

e,
 s

h
ow

ed
 a

 g
oo

d 
un

de
rs

ta
nd

in
g 

an
d 

in
te

re
st

to
 th

e 
te

ch
ni

qu
es

. T
he

re
fo

re
, i

t w
as

 d
iff

ic
u

lt 
fo

r 
M

id
-t

e
rm

 R
e

vi
ew

 T
ea

m
 to

 a
cc

e
ss

 t
he

 le
ve

l o
f u

nd
er

st
an

di
ng

 o
f t

he
 te

ch
ni

ca
l o

ffi
ce

rs
in

 th
is

 r
eg

ar
d.

(3
) 

T
he

 P
ro

je
ct

 c
o

ns
id

er
 t

ha
t a

 c
o

nt
ra

ct
 fa

rm
er

 u
nd

er
st

oo
d 

th
e 

tr
a

in
in

g 
up

 to
 th

e 
ex

pe
ct

at
io

n 
of

 th
e 

P
ro

je
ct

 a
nd

 p
as

se
d 

th
e 

te
st

 if
he

/s
h

e 
gi

ve
s 

m
or

e 
th

an
 4

 c
o

rr
e

ct
 a

ns
w

er
s 

ou
t o

f 
7 

qu
es

tio
ns

. 
It 

w
as

 f
ou

nd
 th

at
 8

0 
pe

r 
ce

nt
 o

f t
he

 c
o

nt
ra

ct
 fa

rm
e

rs
 p

as
se

d 
th

e 
te

st
.

S
om

e 
st

af
f o

f S
P

M
D

C
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fic

e
 a

nd
 s

e
ni

or
 o

ffi
ce

rs
 o

f t
he

 r
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l o
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 b
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 p
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 p
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 b
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 p
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 f
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 m
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 p
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t p
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m
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g 
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ra
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g 
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W
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p
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m
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em
en

t/
 (
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o

il 
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C
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 p
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 p
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 p
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 d
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ra
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 b
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 b
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 c
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e 

cu
rr

e
nt

 s
e

as
o

n,
 w

hi
ch

 is
 li

st
ed

 a
s 

(l)
in

 th
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e
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h
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e
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 p
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 C
ou

nt
ry

 F
oc

u
se

d 
T

ra
in

in
g,

 h
ad

 b
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ra
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b
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 p
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 d
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at
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l C
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 b
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 p
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ra
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 c
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 f
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t f
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 c
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 p
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 b
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 c
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 c
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 p
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 r
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f p
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2.
 B

itt
er

 g
ou

rd
  3

. B
ri

nj
al

  4
. C

ap
si

cu
m

  5
. C

u
cu

3.
 V

eg
et

ab
le

 s
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 b
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 b
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 p
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re
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 b
e

co
nd

uc
te

d 
by

 c
o

un
te

rp
ar

t 
of

fic
e

rs
 o

f S
C

P
P

C
.

B

T
he

 in
di

ca
to

r 
to

 b
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 b
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 C
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 c
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a
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l o
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b
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ra
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 c
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 d
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 m
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m
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ra
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d 

by
 t

he
 J

IC
A

 E
xp

er
t T

ea
m

.
It 

is
 e

xp
ec

te
d 

th
at

 S
C

P
P

C
 to

 c
o

nt
in

ue
 th

ei
r 

ef
fo

rt
 b

y 
co

nd
uc

tin
g 

re
gu

la
r 

tr
ai

ni
ng

 to
 th
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ra
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t b
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 c
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e 

en
d 

of
 th

e 
P

ro
je

ct
, w

ith
as

si
st

an
ce

 b
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 c
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 c
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er
e 

or
ga

ni
ze

d 
by

JI
C

A
 E

xp
er

t T
ea

m
 f

or
 t

he
 s

ta
ff 

of
 S

T
L.

 T
hi

s 
in

di
ca

to
r 

w
as

 a
ch

ie
ve

d 
so

 f
ar

 a
s 

al
m

os
t 

al
l t

he
 s

ta
ff 

pa
ss

e
d 

th
e 

ex
a

m
 .A

 q
ui

z 
w

as
 g

iv
e

n
to

 th
e 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 t
o 

ev
a

lu
at

e 
th

ei
r 

kn
ow

le
dg

e 
at

 t
he

 e
nd

 o
f t

he
 t

ra
in

in
g 

pr
og

ra
m

m
e.

 F
ift

y 
th

re
e 

pa
rt

ic
ip

an
ts

 o
ut

 o
f 5

8 
in

 t
ot

al
an

sw
er

ed
 c

o
rr

ec
tly

.

　
In

di
ca

to
r 

3-
3 

ai
m

s 
at

 in
cr

e
as

e
 o

f n
um

be
r 

of
 s

a
m

pl
es

 b
ro

ug
ht

 to
 S

C
S

 f
or

 te
st

in
g 

w
ith

 a
n 

ex
p

ec
ta

tio
n 

th
at

 p
ro

du
ct

io
n 

of
 b

as
ic

 s
e

e
d

an
d 

st
an

da
rd

 s
e

ed
 b

y 
D

oA
 is

 in
cr

e
as

e
d 

an
d 

pr
iv

a
te

 s
e

ct
or

 s
e

ed
 p

ro
du

ce
rs

 is
 m

or
e 

en
co

ur
a

ge
d 

to
 b

rin
g 

th
ei

r 
pr

od
uc

t 
fo

r 
D

oA
ce

rt
ifi

ca
tio

n.
T

he
re

 w
as

 a
n 

in
cr

e
as

in
g 

te
nd

en
cy

 o
f 

nu
m

be
r 

of
 s

a
m

pl
es

 in
 2

01
2 

an
d 

20
13

, h
ow

ev
e

r, 
nu

m
b

er
 o

f s
a

m
pl

es
 in

 2
01

1 
w

as
sm

al
le

r 
th

an
 th

at
 o

f i
n 

20
10

. I
t 

ne
ed

s 
m

or
e

 r
ec

o
rd

 to
 k

e
ep

 o
bs

e
rv

a
tio

ns
 in

 fu
tu

re
. R

ea
so

ns
 fo

r 
in

cr
e

as
e

 in
 2

01
2 

an
d 

20
13

 s
h

ou
ld

 b
e

st
ud

ie
d,

 to
o,

 t
o 

ve
rif

y 
w

he
th

er
 t

he
 in

cr
e

as
e 

w
as

 r
ea

liz
e

d 
as

 a
 r

es
u

lt 
of

 th
e 

im
pr

ov
em

en
ts

 th
e 

P
ro

je
ct

 e
xp

ec
te

d 
as

 m
en

tio
ne

d 
ab

o
ve

,
es

p
ec

ia
lly

 a
s 

th
e 

nu
m

be
rs

 m
ig

ht
 b

e 
in

cr
e

as
e

d 
as

 a
 r

es
u

lt 
th

e 
sa

m
pl

es
 f

or
 D

ev
i N

eg
um

a 
pr

og
ra

m
m

e 
w

er
e 

br
ou

gh
t 

to
 S

T
L 

in
 t

he
se

ye
ar

s.

Ta
bl

e 
1 

N
o.

 o
f f

ar
m

er
s 

us
in

g 
di

ffe
re

nt
 s

ee
d 

ca
te

go
rie

s 
in

 (
so

ur
ce

: F
or

m
at

te
d 

by
 t

he
 R

ev
ie

w
 T

ea
m

 u
si

ng
 th

e 
da

ta
 in

 Tn 
th

e 
ye

ar
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
Ta

bl
e 

2 
Pe

rc
en

ta
ge

 o
f f

ar
m

er
s 

us
in

g 
di

ffe
re

nt
 c

at
eg

or
ie

s 
of

 s
ee

d 
in

 th
e 

ye
ar

Ta
bl

e 
13

 o
f "

Fa
rm

er
 s

av
ed

 s
ee

d 
M

ay
 2

8 
fo

rm
at

te
d 

ve
rs

io
n 

3"
, 

JI
C

A
 E

xp
er

t T
ea

m
.)

61－  －



 
 

                       Ta
bl

e 
3 

Pl
an

 a
nd

 a
ct

ua
l p

ro
du

ct
io

n 
of

 s
ta

nd
ar

d 
se

ed
 a

t GG
ov

er
nm

en
t F

ar
m

s 
by

 S
PM

D
C

 (
so

ur
ce

; 
fo

rm
a

tte
d 

by
 t

he
 R

ev
ie

w
 T

ea
m

 u
si

ng
 t

he
 d

at
a 

of
 S

P
D

C
M

)

Ta
bl

e 
4 

Pl
an

 a
nd

 a
ct

ua
l p

ro
du

ct
io

n 
of

 s
ta

nd
ar

d 
se

ed
 b

y 
co

nt
ra

ct
 p

ro
gr

am
m

e 
of

 S
PD

M
C

 (
so

ur
ce

; f
or

m
at

te
d 

by
 t

he
 R

ev
ie

w
 T

ea
m

 b
y 

us
in

g 
th

e 
da

ta
 o

f S
P

D
C

M
)

62－  －



 
 

Ta
bl

e 
6 

 P
la

n 
an

d 
ac

tu
al

 p
ro

du
ct

io
n 

of
 b

as
ic

 s
ee

ds
 b

y 
SSP

M
D

C
 (

so
ur

ce
; f

or
m

at
te

d 
by

 t
he

 R
ev

ie
w

 T
ea

m
 b

y 
us

in
g 

th
e 

da
ta

 o
f S

P
D

C
M

)

　

         T
ab

le
 5
　

N
o.

 o
f p

ar
tic

ip
an

ts
 to

 th
e 

ba
si

c 
se

ed
 p

ro
du

ct
ioo

n 
se

m
in

ar
 (

so
ur

ce
: 

JI
C

A
 E

xp
er

t T
ea

m
)

63－  －



８．M/M（合同中間レビュー報告書含む） 

64－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



65－  －

digital2
長方形

digital2
長方形



66－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



67－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



68－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



69－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



70－  －

digital2
長方形



71－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



72－  －

digital2
長方形

digital2
長方形



73－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



74－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



75－  －

digital2
長方形

digital2
長方形



76－  －

digital2
長方形



77－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



78－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



79－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



80－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



81－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



82－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



83－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



84－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



85－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



86－  －

digital2
長方形

digital2
長方形



87－  －

digital2
長方形

digital2
長方形



88－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



89－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



90－  －

digital2
長方形



91－  －



92－  －

digital2
長方形



93－  －

digital2
長方形

digital2
長方形



94－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



95－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



96－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



97－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



98－  －

digital2
長方形



99－  －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



100－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



101－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



102－   －

digital2
長方形



103－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



104－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



105－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



106－   －



107－   －

digital2
長方形



108－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



109－   －

digital2
長方形



110－   －



111－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



112－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



113－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



114－   －

digital2
長方形



115－   －

digital2
長方形



116－   －

digital2
長方形



117－   －

digital2
長方形



118－   －



119－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



120－   －



121－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



122－   －



123－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



124－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



125－   －

digital2
長方形

digital2
長方形



126－   －

digital2
長方形



127－   －

digital2
長方形



128－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



129－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



130－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形



131－   －

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形

digital2
長方形




	表紙
	序文
	目次
	地図
	現地写真
	略語表
	評価調査結果要約表
	第１章 中間レビューの概要
	１－１　調査団派遣の経緯と目的
	１－２　調査団構成と日程
	１－３　対象プロジェクトの概要（PDM 第４版）

	第２章 中間レビューの方法
	２－１　評価の枠組みとデータ収集方法
	２－２　データ分析方法
	２－３　調査の限界

	第３章 プロジェクトの実績
	３－１　投入実績
	３－１－１　日本側
	３－１－２　スリランカ側

	３－２　活動実施状況
	３－３　成果の達成状況
	３－３－１　成果１：SPMDC の種子生産・配布計画策定能力が向上する。
	３－３－２　成果２：官民の野菜種子生産技術が向上する。
	３－３－３　成果３：官民の野菜種子の品質管理技術が改善する。

	３－４　プロジェクト目標の達成見込み
	３－５　実施プロセス
	３－５－１　PDM の改訂
	３－５－２　合同調整委員会会議（JCC Meetings）
	３－５－３　プロジェクトマネジメント・ユニット
	３－５－４　月例会議（Monthly Meetings）
	３－５－５　効果発現に貢献した要因
	３－５－６　問題点及び問題を惹起した要因


	第４章 評価結果
	４－１　評価５項目による評価結果
	４－１－１　妥当性＜高いと思われるが要検討＞
	４－１－２　有効性<中程度>
	４－１－３　効率性 <中程度>
	４－１－４　インパクト＜情報不足のため判断できず＞
	４－１－５　持続性<中程度>

	４－２　結論及びプロジェクト枠組みの改訂（PDM の改訂）
	４－２－１　結　論
	４－２－２　プロジェクトの方向性
	４－２－３　PDM の改訂


	第５章 提言と教訓
	５－１　提　言
	５－２　教　訓
	５－３　団長所感
	５－４　種子行政団員所感

	付属資料
	１．調査日程表
	２．主要面談者リスト
	３．プロジェクト実施体制図
	４．PDM 第４版（和文・英文）及びPO 第４版（英文）
	５．PDM 第５版（和文・英文）及びPO 第５版（英文）
	６．活動実績表
	７．成果達成表
	８．M/M（合同中間レビュー報告書含む）




